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Ｉ漁況海況予報事業

１沿岸定線海洋観測

井野慎吾

【目的】

沿岸定線（二一７線）の海洋観測調査を行い，海況の実態を詳細に把握し海況変動の法則性を探求す

るために必要な資料を得る。

【方法】

水産庁の定める「海洋観測・卵稚仔・スルメイカー斉調査指針」に基づき，漁業指導調査船立山丸

(156.38トン）により，平成９年７月１～２日（７月期)，平成10年１月12～13日（１月期）の２航海，

富山湾内26定点において水温，塩分，水色，透明度及び海象を観測項目とする海洋観測を実施した。水

温及び塩分の測定はNiel-Brown社製ＣＴＤ（ＭＫⅢＢ）を用い，原則として水深1,000ｍまで行った。

なお，表面水温は棒状温度計で測定し，塩分は同時に採水した試水を持ち帰り，サリノメーター（YE

O-KAL社製）で塩分検定を行った。

【調査結果の取りまとめと報告】

調査結果は観測終了後速やかに日本海区水産研究所及び関係機関に通報した。また沿岸漁況観測事業

で発行した「富山湾漁海況概報」に観測結果の概要を記載した。観測結果は磁気媒体に累積記録した。

当調査結果を含む平成９年度の湾内平均水温を「沿岸漁況観測事業」の項の図１に示した。

【調査・研究結果登載印刷物等】

日本海漁海況速報（日水研），海洋観測結果表，富山湾漁況海況概報

－１－



2 スルメイカ漁場一斉調査
岡本勇次

【目的】

我が国周辺海域におけるスルメイカ資源の管理及び的確な利用を行うための基礎資料を収集すること

を目的とするo

【方法】

水産庁の定める「スルメイカ漁場一斉調査指針」により実施した。

【実施結果】

スルメイカ漁場一斉調査を以下のとおり実施した。

調査年月日 観測項目 使用船舶 調査定線 釣獲個体数

9.6.20-6.26 水温塩分釣獲試験 立山丸 す-6線 6，502 

【調査結果のとりまとめ】

海洋観測結果は，日本海区水産研究所へ送付した。本結果は水産庁から海洋観測資料としてとりまと

められる予定であるo

スルメイカ釣獲調査結果も日本海区水産研究所へ送付した。日本海区水産研究所が各県の結果をとり

まとめた。

【調査結果登載印刷物等】

平成9年度日本海スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料， 1997年9月，日本海区水産研究所.
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Ⅱ沿岸漁況観測事業

井野慎吾

【目的】

富山県内の漁業種類別，魚種別漁獲量の聞き取り調査と沿岸定線海洋観測調査を行い，「漁況旬報」

及び「富山湾漁況海況概報」を発行し，漁業者や関係機関への情報提供を行う。また，漁海況資料を磁

気媒体に蓄積し，漁海況予報の研究や資源研究の基礎資料を整備するほか，ブリの漁況予報を行う。

【方法】

県下の主要９産地市場（氷見，新湊，四方，岩瀬，水橋，滑川，魚津，経田，黒部）に調査員（表ｌ）

を配置し，調査員を介してそれぞれの日別･漁業種類別･魚種別漁獲量を聞き取り調査した。

沿岸定線観測調査は，漁業指導調査船立山丸（156.38トン）を用いて，漁況海況予報事業，魚卵稚仔

分布調査などの他事業と共同で沿岸定線（二一７線）において実施した（表２）。調査は32定点（漁場

生産力モデル開発基礎調査委託事業の定点を含む）において，水温，塩分，水色，透明度及び海象を観

測項目として行った。水温及び塩分の測定はNiel-Brown社製ＣＴＤ（ＭＫⅢＢ）を用い，原則として

水深1,000ｍまで実施した。表面水温は棒状温度計で測定し，塩分は同時に採水した試水を持ち帰り，

サリノメーター（YEO-KAL社製）で塩分検定を行った。

表１漁況報告依頼漁協（市場）及び調査員

漁協名

氷見漁業協同組合（氷見）

新湊漁業協同組合（新湊）

四方漁業協同組合（四方）

岩瀬漁業協同組合（岩瀬）

水橋町漁業協同組合（水橋）

滑川漁業協同組合（滑川）

魚津漁業協同組合（魚津）

〃 （経田）

黒部漁業協同組合（黒部）

調査員

山、均・小島忠

尾山栄吉・新井勝巳

山谷勝之

岡山哲司

岡本文男

坂束隆

米沢由孝

寺田正治

、中満

－３－



表2 平成9年度の沿岸定線観測調査実施状況

調査月日 調査項目 調査点数 備 考

H9. 4/2-3 水温・塩分・PL 32 4月期:漁場生産力，卵稚仔調査と共同

5/6-8 。 。 5月期: 。
6/2-4 。 。 6月期: 。

7/2-4 。 ~ 7月期:漁場生産力調査と共同

8/4-6 ~ ~ 8月期: 。

9/1-2 。 ~ 9月期: 。

9/30-10/1 ~ ~ 10月期: ~ 

11/4 -5 。 。 11月期: 今

12/4 -5 。 。 12月期: 。

H10. 1/12-13 " 
。 1月期: ク

2/2-3 。 。 2月期: 。

3/9 -11 ~ ~ 3月期:漁場生産力 卵稚仔調査と共同

PL:卵稚仔プランクトン採集

漁場生産力:漁場生産力モデル開発基礎調査委託事業

卵稚仔:卵・稚仔分布調査(我が国周辺漁業資源調査委託事業)

【結果】

1 漁海況情報の提供

調査した漁況情報を旬毎に集計し， r漁況旬報Jを旬 l回， r富山湾漁海況概報」を月 l回発行し，
関係機関に送付した(表3)。なお平成9年の魚種別の漁獲量は表4のとおりである。

表3 旬報，概報の配布状況

配布先 旬報 概報

地方自治体等 9 5 

漁業団体等 53 4 

研究機関等 26 8 

報道機関等 15 5 

ぷ口). 計 103 22 

-4-



(単位：トン）
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ブリの漁況予報

平成８年秋期のフクラギ漁況予報

２

(1)平成８年秋期のフクラギ漁況予報

・秋期（９～12月）の富山県沿岸のフクラギの漁獲量は水試収集の平年漁獲量秋期（９～12月）の富山県沿岸のフクラギの漁獲量は水試収集の平年漁獲量（過去10年平均：1,378

トン）をかなり下回る不漁となることが予想される。

ブリ，ガンドの漁況に関する情報：平成６年は当歳魚の漁獲量（日本海全体）が多かったので，主

群と予想される平成６年級（満３歳魚）の加入量は比較的多い。平成３年以前の不漁時代には殆ど

見られなかった春～夏にかけてのブリの漁獲が今年も見られた。

表４平成９年の魚種別漁猿量

※平年は過去10年の平均

色蔵
一
、
一 Z戒９圧 Ｒ圧 ７狂昌
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一
、
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３沿岸定線海洋観測

富山湾内に位置する17定点の主な水深層の平均水温及び平年差を図１に示した。

(2)実際のブリ漁況

・秋期（９～12月）のフクラギの漁獲量は1,128トンで，平年を下回った。

・ブリの漁獲量（９～12月）は378トンで，近年では最高であった。
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図１富山湾内17定点の平均水温及び平年差（平成９年４月～平成10年３月）

※平年値は1990年以前過去30年間の平均値
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【調査・研究結果登載印刷物等】

漁況旬報：平成９年４月上旬～平成10年３月下旬（合計36報)，富山県水産試験場．

富山湾漁況海況概報：平成９年４月～平成10年３月（合計12報)，富山県水産試験場．
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Ⅲ沖合漁場開発調査

１日本海スルメイカ漁場調査
岡本勇次

【目的】

富山県の沖合漁業の主体である沖合スルメイカ釣り漁業者に対して，的確な漁況及び海況情報を提供

し，漁業経営の安定と向上に寄与する。

【方法】

日本海スルメイカの漁期前（４月)，初漁期（５月)，盛漁期（７，８月）及び我が国周辺漁業資源調

査によるスルメイカ漁場一斉調査（６月）で，釣獲試験及び水温，塩分観測を実施した。

【調査結果の概要】

(1)調査実施概要

調査の実施概要は表－１のとおりであった。得られた調査結果を，本県のスルメイカ釣り漁業者並び

に関係機関に提供した。

表－１スルメイカ調査の実施概要

調査名調査年月日調査項目使用船名雲点豪雪郷季看体蕊
漁期前調査 9.416～2５水温，塩分，釣獲試験立山丸４６

初漁期調査 5.16～2３ 〃 〃 3９

漁場一斉調査 6.21～2７ 〃 〃 1７

盛漁期調査(１）7.14～1８ 〃 〃 1５

盛漁期調査(Ⅱ）8.20～2８ 〃 〃 3３

56,292

(0.13～398.7）

8,145

（3.3～57.3）

6,502

（6.5～29.8）

5,855

（13.3～26.5）

9,663

（0.5～47.6）

①漁期前調査結果

・調査期間

平成９年４月16～25日

・調査海域

北緯37度20分以南，北緯36度以北，東経132度30分以東，東経136度20分以西の海域（図－１）

・調査定点数

釣獲試験８点

海洋観測４６点

・調査結果

－７－

3,983

2,700



ア海況

表面と水深50m層の水温分布をそれぞれ図-1，2に示した。

表面水温の分布範囲は11.5-14.5'Cであった。隠岐島北西部では沿岸から沖合にかけて14'c・ 13'C

台で，その北東部の柴山沖及び小浜沖では12'C台の冷水が沿岸寄りへの舌状の張り出しがみられ，経

ケ岬沖では沿岸から沖合へ暖水の張り出しがみられた。調査海域の西側では暖水と冷水が輯接した水

温分布であったのに対し，東側の能登半島西部では，沿岸から沖合にかけて13'C・ 12'C台の比較的単

調な水温分布であった。

水深50m層の水温分布範囲は8.8-13.9'Cであった。隠岐島北西部では沿岸から沖合にかけて13-

10'C台で，その北西部から東部にかけて12'C台の広がりがみられた。また 能登半島西部の若狭湾沖

合では9'C台の孤立した冷水域がみられ，その周辺では11'c台までの水温分布であった。

イ漁況

試験操業結果を表-2と図-3に示した。

調査海域6点における釣獲試験では 釣機l台1時間当りの漁獲個体数(CPUE)は0.1-398.7個体

/台・時で、あった。

釣獲されたスルメイカの外套背長範囲は 能登半島西方 (St.1)で4.7-13.7CM (モードは6.5cm)

，経ケ岬沖合 (St .37)で10.4-22.8cm (モード15.5cm)，柴山沖合 (St .6)で11.6-15.7cm(モー

ド13.5cm)，鳥取県長尾鼻沖合 (St.12)で12.6-17.7cm(モード 16.5cm)，同方向沖合(S t .33) 

で14.2-18.7cm(モード16.5cm) 隠岐島沖合 (St .18)で15.4-20.6cm(モード17.5cm) ，同方向

沖合 (St .31)で11.7 -21.8cm (モード17.5cm)，隠岐島北西沖合 (St .45)で14.3-20.4cm(モー

ド17.5cm)であった。

ウ スルメイカの来遊状況

今期の調査海域内のスルメイカ群の分布は，水温が高かった海域で、多かった。平均CPUEは89.7

(前年同期は1.3)であった。

船上測定結果でスルメイカの成熟個体がみられたのは， S t .18で成熟率は雄9.5%，雌10.3%，S 

t .45で雄0%，雌3.3%，S t .31で雄15.4%，雌4.3%，S t .33で雄4.2%，雌0%であった。雌雄比

は各調査点まちまちで5:5-4:6の割合であった。

今期の調査海域におけるスルメイカ群は，夏生まれ群の混在がみられたが，秋生まれの北上群が主

体であり， CPUEで過去の立山丸での調査記録を大きく上回ったことから，分布量もかなり高いも

のと推測され，今後北方域での好漁場形成に期待がもてるものと考えられた。

エ業者船の状況

調査中に視認されたイカ釣り漁船は 隠岐島北西40マイル沖合 (St .45)付近で東方向に l隻と

向島北東15マイル沖合 (St .31)付近に2隻であった。

②初漁期調査結果

調査期間

平成9年5月16-23日

調査海域

北緯39度以南，北緯37度以北，東経135度30分以東，束経137度30分以西の海域を調査した。

-8-



・調査定点数

釣獲試験６点

海洋観測３９点

・調査結果

ア海況

表面と水深50ｍ層の水温分布をそれぞれ図－４，５に示した。

表面水温の分布範囲は11.8～16.6℃であった。能登半島北西47マイル付近に12℃台を中心とする孤

立した冷水域がみられ，その北側で14～15℃台，南側は14～16℃台であった。

水深50ｍ層の水温分布範囲は7.4～14.3℃であった。能登半島禄剛崎北方46マイル付近に８℃台を

中心とする冷水域がみられ，その北側から西側にかけて12℃台の水域の広がりがみられた。また，能

登半島西側の沿岸部で14℃台の暖水がみられたが，その西側の45マイル付近に１１℃台の冷水がみられ

た。

イ漁況

試験操業結果を表－３と図－６に示した。

調査海域７点における釣獲試験では，釣機1台１時間当りの漁獲個体数(ＣＰＵＥ)は3.3～57.3個体／

台・時（前年同期5.5～70.2個体／台・時）であり，北緯38度・東経137度付近が最も高かった。

調査海域で釣獲されたスルメイカの外套背長範囲は，16.5～19.5.で平均モードは18.0cｍ（前年同

期は13.5～19.5cmで平均モードは16.9cm）で前年同期より個体はわずかに大きめであった。

ウスルメイカの来遊状況

今期の調査海域内でのＣＰＵＥは前年同期を下回った。しかし，単発的ではあったが今回最もＣＰ

ＵＥが高かった能登半島沖合のＳｔ、５付近は，暖水域と冷水域の境界付近であり，漁場形成のため

の重要な海域と考えられた。今期の調査海域内で釣獲されたスルメイカの外套背長モードは16.5～

19.5cmであった。未成熟個体が多く，４月の漁期前調査同様北上群が主体で，その分布量は前年同期

に比べやや少なめと考えられた。

エ業者船の状況

今期の調査中に視認されたイカ釣り漁船は，皆無であった。

③

ア

盛漁期調査（１）結果

調査期間

平成９年７月14～１８日

調査海域

北緯39度以南，北緯37度30分以北，東経137度30分以東，東経138度30分以西の海域を調査した。

調査定点数

釣獲試験４点

海洋観測１５点

調査結果

海況

表面と水深50ｍ層の水温分布をそれぞれ図－７，８に示した。

－９－



表面水温の分布範囲は20.6～22.3℃であった。佐渡島沿岸から沖合にかけて，２２～21℃台の比較的

単調な水温分布がみられた。

水深50ｍ層の水温分布範囲は8.9～18.8℃であった。能登半島先端と佐渡島を結ぶ線以南には１８～

１６℃台の暖水域がみられ，佐渡島北方には15～９℃台の等温線の密集した冷水域がみられた。

イ漁況

試験操業結果を表－４と図－９に示した。

調査海域４点における釣獲試験では，釣機１台１時間当りの漁獲個体数(CPUE)は16.6～265個体

／台・時（前年同期0.9～21.6個体／台・時）で前年同期を上回った。

釣獲されたスルメイカの外套背長範囲は，Ｓｔｌで18.9～25.8cｍ（モード20.5cm)，Ｓｔ､6で16.3～

26.8cｍ（モード19.5と22.5と24.5cm)，Ｓｔ､9で19.1～27.7cｍ（モード22.5cm)，Ｓｔ､15で11.1～24.9ｃｍ

（モード14.5と18.5cm）であった。

ウスルメイカの来遊状況

今調査海域内での平均ＣＰＵＥは19.8個体／台・時（前年同期8.3個体／台・時）と前年同期を大

きく上回った。スルメイカの外套背長測定結果から，沖合では大型の群，沿岸では小型の群の存在が

認められた。沖合のＳｔ６と９の雌の成熟率は10.3％と6.9％，沿岸のＳｔ､1と１５では9.7％と11.5％と

沿岸部の群の成熟率がやや高かった。このことから南下群の割合が多くなったものと考えられた。

また，ＣＰＵＥ結果から今調査海域内での来遊量は前年よりも高く，好漁が期待できるものと考え

られた。

エ業者船の状況

調査中に視認されたイカ釣り漁船は，佐渡島北40マイル（Ｓｔ､6）の観測点付近で東方向に２隻で

あった。

④盛漁期調査（Ⅱ）結果

・調査期間

平成９年８月20～28日

・調査海域

北緯41度以南，北緯37度30分以北，東経136度以東，東経138度30分以西の海域を調査した。

・調査定点数

釣獲試験８点

海洋観測３３点“

・調査結果

ア海況

表面と水深50ｍ層の水温分布をそれぞれ図－１０，１１に示した。

表面水温の分布範囲は20.4～26.3℃であった。調査海域北部の北緯41度付近で20℃台，能登半島録

剛崎東10マイル付近及び佐渡島北35～85マイル付近で26℃台の水温分布がみられた。

水深50ｍ層の水温分布範囲は2.3～23.8℃であった。調査海域北部の北緯41度付近に２℃台の冷水

域，能登半島禄剛崎東10マイル付近に23℃台の暖水域がみられた。

－１０－



イ漁況

試験操業結果を表－５と図-12に示した。

調査海域８点における釣獲試験では，釣機１台１時間当りの漁獲個体数(ＣＰＵＥ)は0.5～47.6個体／

台・時（前年同期0.9～21.6個体／台・時）であり，大和堆束の北緯40度・東経136度（Ｓｔｌ８）付近

が最も高かった。

調査海域で釣獲されたスルメイカの外套背長範囲は，13.7～30.3cmで平均モードは23.1cｍ（前年同

期は8.8～26.9cmで平均モードは21.8cm）であった。

ウスルメイカの来遊状況

今調査海域内での平均ＣＰＵＥは15.0個体／台・時（前年同期９２個体／台・時）であり，スルメ

イカ群の分布量は，前年同期よりも多めと考えられた。しかも外套背長測定結果から，前年同期より

も大型個体が多かった。今調査海域内のスルメイカの成熟率は，雄34.6～929％とかなり高かったの

に対し，雌0.0～30.6と低く，索餌のための北上途上のスルメイカ群の割合が高いものと考えられ，

大和堆周辺では当分の間ある程度の好漁が期待できるものと予測される。

エ業者船の状況

調査中に視認されたイカ釣り漁船は，佐渡島北西20マイル（Ｓｔ.'）の調査点付近で東方向に１０隻

と大和堆南東20マイル（Ｓｔ､27）の調査点付近で北北西方向に１隻であった。

【調査結果のとりまとめ】

平成９年度日本海スルメイカ漁期前調査結果速報，

平成９年度日本海スルメイカ初漁期調査結果速報，

平成９年度日本海スルメイカ盛漁期調査(1)結果速報，

平成９年度日本海スルメイカ盛漁期調査(Ⅱ)結果速報，

1997年４月

1997年５月

1997年７月

1997年８月

富山県水産試験場．

富山県水産試験場．

富山県水産試験場．

富山県水産試験場．

【調査結果掲載印刷物等】

平成９年度日本海ブロック浮魚類・スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料，1998年１月，日本海

区水産研究所．

－１１－



130. 132. 136. 138 

130. 132. 134. 136. 138. 

図- 1 表面水温分布図 (平成9年4月16-25日)

130. 132 136 138 

130. 132. 134. 136. 138. 

図- 2 水深50m層水温分布図 (平成9年4月16-25日)
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134 136 

130. 132. 134. 136. 138. 

図- 3 調査定点友ぴ釣機1台1時間当りの釣獲個体数 (平成9年4月16"-25日)

表- 2 釣獲調査結果 (平成9年4月16"-25日)

(その 1) 

2 3 4 5 6 7 81 9 10 I 11 

位商品岩東経
4/16-17 4/17 4/17 4/17 4/17 4/17-18 4/18 4/18 i 4/18 4/18 4/18 
31' 20' 36' 50' 36' 50' 31' 20' 31'20' 31' 20' 31'05' 3610'|36・ 50'|36・ 5013印
136' 00' 136' 00' 135' 30' 135' 30' 135' 00' 134' 30' 134' 45' 135' 00' I 134' 45' I 13.t' 30' I 134' 15' 

置 終了 北東経緯 37' 20. 8' 37' 21. 6' 
35' 51. 2' 34' 24. 3' 

語轟
19:00 19:00 
04:00 04:00 I 
9 9 
12 224 I 
10 11 

圃|外体bI/g套福包台背増包長F・，，-時範哩三間囲 0.13 
2.26 

措.7-13.7 1. 6-15.初
ド 6.5 13.5 
Om 11.7 12. 1 11.7 12. 1 11. 2 11.9 11. 5 12. 1 I 12.3 11. 8 : 11.6 
10 11. 49 12.24 11.34 11.67 10.82 I 11.78 11. 56 ¥ 12.06 12.41 12.07 I 11. 72 

深水
20 11.31 12.23 10.97 11.54 10.82 11. 34 11. 30 ! 11.27 12.44 ! 12.06 i 11. 65 
30 11.28 12.07 10.04 11.29 10.86 11.35 11. 24 11. 22 i 12.28 : 11.69 : 11. 45 

別水
50 10.49 10.73 8.83 ， 11. 15 I 11.50 I 11.30 ! 10.74 I 11.02 i 11. 67 ! 11. 27 11. 01 
75 10.16 9.76 7.06 10.93 11. 34 11. 23 I 10.29 9.92 I 11. 59 ! 10.43 I 8.00 

温 100 9.01 I 8.65 5.16 10.98 11.23 11.00 I 9.55φ 8.11 ! 10.59 : 7.14 i 4.88 
150 5.94 5.85 2.16 8.98 8.77 ~. ~~ i 6.44 i 5.36 6.46 3.58 ; 2.08 
200 3.28 2.57 1. 36 4.36 I 4.52 I 6.55 I 3.82 I 2.51 1 2.45 I 1. 57 I 1. 03 
300 1. 02 I 1. 18 0.74 I 1. 38 ; 1. 06 i 1.88 I 1. 12 ! 1. 02 ! 0.58 I 0.56 

備考
|同酬なゅし2酬なし
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－１４－

(その３）

(その２）

調査定点番号 2３ 2４ 2５ 2６ 4５ 2７ 2８ 2９ 3０ 3１ 3２

月日 4/2０ 4/2０ 4/2０ 4/2０ 4/20～2１ 4/2１ 4/2１ 4/2１ 4/2１ 4/21～2２ 4/2２

位
置

開始 輝
蕊

終了 癖
霊

37.20

132.45

3７．２０

１３２．３０

37.05

132.30

36.50

32.30１

36.50

32.45I

36.51.4

132.51.8

36.30

32.30１

36.30

132.45

36.30

1３３０００

36.30

133‘１５

36.30

33.30Ｉ

36.32.4

133029.1

３６．２５

１３３０４５

時
間

開始
終了

操業時間散

19:0０

04:0０

９

１９:3０

04:0０

8.5

釣獲個体数 6.757 28.470

機械台数 9.7 8.4

固体/台・時間 77.4 398.7

外套背長範囲 14.3～20.4 15.7～21.8

外套背長モード 17.5 17.5

水
深
別
水
温

0ｍ

10

2０

3０

5０

7５

100

150

200

300

12.5

12.10

１１．６４

10.93

9．５５

6．４３

3．４９

１．８３

1．２１

0．４７

12.3

11.89

１１．２３

11.11

9．８９

7．２６

5．２１

1．７６

1.10

0．７４

13.8

13.65

12.84

1２ １０

１０ 4３

７5５

５3９

2．１５

1．３９

0．８０

13.8

13.84

１３．４１

12‘８８

1２ 3６

1１ 2９

７8３

３2０

１6０

０．９３

１４．００

14.09

１３．６６

13.13

12.61

12.13

11.93

7．２８

2．１９

13.8

13.66

１３．３５

13.23

12.67

１０ 9９

９2７

２7９

１4５

07９

１４．１

13,89

13,67

13,50

12.94

１２．４３

１２．１５

6．９８

1．０９

0．３９

14.5

14.13

1４ 1３

1４ 0９

1３ 9３

1３ 5１

１２ 9８

１１ 6８

14.3

13.77

1３ 7２

１３ 5８

1３ 2６

1２ 8３

1２ 0２

７7９

0．６３

14.0

13.89

13.80

１３．６８

１３．１９

1２．９３

12.50

10.48

2，８７

13.6

１３．５７

13.54

13.17

１３．００

12.69

12.07

11.12

5．２３

備考 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他船１隻

>ﾗｹ，少し

他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他船２隻 他船なし

調査定点番号 1２ 1３ １４ １５ 1６ 1７ 1８ １９ 2０ 2１ 2２
月日 4/18～1９ 4/1９ 4/１９ 4/１９ 4/1９ 4/1９ 4/19～2０ 4/2０ 4/2０ 4/2０ 4/2０

位
迩

開始 輝
霊

終了 輝
蕊

36.50

134.00

36.42.2

134006.2

3７０５

134.00

37.20

134.00

37.20

133000

37.20

33.30

37.05

133.30

36.50

133‘３０

３６．５０

１３３０１５

36.50

133‘００

37.05

133000

37.20

33.00１

時
間

開始

終了
操築時籍激

１９:3０

04:0０

8.5

19:0０

04:0０

8.5

釣獲個体数 2.176 13‘９９８

機械台数 皿 9.9

固体／台・時間 23.27 166.3

外套背長i園劉 12.6～17.7 15.4～20.6

外嚢背長モード 16.5 17.5

水
深
別
水
温

伽

10

2０

3０

5０

7５

100

150

200

300

13.0

13.02

13.01

13.00

12.16

１１．４９

9．８８

4．１７

2．００

0．８３

11.8

１１ 7８

1１ 7９

１１ 6９

１１ 2３

９ 6８

8．２０

3．７１

1．８０

0．８６

11.8

1１．７４

1１ 7１

１１ 6８

1１ 3７

1１ 2０

1０．５２

7．５５

3．５５

１．３４

12.6

１２．４３

12.42

12.41

11.30

10.66

8．８３

5．００

2．６３

1．１０

13.7

12.99

12.89

12.51

１２ 1３

1１ 8９

１１ 3４

４6０

１6１

0．６８

14.3

１３．４５

13.30

13.25

1２ 6１

1２ 0９

1１ 8０

７6４

２7２

09１

14.6

13.65

13.60

13.57

12.99

12.66

12.50

11.97

4．５９

0．９６

13.1

13.17

12.99

12.84

1２ 0７

1１ １１

1０ 0９

５3３

１5７

0．４４

13.4

13.41

13.41

13.33

12.97

１２ １１

1１ 2４

３ 1７

１4０

13.3

12.49

11.72

１１．４６

10.20

7．９５

5．７５

2．１６

1．１２

0．３２

12.3

12.06

１１．７１

1１．４１

１０．２１

6．３９

4．６９

1．６６

1．１１

0．６６

備考 他船なし

さんまの群

他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし



(その4)

調査定告番号 33 34 35 36 37 I 38 39 40 I 41 42 I 43 
品目的問 4/23 I 4/23 4/23 i 4/23......24 4/24 I 4/24 4/24 I 4/241 4/24 I 4/24 1 位護13S20|川 36'20' 36' 00' 36' 00' 36' 20' 36' 20' 36101 釧 01361013M

134' 00' I 134' 00' I 134' 30' 134' 30' 135・00' 135・00' 135' 15' 135' 30' I 135' 30' I 135' 45' ! 136' 00' 
置終了 136・18.9'

東経 33・54.6' 34' 50. 3' 
時 開始| 19:30 19:30 I 
終了 04:00 I 04:00 

間 建釣茎痕個堕監体盤敬|| 
8.51 8.5 I 
4.600 55 

提械台数 11 11 

圃外体套〆台背長・時範囲間 49.2 0.59 i 
14.2......18.7 ao. 4......22. 81 

外套背長モード! 16.5 15.5 
Om 13，3 13.5 12.4 ! 12.0 ! 12.3 12. 1 ! 12.5 I 13.2 ! 12.4 ! 12.4 13.1 
10 12.88 13.48 12.58 i 12.54 ! 12.20 12.16 I 12，62 13.09 I 11. 81 11. 76 1 12.91 

水 20 12.76 13.38 12.57 11.89 12.09 12.15 I 12.60 13.07 I 11. 76 1 11. 70 i 12.74 
深 30 12.56 12.92 12.60 11.89 I 12.03 I 11.82 I 12.18 12.60 I 11.71 I 11. 53 I 12.69 i 

別水温
50 12.21 12.43 11.97 I 11. 87 11.48 I 11. 46 I 11.80 I 12. 12 ! 11.02 10.25 ! 11.90 I 
75 11.80 11.86 11.76 1l.39 I 11.39 I 11. 35 I 11. 69 11. 68 I 10.43 ! 8.83 ! 11. 23 ! 
100 11.52 11. 77 11. 49 I 11. 43 I 11. 39 I 11. 37 I 11. 78 10.07 ! 9.74 6.73 ! 9.52 
150 10.52 10.5 11.15 ! 11.39 11.34 I 1l.43 : 10.98 6.56 6.56 I 3.68 i 6.00 
200 5.07 4.22 8.96 ! 9.78 I 10. 12 10.49 7.07 I 2.65 I 2.77 2.12 i 2.89 
300 0.99 ! 一 0.38 I 1. 91 1. 67 一 1. 04 一 0.75 I 0.87 I 

‘ 

雌川酬なし 酬なし|酬なし備考 他船なし 他舶なし {朗自なし ft!!OOなし 他舶なし 他船なし itl!船なし

内ゲ多数

-15-
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ｏ－ｔＤ－ｓ、s≦
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鑑

図一 ６調査定点及び釣機１台１時間当りの釣獲個体数（平成９年５月16～23日）

３釣獲調査結果（平成９年５月16～23日） (その１）表一

－１７－

調盃定点杏号 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 1１

月日 5/1６ 5/1６ 5/1６ 5/1６ 5/16～1７ 5/1７ 5/1７ 5/１７ 5/1７ 5/1７ 5/17～1８

位
置

開始

蕊
終了。

目

緯
経
ヒ
ミ

38~】5

37.00Ｉ

３５‐1,

36.30１

38℃０

136.30

37､'45

36.30１

aUUU

l37o00
38.03.1

37.10.81

3745

37.00１

ｄイｄＵ

136.30,

37､‘15

36.30Ｉ

37.00

35。３０1

37.00

36.001

3７．００

1３５．３０

36･5９

135。3０
８
７

時
間 操

削関

鱒
蕊時、

ｂ
刃

ア

1１勘

1９ 4５

0３ 4５

８

1９ 3０

0４ ００

8.5

釣僅個ウ鮒3〔 4,580 230

５i械台爵 10 8.2

I哩ＩＦ ／台。 時
４８

口 57.3 ３．３０

タ套背長範丑 １４．８～20.2 13.6～22.〔

タ套背長モード 1７．５ 1６．５

水
深
別
水
温

0ｍ

1０

2０

3０

5０

7５

100

150

200

300

1２．８

12.33

1１ 6５

1０ 5８

７3８

５ 8２

４4０

２5７

１6６

0 8７

1２．６

12.10

1１ 9８

１１ 5０

９2３

６ ６１

４9８

２ 8７

１8６

０8５

1１．８

12.43

１２ １２

1１ 8３

1１ 1８

８2４

６9２

３ 5０

２ 1８

０ 9９

1３．９

13.46

1２ 8０

1２ 5１

１１ 8５

１１ １０

９ 8２

８ 5５

1４．２

12.72

1２ 3１

1２ 0３

106９

９7７

８8６

６ 6３

４2３

1３．９

13.20

12.94

12.90

12.59

1５．８

15.63

1５ 5８

1４ 5６

1２ 7９

119４

11４１

1６．２

１５．９８

1５ 7４

1４ 9８

1４ 2８

1３ 0９

1２ 6６

119８

1６．６

1６．３１

1５ 3４

1４ 5３

1３ 6９

1３ 5０

1３ 2２

1６．２

15.59

1４ 7５

1３ 3３

1２ 5１

1１ 3５

1０ 2０

５7３

２4９

０9１

1５．４

15.18

1４ 4５

1２ 2３

1０ 9８

９ 3３

６ ７１

３２１

１8３

07６

備考 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし

ｸﾗｹー 多数

ｽﾙﾒｲｶ遊泳

小ｽﾙﾒ遊泳

他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし



(その2) 

帯革
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 
5/18 5/18 5/18-19 5/19 5/19 5/19 5119 5/19-20 5120 5/20 5120 
37
0

15 37
0

15 37
0

30' 37
0

30' 37
0

45 37
Q

45' 38
0 

00' 38
0

00 38" 15' 38
0

15 38
9

30 
135
0

30' 136
0

00' 136.00' 135
0

30' 135
0

30' 136
0

00' 136
0 

00' 135
0

30' 135
0

30' 136・00' 136000' 
置 終了 花束結経 3r32.8 36"09.8 

135
0

52.8' 135
0

30.6' 

通量z
19:00 19:15 
04:00 04:00 
9 8.5 
510 1，040 
9.4 7.9 

業鰻'F
6.0 15.5 

16.7-21.( 16.0-22.C 
18.5 17.5 

Om 15.5 i 16.1 15.6 14.8 14.2 14.6 14.8 14.9 14.8 15.0 14.7 
10 15.24 15.81 15.39 14.61 14.05 14.お 14.59 14.47 14.44 14.68 14.38 

水探
20 14.36 14.50 14.661 14.58 13.97 14.15 14.45 13.65 13.87 14.57 14.36 I 
30 13.67 I 13.83 13.63 13.74 13.64 13.24 13.15 13.21 13.06 14.04 13.08 

E本~ 日 50 11.61 12.62 12.37 12.70 11.51 11.75 12.36 11.53 11.24 12.44 11.53 
75 9.95 11.98 10.81 11.72 10.84 11.13 10.81 10.98 10.85 11.91 10.68 
1∞ 7.97 10.42 9.85 10.72 10.52 10.行 10.07 10.58 10.62 11.43 10.52 
150 3.57 6.48 7.33 7.40 9.72 9.32 9.06 9.74 10.01 9.93 10.46 
200 2.02 2.83 3.75 3.67 6.36 5.93 6.16 5.89 6.88 7.16 9.86 
300 0.881 1.01 0.76 1.31 1.64 2.08 2.00 1.71 2.24 2.27 4.53 

備考 酬なしドなし ~也船なし 他船なし 他舶なし 陣舶なし 他舶なし 他舶なし 他舶なし 他船なし 他舶なし

小多数型クラゲ

サンマ小型

本9ßイ1JH-~

1尾

(その3) 

嗣 主主え:.R.骨可 231 24 お 26 27 28 29 30 31 32 33 
月日 5/20 5120 5120-21 5121 5121 5121 5/21 5121 5121-22 5/22 5/~ロ

位 開始 東花経碍Iお 30'1| 3845 39"02 39900 38945 羽 00' 38945 38"30' 38930' 13387.0450' ' 羽 00135
0

30' I 135030' 135035' 136000' 136000' 136030' 136030' 136030' 137000' 137
0

00' 
置 終了 北東経緯 39砂03.0 38

9

25.4' 
135
0

47.8' 136
0

59.3' 
時 開始 19:00 19:00 
持 f 回:009 04:00 9 

間 探高時I同町
1，140 645 

官事l'P民ロ 81 8 
個情/台・時 a 15.8 9.0 
JI":Coi 116.1-21.5 16.4-20.f 
J 「套一背一長一モ面・ド 19.5 18.5 

14.8 15.0 15.4 14.8 14.2 13.8 14.6 15.0 14.0 13.8 14.5 
;0 14.45 13.90 14.971 14.98 14.11 13..885 0 14.64 14.64 13.65 13.74 14.22 

E水温水深IIJ 

20 13.52 13.74 14.16 13.59 12.79 13 14.19 14.14 12.97 13.53 13.32 
30 13.39 13.57 12.63 12.88 12.13 13.47 12.78 13.75 11.87 12.77 12.27 
50 12.57 I 12.28 11.85 11.15 lt.28 12.14 12.15 12.39 9.00 11.08 12.01 
75 11.20 11.04 10.85 10.65 10.67 8.69 11.38 11.23 6.36 9.25 10.73 
100 10.76 10.69 10.61 10.52 10.49 6.87 10.61 10.65 4.73 7.70 9.40 
150 10.47 1O.4B 10.08 10.35 10.44 4.29 8.79 8.36 2.64 5.12 5.90 
200 9.381 9.99 6.75 8.19 10.18 2.84 5.52 4.69 1.51 2.33 3.20 
300 3.28 4.15 2.09 2.70 6.75 1.23 1.65 2.41 0.70 0.93 t.43 

備考 他舶なし !他船なし 陶骨なし 他舶なし 他舶なし 他舶なし 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし 他舶なし

ポラの小群 ゆゆ群イカの
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－１９－

(その４）

訳査定点番号 3４ 3５ 3６ 3７ 3８ 3９

位
置

月日

開始北緯

東経

終了北緯

東経

5/2２

39.00

37.30１

5/2２

38.45

37.30１

5/2２

38.30

137.30

5/2２

38.15

137°3０

5/2２

38.00

37。3０1

5/2２

37.45

137.30

時
間 操

削始

贋ｒ

業時’劉数

釣
－稲
僅Ｉ
f械

リ
毎
口

本数
‘数

個'ホ／壱き◆ 時間
タ7１ 霊罪

岸呑

閃Ｅ 範 劃

タ套穂
崖

唾 －ド

水
深
別
水
温

０ｍ

1０

2０

3０

5０

7５

100

150

200

300

備考

1３．６

13.14

１２ 5３

1１ 9３

1０ 9８

10 1５

９ 2９

７ 8０

３4７

０７

他船なし

1４．５

3.86

３5７

6４

０7９

８2１

６ 9６

３ 8３

２ 3３

10５

他船なし

1４．２

13.68

1３ 0９

1１ 9２

７5９

５ １２

３ 4０

２ 1４

13２

０7７

他船なし

1４．２

13.98

1３ 2０

1２ 0８

９3１

７ 2２

５6７

２9５

１9２

08９

他船なし

1４．２

】４．０２

1２ 9７

１２ 3０

1１ 7２

1１ 2０

102６

９4３

５8６

5３

他船なし

１４．７

14.05

1３ 8２

1３ 4９

1２ 4５

１２ 0２

１１ 8０

１０ 4１

４０７

他船なし



図- 7 表面水温分布図
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図- 8 水深50m層水温分布図 (平成9年7月14........18日)
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タ

－２１－

９調査定点及び釣機１台１時間当りの釣獲個体数（平成９年７月14～18日）図一

４釣獲調査結果（平成９年７月14～18日）（その１）表一

調査定点番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０１１１

月日 7/14～1５ 7/１５ 7/１５ 7/1５ 7/１５ 7/１５～1６ 7/１６ 7/１６ 7/16～1７ 7/2５（７/2５

位
置

開始 輝
韓

終了 輝
鐸

38.00

38.00１

3755.6

138.01.9

38.15

138000

38.00

38000１

38.30

138.30

3８．４５

３８０３０１

39.00

1３８０３０

39,06.4

138035.3

38.45

138.00

39.00

138.00

39.00

138.00

39.00.0

137.30.γ

!洲|,洲

時
間

開始
終了
操築目謝謝数

１９:0０

04:0０

９

１９:3０

０４:0０

8.5

１９:3０

04:0０

8.5

釣穫個体数 2.073 １，８９１ 1.161

機械台数 １０．０６ 8．４１ 8．２４

固体/台・時間 22.9 26.45 16.58

外套背長緬彊 18.9～25.8 16.3～26.8 19,1～27.7

外奮背長モード 20.5 19.5.22.5。24.5 22.5

水
深
別
水
温

0ｍ

１０

2０

3０

5０

7５

100

１５０

200

300

22.2

22.11

21.33

19.98

１６．７８

15.11

13.24

1１．２７

9．０８

2．３３

22.1

22.04

20.47

17.25

15.36

14.89

１２ 2４

109６

７ 7１

２4２

22.2

20.89

１９．７４

１６ 4５

1４ 8３

1２ 9６

１１ 8８

７8８

4．２６

1．８０

22.2

22.00

19.69

16.64

15.20

13.51

12.19

9．４２

6．４８

1．８２

22.2

21.74

2０ 3４

1７ 1９

１４ 2３

１１ 8８

９9４

6．２１

21.6

21.31

19.87

17.23

13.39

１０．２９

７9９

４ 2２

２7１

１0８

20.8

20.96

19.85

15,57

12.23

9．３７

6．４０

3．２０

1．９３

1．０４

20.6

21.24

1７ 4１

1２ 9７

８9１

６4７

４ 8１

２4５

１5７

0．８４

21.1 21.0 21.4

20.73 21.02 21.43

１８ 6６ 19.97 20.80

1４ 7４ １５．５７ １７．２７

９ 3４ 12.66 15.41

６9９ １０．７３ 13.07

５1２ 8．４４ 11.67

3．０５ 4．６９ 8．５６

1．８５ 2．５７ 4．５６

０．８８ｉ１．３１ 1．５２

備考 也船なし

斎れ瀬多数

爵蕊ｲｶ再捕
１尾

(JAN-922）

ﾘﾊ゙ｲｿ中群

シイラ数尾

也船２隻
(Ｅ方向）

他船なし

サンマ群



－２２－

(その２）

調査寵貞番号 １２ １３ 1４ 1５

月日 7/１７ 7/1７ 7/1７ 7/1７

位
遼

開始 揮
轄

終了 輝
蕊

38.15

137.30

38.00

37.301

3７４５

137.45

37.30

138000

37.32.2

137.58.8

時
間

開始

終了
操業時潤数

19:0０

24:００

５

釣穫個体数 730

機撞台数 １１

固体/台・時間 １３．２７

外褒背長鐘翻 11.1～24.9

外雲背長モード 14.5.18.5

水
深
別
水
温

伽

1０

2０

3０

5０

7５

100

150

200

300

21.8

21.85

21.58

17.42

１５．３９

１３．２４

12.14

10.56

6．５７

2．０８

22.1

22.09

21.46

19.26

15.99

13.93

１２．３２

１０．５７

6．６９

1．８５

22.3

22.24

22.14

21.03

18.79

１４．８３

12.34

9．３３

5．１４

１．６０

22.1

22.02

20.96

20.42

１８．４７

16.57

15.77

10.80

5．２９

1．８１

備考 也船なし

(ﾙﾒｲ

寧上
力小群



図－１０表面水温分布図
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図－１１水深50ｍ層水温分布図（平成９年８月20～28日）
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表一 ５釣獲調査結果（平成９年８月20～28日）（その１）

領｡1１
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図－１２調査定点及び釣機１台１時間当りの釣獲個体数（平成９年８月20～28日）
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上段の数字は閥壷点番号
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／

調盃定点番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ 11 1２
月日 8/2０ 8/2１ 8/2１ 8/2１ 8/21～2２ 8/2２ 8/2２ 8/2２ 8/22～2３ 8/2３ 8/2３ 8/2３

位
置

開始北緯

東経

縛了北緯

東経

38.30

38.00１

38.29

138.00
０
６

39.00

138.00

39.00

138.30

39.30

38.30

40.00

38.30１

4０．０２

138.28

ア
ｐ
Ｅ
Ｊ
⑥
⑨

40.00

138.00

40.30

38.00１

40.30

138.30

41.00

38.301

4１．０３

138。3０
２
５

41"00

38.00１

41.00

137.30

40.30

37.30１

時
間 操

削蜘

曙

蕊時
垂
ｇ
毎
５
Ｆ

毎
Ｊ

ア

1数

２１ 0０

０４ ００

７

1９ 0０

０４ 0０

９

１９ )０

0４ )０

９

釣 贋1回 E敵 2８ 655 327

I械だ
ｂ
ｌ敦 ８ 1１ ８

個体／‘ ｉｏ８ ド湖 ０．５ 6.62 4.54
外套 町量箪

■
●
草 週 13.7～27.1 19.4～28.4 １８．０～27.5

外套 野乏司§一ド 22.5 21.5 20.0.22.Ｅ ･２４．５

水
深
別
水
温

)、

１

２

３

5０

7５

100

150

200

300

25.8

2５ 1５

2４ 6８

2３ 3８

1７ 9２

1４ 0５

1１ 7８

８9６

５ 1３

１5３

25.6

2４ 7４

2３ 2２

1８ 8０

1５ 9３

1２ 9４

118６

９ 9５

５7４

7４

26.1

2５ 0９

2４ 3４

2０ 8３

1５ 7０

1４ 0６

1２ 6５

1０ 8４

９3７

２5３

26.3

2３ 5６

2３ 00

1８ 5７

1001

６6８

５2２

２5６

１7２

０8５

23.5

2４ 1８

1９ 1５

1５ 5３

1２ 2７

９ 2２

７0０

３ 1２

Ｉ8２

０9５

23.9

2２ 9２

1８ 6５

11 8７

８4５

５2５

３9１

２2１

6５

Ｉ0２

21.9

1９ 2１

６7０

３9３

３0０

２2２

8２

5６

１2７

11０

22.2

2２ 5３

1７ 0４

1１ 7０

７5８

５ 4２

３6２

２ 1９

１6２

１0９

21.3

1８ 8７

６ 9０

３5１

２5６

１9０

１7５

Ｉ3９

12３

１０４

1９．８

1７ 4４

８2５

４ 0９

２9２

２2１

１8８

１6６

１3７

1 11

20.5

2０ 3０

1１ 8３

６ 5８

２2６

１6５

14３

１2４

Ｉ0８

0 9４

21.8

2１．４０

1４ 1５

７8５

３7７

２2９

１8３

１3８

】９

０ 9４

備考 他船１０隻
(Ｅ方向）

他船なし

シイラの瀞

ｲﾜｼ(?)の瀦

他船なし

ｿﾒｲｶ１尾



(その３）

(その２）

－２５－

談査疋点番号 2５ 2６ 2７ 2８ 2９ 3０ 3１ 3２ 3３

位
置

月日

開始北緯

東経
磐了

蕊

8/2６

39.30

136。30,

8/2６

39曹3０

136.00,

8/26～2７

39℃０

３６．００】

38､'4６

136.11
９
５

8/2７

39.00

136°3０

8/2７

39℃０

137.00

8/2７

39℃0

37.30１

8/2７

38.30

137.30

8/2７

38.00

37°3０1

8/27～2８

37.'30

37.30

37.33.5

137.40.0

時
間 操

淵ｈ

爵

龍時Ⅱ

隆
。

ア

肌勘
二二二二

1９ 3０

0４ 0０

８

2１

0３

５

１５

0０

7５
釣

鰯
1重'四Ｆ

I械台

剛

爵

没 544

8.94
215

10.74
個体／古 ･時

“
ロ 7．６１ 3.48

外！野 更範萱 21.0～29.6 １７．０～24.4
外 匡消 受モード 23.5.27.0 19.5.21.5

水
深
別
水
温

0ｍ

10

2０

3０

5０

7５

１００

150

200

300

24.0

2３ 6６

1８ 1６

１３ 7１

９6５

６9７

４ 8３

２ 6２

１７１

１0０

23.8

2３ 3９

1３ 3６

９ 2８

５6６

４ ０４

２8６

Ｉ7７

2６

０8３

25.7

2４ １８

1９ 5６

1７ ０２

１５ 4４

1１ 4５

７ ０１

２8９

１7４

０ 9４

24.1

2３ 7３

1６ 8３

1２ 7１

８4０

５7９

４ 1６

２ 1７

4６

０ 9４

24.7

2４ 1９

２１ ０８

1０ ９１

５5３

３ 6９

２ 7９

7４

12５

０7４

24.9

2４ 5２

2２ 1８

1６ 5２

1３ 9２

８ 3４

６ ０２

３ 1４

8２

０8７

25.2

2４ 7７

2３ 4５

１７ 9０

1６ 7２

1３ 4２

11 7６

７ 3８

４ 3５

Ｉ3３

25.5

24.54

2３ 7３

1８ 9７

1７ 6８

1５ 9９

１３ 2０

８7２

４ 3５

6５

26.2

26.33

2６ ０５

2５ 3２

2３ 8４

1９ 9２

1５ ０７

109２

６ 1１

4９

調査疋点香青 1３ 1４ １５ 1６ 1７ 1８ 1９ 2０ 2１ 2２ 2３ 2４

月日 8/23～2４ 8/2４ 8/2４ 8/2４ 8/2４ 8/24～2５ 8/2５ 8/2５ 8/2５ 8/2５ 8/25～2６ 8/2６

位
置

開始北緯
東経

終了。
Ｆ
Ｐ
ダ

緯
経
上
§

40.30

37。0０１

40.29.8

37°02.5１

41.'0０

137°００

４１．００

３６．３０１

40.30

36.30１

40.30

36.00１

40.00

36。0０

40.01.4

136.00.8

40.00

36.30１

40.00

137.00

40.00

137°3０

39.30

138.00

39.30

37.301

39.29.1

37.27.2Ｉ

39.30

37°00１

時
間

開喫

婆
諜雲時、

い
。

ア

1１ 勘

1９ 0０

０３ CＯ

８

１９ 00

０４ ００

９

1９

0４

８

1５

0０

7５

釣獲個ｆ風没 1.514 4,093 2,287
機械台爵 ８ 9.56 9.97

掴1革／台・雨Ｆ
無
口 23.66 47.57 26.22

外套背長範 目 22.7～30.3 21.0～29.0 １９．９～29.4

外套背長モード 25.5 24.5 21.5.23.5･26.0

水
深
別
水
温

0ｍ

1０

2０

3０

5０

7５

１)０

１5０

２)０

３)０

21.2

2０ 6３

１２ 4２

６5１

２7２

２0６

17７

１3１

１１３

０9７

20.4

2０ 4０

８ 9１

５ 6１

３ 1８

２4０

２0６

１5２

1２

１0１

21.0

2０ 9７

９ 6９

５ 9２

３ ５１

２ 5９

Ｉ9７

13５

１0９

０ 8７

21.5

2１ 3８

1５ ０５

６8８

３ 5３

２ 4８

２0２

１3２

1１１

０8９

22.2

2２ 2８

1８ 5５

８4５

３ 3３

２ 1３

7０

12２

】0３

０8７

22.2

23.40

1５ 2８

９7７

７ )９

４ 3３

３ ４６

２ 0６

１4７

】０５

23.0

2３ 1８

1５ 〕２

1１ 3７

８ 3７

６ 3４

４ 7７

２ 6７

１8５

12０

22.7

23.48

1９ 2１

1５ 4１

1１ 4０

７7７

６ 1０

３ 6４

２3５

14８

24.2

23.43

1５ 3６

1２ ６１

1０ 3４

７ 9６

６2２

３6６

２5８

5８

24.6

24.32

2２ 9２

1５ 4５

９ 0３

７ 0２

４6７

２ 6５

１8８

09４

24.0

23.62

１７ 7０

1４ 1８

1１ 1９

７ 7５

５ 2８

３ 1０

１9４

1３

22.4

23.32

1９ 9８

1３ 4１

1０ 2４

７ 3５

５3６

２9３

１9１

1０１

備考 他船なし 他船なし 他船なし 他船なし

ｽﾙﾒｲｶの群

浮上

ｼｲﾗ散尾遊#Ｋ



N 富山湾固有種生態調査

1 日本海におけるホタルイカの資源利用研究

内山 勇

【目的】

日本海におけるホタルイカの生活史を解明し，それに基づき資源量推定を行い 本種の的確な資源利

用方策を確立する o また，富山湾のホタルイカ漁況予報の技術向上を図り，漁況予報を行う o

【方法】

(1) 富山県内の9産地市場(氷見，新湊，四方，岩瀬，水橋町，滑川，魚津，経回及び黒部)から日別

のホタルイカ漁獲量を聞き取りした。

(2) 1997年2-6月の期間に漁獲されたホタルイカの外套長，体重及び生殖腺重量を旬 1回約100個体

測定した。

(3) 1997年9月及び1998年2月に，富山湾および周辺海域において，漁業指導調査船立山丸を用い中層

トロール網によるホタルイカの採集調査を実施した。曳網は，原則として夜間， トロール網を海面から

おおむね水深150mまで，斜めあるいはV字型に移動させて行った。曳網速度は2ノット前後，曳網時

間は 1時間とした。

(4) 日本海におけるホタルイカ漁獲量に関する情報収集，交換を行った。

【結果の概要】

(1 ) 富山県の漁況(図 1) 

1997年のホタルイカの漁獲量は805.5トンで，前年(1，394.1トン)の58%，平年(1，943.6トン:1953-

1995年の平均値)の41%であった。 漁況経過をみると，漁期初めの3月上・中旬は平年同期並みの漁獲

量であったが， 3月下旬に平年同期の半分程度に落ち込み， 4月上旬にはさらに大きく落ち込んだ。その

後， 4月中下旬と漁獲が伸びt 4月下旬には平年と同様にピークを迎えたが，漁獲量は平年同期の3分の

2程度に留まった。その後も平年を超えることなく 6月下旬の終漁まで漸減した。

地区別にみると，滑川地区が311.8トンと昨年同様最も多く，魚津地区の201.4トンがこれに次いだが，

例年滑川地区に匹敵する新湊地区がわずか89.9トン(過去19年間では18番目)できわめて不振であった。

1996年同様湾の東側地域の漁獲量が多かった。魚津地区では4月下旬，滑川地区では4月下旬と 5月上

旬にピークがみられたが新湊地区では5月上旬にピークがみられた。

(2) 漁獲されたホタルイカの大きさ(表1) 

滑川地区で採集したホタルイカの平均外套長は 3月下旬に56.0mmで その後例年同様漁期が進むに

つれ概ね大きくなる傾向があり 6月中旬には63.3mmに達した。 1986年以降の4-5月の外套長と比較

すると t 1997年は全般的に大型であった。
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図 1997年の富山湾におけるホタルイカ漁獲量旬別推移

表 1 富山湾で漁獲されたホタルイカ(雌)の外套長平均値(単位:mm) 

旬/年 19971996 1995 1994 1993 1992 1991 1990 1989 1988 1987 1986 

3中 - 52.1 - 58.3 56.8 - 一一 56.154.7 

下 56.058.0 53.2 56.5 59.2 56.1 57.3 56.4 60.3 58.0 55.0 -

4上 59.956.6 55.0 56.8 59.7 57.5 59.0 55.0 60.0 58.7 58.2 58.0 

中 61.259.5 55.7 56.5 60.0 59.0 57.6 57.1 59.1 59.0 58.1 58.4 

下 60.460.1 55.6 57.2 59.9 59.6 57.9 57.4 58.2 58.6 59.5 58.5 

5上 60.361.7 56.1 57.2 59.3 60.0 58.8 59.3 62.6 58.7 60.5 59.5 

中 62.362.4 57.8 58.6 59.7 61.3 58.5 59.0 62.1 59.4 59.4 59.7 

下 63.161.8 58.3 59.0 59.6 60.3 60.0 59.4 64.0 60.6 63.0 61.2 

6上 63.763.6 - 59.6 59.9 62.5 60.0 60.2 64.4 60.2 61.9 61.3 

中 63.362.2 59.7 - 60.0 62.6 60.7 58.2 64.2 61.3 62.7 59.7 

下一一 59.1 - 59.5 63.3 60.4 - 64.8 60.0 63.0 60.5 

7上一一一一一一一一 65.061.4 - 59.8 

中一一一一一一一一 65.6 -

下一一一一 57.4一一一一 60.1 -

(3) 中層トロール網による採集結果

1997年7月7---10日， 9月8---11日， 10月13---16日および1998年2月18---20日に中層トロール網で採

集した，ホタルイカ及びホタルイカモドキの採集個体数を表3に示した (1997年7・10月は漁場生産力

モデル開発基礎調査で、行ったものである)。のべ27回の曳網を行い，ホタルイカの成体を32個体，未成

体を810個体，ホタルイカモドキの成体を256個体，未成体を2374個体採集した。ホタルイカの成体は7・

9月にだけ採集された。未成体は，どの調査航海でも採集されたが， 10月は9個体と少なかった。また

未成体は. 7・9月には湾内より佐渡島北方や佐渡海峡で多く採集されたが.2月には湾内でも多く採

集された。このような未成体の採集の状況は，過去の結果と一致するものであるo なお，ホタルイカモ
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ドキは成体がホタルイカの8倍，未成体が約3倍採集された。成体はどの時期にも採集されたが10月に

は少なく，未成体は2月にだけ採集されなかったが， 7月もわずか1個体と少なかった。このように，

ホタルイカに比べホタルイカモドキが多く採集される状況も過去の結果と一致するo

富山湾及び周辺海域における中層トロール網による

ホタルイカ友ぴホタルイカモドキの採集個体数

表2

結果

ホタルイカモドキ

成体未成体

採集

ホタルイカ

成体未成体

終了

時刻

開始

時刻

査調
点

調査時期

2 

3 

nru
唱

E
A
a
a
a
a
4・・

nHV
n
，u
 

a
q
q
u
唱

i
n
4
F
同

υ

6 

2 

噌

EA
噌

t
A
n
，U
噌
『

--Fhυ

20:53 

23:18 
20:31 

23:35 

20:41 

23:35 
20:30 
22:55 

19:32 
22:04 
19:26 

22:29 

19:30 

22:32 
19:18 
21:54 

C
C
I
r
J
r
H
H
 

7 

8 

9 

7， 10 

7 ， 

7 ， 

7， 

'97， 

9 

251 

203 
156 

95 
470 

61 
159 

61 

ηο

円

i
a
q
F
O
n
k
u

n
r
u
η
4
η
ο
 

t
i
n
U
7
・
n
v
n
U
円

i
n
o
n
o

nλM
唱

i

F

O

5 

12 

2 

20:45 

23:25 

20:41 

23:35 

20:52 
23:35 
20:43 
23:55 

19:15 
21:58 

19:10 

22:10 

19:34 
22:27 

19:14 
22:25 

C 

C 

J 
J' 

H 

H' 

8 

9 

9， 10 

9， 11 

9， 

9， 

'97， 

316 

3 
30 
620 

3 
4 

20:05 

23:24 

12:21 

09:51 
19:45 

22:15 

18:34 

21:56 

10:52 

08:13 

18:18 
20:44 

c
c
v
u
r
A
K
 

10， 13 '97， 

10， 14 

10， 16 

17 

23 
8 

9 

196 

45 

73 
178 

117 

20:10 

22:58 

20:14 

22:39 
19:35 

18:44 

21 :22 

18:47 

21 :09 
18:10 

C
C
K
M
A
 

2， 18 

2， 19 

'98， 

2， 20 

2374 

調査点の位置

A :360 52'N， 1370 12'E 
A':3T OO'N， 137

0 

14'E 

C :3T 24'N， 13T 35'E 
C':3T 10'N， 1370 24'E 

138
0

27'E 
138

0

00'E 

137
0 

22'E 

256 

J :37
0 

46'N， 
J' :37

0 

40'N， 
M:37

0 

OO'N， 

810 

H :3T 25'N， 138009'E 
H' :3T 15'N， 13T 48'E 
1 :38

0

30'N， 138・15'E
l' :38

0 

16'N， 137
0 

55'E 
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(4) 日本海におけるホタルイカの漁獲量

ホタルイカが漁獲されている府県に照会した，日本海における漁獲量は表3および4のとおりであっ

た。漁法は，富山・新潟が定置網であるほかは底曳網であった。 1997年は日本海全体では5335.2トン漁

獲され，県別では兵庫県が全体の68%を占め飛び抜けて多く，富山県はわずか15%にすぎなかった。経

年的に，鳥取，兵庫は漁獲量が増加し，京都，福井，石川|は減少傾向にある。ただしこの傾向は，漁獲

量が能動的な底曳網によるものであることから，来遊量を反映するよりも，ホタルイカに対する漁獲指

向の変動を反映している可能性が高い。

1997年の漁況を月別にみると，漁獲の盛期は，鳥取・石川が2月，兵庫・福井・富山が4月，新潟が

5月にあったものの 兵庫は3-4月にも千トン以上の漁獲があった。底曳網で漁獲している地域では，

富山の漁獲量が少なく価格が高い3月以前に.積極的に漁獲を行うためであると考えられる o

表3 日本海におけるホタルイカ地区別年別漁獲量 (単位:トン)
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京都

7.2 

57.6 

6.6 

32.8 

21.0 
14.0 

13.0 

10.7 

11.6 

2.9 

4.0 

0.5 

2.6 

0.1 

福井 石川

1.060.3 

1.646.4 296.1 

2.043.4 351.3 

1，170.3 151.3 

2.174.0 223.3 

1，132.5 47.2 

1.597.4 95.6 

503.2 80.1 

613.1 188.5 

915.0 14.9 

948.9 45.9 

985.1 12.4 

580.7 93.3 

富山

729.0 

930.0 

476.0 

800.0 

1.342.0 

2.225.0 

3.732.0 

1.290.0 

3，895.0 

1，702.0 

2.562.5 

2.231.1 

1.394.1 

805.3 

新潟

8.3 

15.4 

12.2 

4.5 

12.5 

7.8 

54.3 

12.1 

16.1 

2.5 

0.3 

0.6 

16.1 

28.6 

合計

1.107.4 

2.581.9 

2.935.5 

4，457.4 

3.974.5 

6.491.5 

6.886.9 

5，149.5 

6.452.3 

5.102.3 

6.098.4 

4.809.1 

5.043.7 

5，335.2 

表4 1997年の日本海におけるホタルイカ地区別月別漁獲量 (単位:トン)
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(5) 漁況予報

1998年3月1日付けで1998年漁期の富山湾のホタルイカの漁況予報を以下のとおり発表した。

① 本年のホタルイカの総漁獲量は，平年(1953-1997年の平均漁獲量1，906トン)

を上回ると予測される。

② 漁獲盛期は4月下旬になると予測される o

③ 湾東部(滑川以東)が全体に占める漁獲割合は，前年 (64%)を下回ると予測され

る。

根拠情報は以下のとおりであるo

① 2月の漁獲量が多ければその年の漁獲量も多い傾向にあるが，本年の2月の漁獲量は11.9トンで、あっ

た。このことから，本年が好漁となる可能性が高い。

② 前年の漁獲量及び前年の卵稚仔量を使って，再生産曲線から本年の漁獲量を推定することができる。

前年の漁獲量から推定すると，不漁の場合は1，054トン，好漁の場合は2，550トンとなる。また，前年の

卵量および卵+稚仔量から推定すると， 2，046トンおよび2，170トンと推定される。

③ 2月に実施した立山丸による中層トロール網による採集調査結果を， 1989年， 1992-1997年と比較

すると，豊漁の1989，1992年に次ぐ採集数であった。このことから，本年が好漁となる可能性が高い。

④ 富山湾の水温・塩分と年計漁獲量の関係について重回帰分析を行った。求められた回帰式を用いる

と，漁獲量は1，871トンと予測されるo

⑤ 漁獲の盛期は， 4月の湾内17定点平均水温が高ければ早まる傾向にある。本年の4月の水温は，今

冬期の経過からみると平年並みかやや高めになると予想されるo

⑥ 漁獲の盛期が早いと，西部(水橋以西)での漁獲が多くなる傾向がある。

【調査結果登載印刷物等】

なし
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703

1,841

１００

９０３

647

2,547

９０

８０４

５３０

１我が国周辺漁業資源調査委託事業

井野慎吾

【目的】

我が国周辺水域における漁業資源の状況把握及び評価を行い，その適切な保全と合理的かつ永続的な

利用を図るために必要な関係資料を整備する。

【方法】

水産庁が定める平成９年度我が国周辺漁業資源調査実施計画に基づき，以下３項目の調査を実施した。

(1)生物測定調査

調査対象魚種毎の測定回数及び尾数は表１のとおりであった。

表１平成９年度の魚体測定回数及び尾数

ＢＬ,ＢＷ

ＢＬ,ＢＷ

ＢＬ,ＢＷ

ＦＬ,ＢＷ

ＦＬＢＷ

ＦＬ,BＷ（ヒラマサを含む）

ＭＬ,ＢＷほか

ＭＬ,ＢＷほか

ＢＷ,甲幅ほか

－３１－

魚種 調査港調査期間測定回数測定尾数測定項目

定置網漁業２ケ統４～３月氷見漁民合同組合

魚津水産株式会社

氷見・魚津４月～３月

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

魚 津〃

氷見・魚津〃

滑川〃

マイワシ

カタクチイワシ

ウルメイワシ

マアジ

マサバ

ブリ

スルメイカ(沖合）

スルメイカ(沿岸）

ベニズヮイ

Ｖ我が国周辺漁業資源調査委託事業

１
１
０
１
４
３
８
２
７
２

２

１
１
６
１

漁業種類統数期間調査実施協力機関

(2)標本船操業実態調査（標本定置網における日別,魚種別漁獲量の調査）

標本船操業実態調査（漁獲日誌の記載）の実施状況は表２のとおりであった。

表２標本船操業実態調査の実施状況



(3) 漁獲成績調査(漁獲成績報告書の収集と水産庁への送付)

漁獲成績調査は富山県農林水産部水産漁港課が行いその実施状況は表3のとおりであった。

表3 漁獲成績調査の実施状況

漁業種類 制度区分 隻数 成績送付回数

中型いか釣り 大臣承認 9 8 

沖合底曳網 大臣許可 6 

小型底曳網 知事許可 10 12 

べにずわいがにかごなわ 知事許可 14 9 

【結果】

調査結果は日本海区水産研究所に報告したほか 「富山湾漁海況概報」で随時発表した。魚体測定結

果は磁気媒体に記録されている。魚種毎の体長組成表を表4に示した。

【調査・研究結果登載印刷物等】

富山湾漁況海況概報:平成9年4月~平成10年3月(合計12報)富山県水産試験場.

平成10年度資源評価票 1997年，日本海区水産研究所.

円

4円。



値（c､）以上 イ

ｌ
“
“
Ｉ

平成９年度に測定したカタクチイワシのBL組成：表中の数字は当該階級値（c､）以上，次の階級値未満の度数

表４－１平成９年度に測定したマイワシのＢＬ組成：表中の

表４ ３平成９年度に測定したウルメイワシのＢＬ組成：表中の数字は当該階級値（c､）以上，次の階級値未満の度数

年 月 日 漁場／階級 ３～ 3.5 ４ 4.5 ５ 5.5 ６ 6.5 ７ 7.5 ８ ８５ ９ 9.5 1０ 1０．５ １１ 11.5 １２ 12.5 1３ 1３．５ 1４ 1４．５ 1５ 合計

1997 ４ 2２ 魚津沖乃網 ７ 1６ 3４ 2７ 1１ １００

1997 ５ 1３ 氷見島大殿 ５ 2２ 2４ 3４ ９ ３ １００

1997 ６ １０ 氷見茂淵二番 ６ ８ 1４ ５ ３ ３ ３ 1３ 2６ 1５ 1００

1997 ７ ８ 氷見走利 ４ ９ １２ 2７ 2８ 1５ ２ ３ １００

1997 ７ 2５ 魚津伊古場 ３ 1７ 5１ 1６ ６ ３ ４ 1００

1997 ８ ４ 氷見茂淵二番 1９ 1８ 1２ 2８ １７ ６ lOO

1997 ８ １２ 氷見前網大轍 ４ 1７ 2６ 3０ 1４ ８ １００

1997 ８ ４ 氷見茂淵二番 ４ 1９ 2４ 2３ 1９ ９ ２ 1００

１９９７ ８ 1９ 魚津行掛 ４ 1３ 2５ 2４ 2３ ６ ３ １００

1997 ９ 1２ 氷見茂淵一番 1０ 2２ 2７ 1６ 2０ ４ １００

1997 1０ 2３ 氷見茂淵二番 ４ ３ 1１ 2３ 1４ 1５ 1４ ７ ２ ２ 1００

1997 1１ １２ 氷見前網大敬 ２ ７ 2３ 2０ 1１ 1４ ８ ９ ３ 1００

1997 1１ 1２ 氷見汗塚二瀞 ６ ８ 2１ ２１ 1８ ９ 1４ 100

1997 1２ 1５ 氷見茂淵三番 ３ １０ 1８ 2８ 1９ ７ ９ ２ ２ 1００

1998 ７ 氷見茂淵二番 ６ ８ 1０ 1４ 1８ 1２ ９ 1０ ５ ３ ２ ２ １００

1998 ２ 1９ 氷見茂淵二番 1９ 2８ 2３ 1４ ９ ７ 100

1997 ３ ５ 氷見茂淵二番 ６ ７ ７ ２ ２ 1０ 1４ 2３ １２ 1０ ６ 1００

年 月 日 漁場／階級 ７ 7.5 ８ 8.5 ９ 9.5 10 1０．５ 1１ 11.5 1２ 1２．５ 1３ 13.5 1４ 14.5 1５ 15.5 1６ 16.5 １７ 17.5 1８ 18.5 1９ 19.5 2０ 20.5 合計

1997 ４ ８ 氷見前網大敷 ４ 11 2７ 3１ ９ ２ ３ ３ ５ ２ 1００

1997 ４ 2２ 魚津沖乃網 ６ 2４ 2９ 2１ ８ ３ ３ 100

1997 ５ 1３ 氷見脇大敷 ５ 1１ 2１ 2１ ９ ２ 7５

1997 ５ 1３ 氷見茂淵二番 ５ ３ ６ ２ ４ ６ ６ ２ 4０

1997 ６ 1０ 氷見茂淵二番 1 １ ４

1997 ８ 1９ 魚津青掛 ２ 1９ 3４ 3５ ７ ３ 1００

年 月 日 漁場／階級 ５へ 5.5 ６ 6.5 ７ 7.5 ８ 8.5 ９ 9.5 1０ 1０．５ 11 1１．５ １２ 1２．５ 1３ 1３．５ 1４ 1４．５ 1５ 1５．５ 1６ 1６．５ 1７ 合計．

1997 ８ 1９ 魚津背掛 ４ 1６ 4７ １９ 1３



ｌ

豊

Ｉ

年

1997

1997

1997

1997

1998

表４

年

1997

1997

1997

1997

表４

年

1997

1997

1997

1997

月

７

７

８

８

２

月

４

５

７

８

月

９

11

1１

1２

日

８

2５

1２

1９

1９

日

1７

2７

2５

1２

日

2５

2７

2７

2４

9年度に測定したマアジのＦＬ組成：表中の数字は当該階級値（c､）以上，次の階級値未満の度数

漁場／階級 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 11 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８ 1９ 2０ 2１ 2２

氷見茂淵三番 １ 1５ １６ 3７ 2８ ３

魚津伊古場 １ 2８ 3０ 2８ 1２ 1

氷見茂淵二番 １ 2０ 3３ 2３ 1７ ５ 1

魚津青掛 １ 4０ 5３ ４ １ 1

氷見茂淵二番 ７ 1５ 5８ ５ １

9年度に測定したサバのＦＬ組成：表中の数字は当該階級値（c､）以上，次の階級値未満の度数

漁場／階級 ８ ９ １０ 11 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８ 1９ 2０ 2１ 2２ 2３ 2４ 2５ 2６ 2７ 2８ 2９

滑 川 ２ ７ 1３ 1０ １０ ６ ２ １ ２

魚津杉ノ端 ２ ２ ３ ３ ４ 1 １ １

魚津伊古場 ８ 1５ 2９ 2７ 1５ ６

氷見茂淵二番 ２ ２ ３ １ 1 １ ６

9年度に測定したヒラマサのＦＬ組成：表中の数字は当該階級値（c､）以上，次の階級値未満の度数

漁場／階級 3０ 3１ 3２ 3３ 3４ 3５ 3６ 3７ 3８ 3９ 4０ 4１ 4２ 4３ 4４ 4５ 4６ 4７ 4８ 4９ 5０ 5１

境市振 １ １ ４ ４ ７ ７

魚津前網 １ １ ２ ８ ９ 11 ４ ２

魚津高峯 １ ２ １ ８ ５ ５ ２ １

四方足洗岸 ３ ３ 1０ ７

2３ 2４ 2５ 2６ 2７ 2８ 2９ 3０ 合計

100

1００

1００

100

8６

3０ 3１ 3２ 3３ 3４ 3５ 3６ 3７ 合計

１ １ １ 5６

１ ２ ３ ６ ２ １ １ 3３

100

１０ １７ １０ ５ 1 5９

5２ 5３ 5４ 5５ 5６ 5７ 5８ 5９ 合計

2４

２ １ １ 4２

２ １ １ 2９

４ １ 2８



ｌ
哩
ｍ
ｌ

ブ 該階級値（c､）以上，次の階級値未満の度数Ｆ

平成８年度に測定したブリ・ガンド（ブリ満1歳以上魚）のＦＬ組成：表中の数字は当該階級値（c､）以上，次の階級値未満

測定したフクラギ

８

年 月 日 漁場／階級 1０ 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ １７ 1８ 1９ 2０ 2１ 2２ 2３ 2４ 2５ 2６ 2７ 2８ 2９ 3０ 3１ 3２ 3３ 3４ 3５ 3６ 3７ 3８ 3９ 4０ ４１ 4２ 4３ 4４ 合計
1997 ５ 1３ 氷兇前網小岸 ２ １ ５

1997 ５ 2７ 魚津横山 ２ ５ ４ ２ １ 1６

1997 ６ 1０ 氷兇茂淵二勝 ２ ４ ３ ４ ６ ４ ２ ５ ３ 3４

1997 ６ 1９ 境商峯 ２ ３ ２ ４ ２ ２ １ １ 1８

1997 ６ 1９ 魚津横山 1 ３ ２ ２ 1 １ ３ ５ ６ ２ ２ ２ 3０
1997 ７ ８ 氷見鍛滑 ６ ３ 11

1997 ８ 1２ 氷見前網小岸 1０ ９ ４ ５ 3０
1997 ８ 1２ 氷見賜場 ６ 1２ ６ ２ ２ 3０
1997 ８ 1２ 氷兇」 野小網 ２ ６ ６ ２ 1７

1997 ８ １９ 魚 横山 ２ ３ ８ １３ 1４ ８ ２ 5０

１９９７ ８ 1９ 境 |、綱 ２ ２ ６ ６ 1１ 1０ １ 4０

1997 ９ 1２ 氷兇 ６大赦 ３ ７ ３ ６ ７ 1 2８

１９９７ ９ 2５ 魚 #乃網 １ 1０ ６ ６ ７ 3０
1997 ９ 2６ 魚津 ＃乃網 ３ ９ ８ ９ 11 ３ 4３
1997 1０ 2３ 氷見Ｉｉ 網大敷． ３ 1１ 1３ 1６ ５ ３ 5１

１９９７ 1０ 2８ 魚泳 ''１乃網 ４ ８ １６ 1０ ２ 4０
1997 1１ １２ 氷見111網大敬 ５ 11 1３ ９ ３ 4４

1997 1１ 1２ 氷見島大吸 ２ ６ 1３ ７ ２ 3１
1997 1１ 2７ 魚泳沖乃網 ２ 1２ 1５ ８ ３ 4０

1997 1２ 1２ 氷見前網大倣 ３ 1２ 1９ 1３ 1０ ３ 6１
1997 1２ 1９ 四方大門 ３ ９ 1５ ４ 3１

1997 2７ 魚iIt沖乃網 １ ５ ６ ５ 2０

年 jｌ １１ 漁場／階級 5０ ５１ 5２ 5３ ５４ ５５ 5６ 5７ 5８ 5９ 6０ 6１ 6２ 6３ ６４ 6５ 6６ 6７ 6８ 6９ 7０ ７１ 7２ 7３ 7４ ７５ 7６ 7７ 7８ 7９ 8０ 8１ 8２ 8３ 8４ 8５ 8６ ８７ 8８ 8９ 9０ 9１ 9２ 9３ 9４ 9５ 9６ ９７ 9８ 9９ 100１０１ １０２ 103１０４ 1０５ 合計
997 ５ 1３ 氷見前網小岸 ２ ２ ２ ８

997 ５ ２７ 魚 商峯 ２ ２ ３ 1２

997 ６ 1９ 魚 １１桐山

997 ２７ 境 I1j振 ２ ６

997 ２ ２ 魚 ItHVi豪 ２ ４ ２ ２ 1４

997 ２ ２ 氷見青塚三番 ２ ３ ４ 1０

997 ２ ２ 氷兇茂淵三儲 ２ ２ ２ ２ ３ 1５

９９７ ２ ５ 氷見茂淵三僻 ４ ７ ７ 1１ ５ ２ ３ ３ 4５

997 ２ ６ 氷見肋人敬 ２ ３ ８ 2１ 2７ ‘1３ 3３ 1８ ７ ２ １７２

997 ２ ６ 氷兇島岸 ３ 1１ 1４ ４ ６ ２ ２ 4５

997 ２ ７ Ｉ７ＩＪ方大門 ２ １０ ５ ３ ２ ２ ２ ２ 3６

997 ２ ８ 氷見前網埠 ３ ７ 1４ 1２ 1４ ４ ４ ３ 6２

997 ２ ９ I叫方大門 ２ ８ ５ ８ ２ ９ ６ ４ ３ 5０

997 ２ 2２ 岡ノ 大門 ９ 1２ 2６ 2５ 1８ 1７ ８ ２ １２５

997 ２ 2５ 魚 網 ２ ８ 1８ 2３ 2２ 1６ 1３ ３ 108

997 ２ 2５ 岡ノ 大門 ２ ２ ２ ８ 1４ 1５ 1１ 1２ ２ ２ 7０

998 2７ 魚』 網 ２ ６ ４ ６ 2５ 2２ 2２ 1０ ９ ４ ３ 120

998 ２ １０ 魚 前網 ９ ８ ８ ５ 3８

998 ２ 2６ 氷見勘岸 ５ 1５ 1５ 1４ 1４ ５ ３ 7４

998 ２ 2６ 氷兇ルリ網岸 ３ 1２ 2８ 5２ ３１ 2２ ７ ２ ３ 160

998 ３ ５ 氷兇前網岸 ２ 1１ 2８ 2９ 2５ 1４ １０ ２ ２ ２ １２６

998 ３ ６ 魚ｉＩ１ｌｉｉＩ網 ４ ５ 1０ 1０ ３ ４ 3７

998 ３ 2７ 氷兇宵壕三齢 ２ ３ ７ 2０ 3０ １４ 11 ５ ４ 9７

998 ３ 2７ 氷見茂淵二稀 ５ ５ ８ ６ ２ ２ 3０

998 ３ 2７ 氷見中浜じ僻 ２ ７ 3０ 3７ 3０ 1５ ６ 130



表２月別魚種別の卵稚仔の採集個体数

内山勇

【目的】

日本海における多獲性浮魚類であるマアジ，マサバ，イワシ類，スルメイカ等の卵・稚仔の分布状況

を速やかに把握し，各年の分布に関する情報の蓄積から明らかとなる卵・稚仔の分布の経年変動を明ら

かにする。また，浮魚類の資源変動を予測するための基礎資料を得る。

【方法】

水産庁の定める「海洋観測・卵稚仔・スルメイカ漁場一斉調査指針」に基づき実施した。使用船舶，

調査時期および項目等を表１に示した。

表１魚卵稚仔量調査

４月５月６月

卵稚仔卵稚仔卵稚仔

魚種

船名トン数調査時期調査項目調査点数備考

２
７
０

１

改良ノルパックネット

〃

〃

立山丸

156.38トン

卵稚仔プラン

クトン採集及び

海洋観測

Ｈ9.4.2～３

Ｈ9.5.6～８

Ｈ9.6.2～４

９
９
９

１
１
１

０
０
６
１
０

５
６１

【実施結果】

採集された卵稚仔の個体数を表２に示した。

－３６－

２魚卵稚仔量調査委託事業

０
０
４
６
０

３
３３

０
９
４

１

採集個体数が多い６月の，1982年以降のマイワシとカタクチイワシの卵及び稚仔採集数(曳網点当た

り，1995,1996年は調査せず）を図１に示した。1997年のマイワシの採集卵数は，1992.1993年には及

０
０
０
０
０
０
０
０
１

０
０
９
１
０
０
３
２
３

１
３
１

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０

マアジ

マサバ

マイワシ

カタクチイワシ

ウルメイワシ

スルメイカ

ホタルイカモドキ科

キュウリエソ

その他

０
４
２

１
５



ばないものの， 1982 ---1991年のいずれの年よりも多かった。一方1997年のマイワシの採集稚仔数は， 19 

82---1989年より多かったが 1990年以降では最も少なかった。日本周辺のマイワシ資源は， 1988年以降

減少傾向にあるが富山湾での卵稚仔の採集数はこの傾向に従っていない。

1997年のカタクチイワシの採集卵数は， 1982年以降では1988年以前や1991・1994年並の低い水準であっ

た。また，稚仔採集数も1986年以前並みの低い水準であった。

5 

4 

A塁唾 3 

、思、、

議蝶Eま2 

。
1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 

隼

60 

選樹 40 

、恩、

議E華20 

。
1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 

【調査・研究結果搭載印刷物等】

調査結果は日本海区水産研究所に報告し，該当魚種の資源評価の基礎資料として活用されている。

円

iqd
 



3 日本周辺クロマグロ調査委託事業

岡本勇次

【目的】

富山湾で漁獲されるクロマグロ類の漁獲データ・生物学的情報等の収集・解析を行い，北太平洋のマ

グロ類等の資源評価に必要な基礎資料を整備することを目的とする。

【方法】

水産庁の定める「日本周辺高度回遊性魚類資源対策調査委託事業実施要領Jに基づき次の3項目につ

いて調査を実施したo

(1) 漁獲状況調査

(2) 生物測定調査

(3) 標本収集

【調査結果】

(1 ) 漁葱状況調査

漁獲状況は表一 1のとおりであった。

表-1 市場別クロマグロ漁獲状況

調査年月

1997. 5 

1997. 6 

1997. 7 

1997. 8 

1997. 9 

1997.10 

1997.11 

1997.12 

1998. 1 

1998. 2 

1998. 3 

市場名

氷見

魚津

氷見

。

。

。

魚涼

氷見

魚津

氷見

。

魚津

氷見

+ 

魚津

氷見

。

魚津

氷見

氷見

氷見

魚津

氷見

水掲状態

ラウンド

セミドレス

。

ラウンド

ラウンド

ラウンド

ラウンド

。

ラウンド

。

。

ラウンド

。

セミドレス

ラウンド

。

セミドレス

ラウンド

。

ラウンド

ラウンド

ラウンド

。

銘柄 漁獲重量 (kg) 尾数

メ ユ、〆. 28 6 

マグロ 291 4 

'" 1.059 16 

メ ン 85 13 

メジ 280 112 

メジ 70 28 

メジ 504 

。 7，820 

メ Z‘〆. 1.035 

。 4，120 

マグロ 20 

メ ジ 440 

。 3.806 

マグロ 107 

メジ 1，569 

'" 11.994 

マグロ 78 

メジ 868 

。 9，136 

メジ 54 

マグロ 23 

メジ 11 

。 18 

-38ー



(2) 生物測定調査

月別，市場別の測定回数，測定尾数は表-2のとおりであったo

表-2 生物測定結果

調査年月 市場名 測定回数 測定尾数 体長モード (cm) 銘柄

1997. 6 氷見 1 7 180-190 マグロ

1997. 7 氷見 1 15 30-40 メ :/ 

1997. 8 魚津 1 3 30-40 メ ユ/

氷見 1 4 40-50 メ 三/

1997. 9 魚津 1 50 30-40 メ 二/

1998.10 氷見 1 1 75 コシナガ

1998.11 氷見 1 52 20-30 メ ユ/

魚津 1 37 30-40 メ コノ

1998.12 魚津 2 1 85 メ ユノ

5 40-50 メ エノ

4 90-100と100-110 マグロ

氷見 1 160 40-50 メ ユ/

四方 1 39 40---50と70-80 メ ユ/

1998. 1 氷見 1 341 70-80 メ :/ 

魚津 1 1 83 メ :/ 

(3) 標本収集

生物測定調査時に収集可能な標本は，魚津漁業協同組合において12月に 5尾 氷見漁業協同組合

において12月に 1尾と 1月に4尾を収集し，筋肉，硬組織を遠洋水産研究所へ送付した。

【調査結果掲載印刷物等】

平成9年度日本周辺高度回遊性魚類資源対策調査年度末検討会資料 1998年2月 遠洋水産研究所.

n
w
d
 
q
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羽 漁場生産力モデル開発基礎調査委託事業

内山 勇・井野慣吾・辻本 良

【目的】

優れた生産性を有する沿岸漁場には，それを支える優れた生産機構(漁場生産力)が内在しているこ

とが考えられる。富山湾は，沿岸漁場として優れた生産性を上げる反面 種ごとの漁獲量変動が大きく，

漁業経営上の大きな問題点となっている。そこで方法に示す調査を実施し 富山湾の漁場生産の変動機

構を解明し，漁業経営の安定を図るための基礎資料を得る。

この事業は平成7年度から12年度までの6ヶ年間， r対馬暖流系沿岸漁場生産力変動モデル」の枠組
みを創るため，日本海側では富山湾および若狭湾をモデル海域とし，調査対象魚種(鍵種)として表層

性種としてはカタクチイワシ，中深層性穏としてはホタルイカを対象に 日本海区水産研究所の指導を

受け，京都府立海洋センターと共同で国からの委託を受けて行われているo

【方法】

ホタルイカおよびカタクチイワシの発育段階別の現存量と これらの餌料となっている動物プランク

トンの発生量，これらと餌料をめぐる競合種の現存量およびこれらの捕食種の現存量との関係を調査し，

さらに各項目に影響を及ぼすと考えられる富山湾の物理・化学的海洋環境も視野に入れ，富山湾の漁場

生産力についての総合的な研究を実施する o 平成9年度に実施した調査項目およびその概要は以下のと

おりである o

(1 ) 海洋環境調査

富山湾における物理的海洋環境(水温塩分および河川水の流入量)を明らかにし，水塊構造の変動，

基礎生産力(クロロフィル a量)との関係 動物プランクトンとの関係およびカタクチイワシおよび

ホタルイカの発育段階別の分布量との関係を把握する。 1997年度は， 1997年4月から1998年3月まで月

1聞の頻度で，富山湾内の32の観測点においてCT D (Niel-Brown社製MkillB)による海洋観測を実

施した。また，水産試験場に取水されている表層海水の水温・塩分の時間毎の連続観測を行った。

(2) 植物ブランクトン生態調査

時期別のクロロフィル a量を明らかにし，動物プランクトンやカタクチイワシおよびホタルイカの

発育段階別の分布量との対応関係を解明する o 1997年度は， 1997年4--6月に月 2回， 7--11月に月 1

回， 12月--1998年3月に月 2聞の頻度で，富山湾内の3定点の0，25， 50， 75， 100， 150mの6層にお

いて採水した試水を蛍光法で分析し，クロロフィルa量の定量を行ったo

(3) 餌料ブランクトン生態調査

時期別の動物プランクトン量を明らかにし，カタクチイワシおよびホタルイカの発育段階別の分布量

との対応関係を解明する。 1997年度は， 1997年4--6月に月 2回， 7--11月に月 1回， 12月--1998年3

月に月 2回の頻度で，富山湾内の3定点の0，25， 50mの各層から採水してかいあし類ノウプリウスの，

深度500mからの改良ノルパックネット鉛直曳きでかいあし類，オキアミ類および端脚類のおもに成体

の分布量調査を行った。

-40 -



(4)捕食・競合種間関係調査

発育段階別のカタクチイワシおよびホタルイカの分布量と捕食種との量的関係，それぞれの発育段階

において餌料生物をめぐり競合する種との量的関係を解明する。1997年度は，スケトウダラ，ホッケな

どの胃内容物調査および漁獲量調査をおよそ月１回の頻度で行った。

(5)来遊生態調査

発育段階別のカタクチイワシおよびホタルイカの分布量を明らかにする。1997年度は，ホタルイカ及

びカタクチイワシの漁獲量の調査を行った。また，中層トロールによるホタルイカの分布調査を行った。

(6)再生産・初期生態調査

ホタルイカおよびカタクチイワシの産卵量，仔稚量を明らかにし，卵期および仔稚期の生残条件を飼

育実験を行うなどして検討する。1997年度は，1997年４～６月および'998年３月に月一回の頻度で，改

良ノルパックネットの水深150ｍからの鉛直曳きを富山湾の32定点で実施した。また，1997年６月に富

山湾及び周辺海域の23点で，ポンゴネットの斜め曳きによりホタルイカ仔稚の分布調査を行った。さら

に，1997年５月に，ホタルイカふ化幼生の初期餌料を調べる実験を行った。

【結果の概要】

(1)海洋環境調査

富山湾の水温の観測結果の概要は，「Ⅱ沿岸漁況観測事業」の項に示した。また観測結果を磁気媒体

に収録しデータベースを作成した。

(2)植物プランクトン生態調査

現在，資料を分析中である。

(3)餌料プランクトン生態調査

目的とした動物プランクトンの種（または発育段階）ごとの出現量リストを作成した。

(4)捕食・競合種間関係調査

スケトウダラの胃内容調査を月１度継続実施した。ホタルイカの出現頻度は小さく，甲殻類プランク

トン，シラエビの出現頻度が高かった。

(5)来遊生態調査

1997年度漁期のホタルイカの漁況，生物測定結果の一部および中層トロール網による調査結果を，富

山湾固有種生態調査の項に示した。またカタクチイワシの漁獲量とその評価は沿岸漁況観測事業の項に，

体長測定結果は「我が国周辺漁業資源調査委託事業」の項に示した。

(6)再生産・初期生態調査

採集結果の一部を，「我が国周辺漁業資源調査委託事業」の項に示した。卵や仔稚の分布と，海洋環

境の関係が一部明らかになった。ふ化幼生の餌料はわからなかった。

【調査・研究結果搭載印刷物等】

平成９年度第１回漁場生産力モデル開発基礎調査検討会資料

平成９年度第２回漁場生産力モデル開発基礎調査検討会資料

漁場生産力モデル開発基礎調査委託事業中間報告書（印刷中）
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Ⅶ栽培漁業開発試験

１新栽培漁業対象種開発試験

１）キジハタ種苗生産試験

堀田和夫

【目的】

富山湾における次期栽培漁業対象種としてキジハタの種苗生産技術の開発を行う。

【方法】

①親魚及び採卵

1992年10月から養成している23尾，1996年10月魚津市場（刺網）で採集した26尾，1996年11月四

方市場（定置網）で採集した５尾及び1996年12月久保水産（氷見市場・定置網）で採集した20尾の

計74尾（全長範囲20.3～41.3cm，体重範囲0.13～1.24kg，雌雄尾数は不明）を、産卵親魚として用

いた。採卵は親魚養成水槽75.5㎡の排水口に0.7㎡ＦＲＰ水槽を設置し，産出された卵をオーバー

フロー式で集卵ネットで採集する方法で行った。集卵ネットにはナイロンネットを用いた。

②種苗生産試験

仔魚の飼育は，角形ＦＲＰ１㎡（ｌ×２×0.5ｍ），２㎡（１×２×１ｍ）水槽，上屋付角形コ

ンクリート４㎡水槽（1.5×４×O‘65ｍ）及び屋内角形コンクリート７㎡（２×4.5×0.8ｍ）水槽で

行った。飼育水はふ化後１～２日目までは止水とし，飼育水にふ化後１～19日目まで生クロレラ“

３を50,0／１㎡の割合に添加した。ふ化後２～４日目以降は流水とし，仔稚魚の成長とともに注水

量及び通気量を徐々に増量した。水槽の底掃除は，汚れ状況に応じて適宜行った。

餌料はタイ国産Ｓ型ワムシ（以下タイ国産ワムシ），Ｓ型シオミズッボワムシ（以下Ｓ型ワムシ）

及びアルテミアふ化幼生（以下アルテミア）を使用した。タイ国産ワムシ，Ｓ型ワムシは生クロレ

ラ⑳３で，アルテミアはスーパーカプセルＡ－ｌで二次培養して給餌した。

【結果の概要】

①産卵及び採卵

産卵は平成９年７月27日から始まり，７月28日から採卵した。８月４日から親魚のへい死がみら

れるようになり，８月11日までに57尾へい死し，８月９日以降産卵がみられなかったので８月12日

で採卵を中止した。へい死の原因は，寄生虫（ベネデニアなど）の大量寄生によるものと考えられ

た（ウイルス性神経壊死症（以下ＶＮＮ）検査では親魚，卵ともに陰‘性)。図－１に日別の採卵数

を示した。総採卵数は223.4万粒（前年246.3万粒）であり，うち浮上卵は60.4万粒（前年33.2万粒）

であった。総採卵数を前年と比べるとほぼ同じくらいであり，産卵回数が12回（前年50回）であっ

たことを考慮すると産卵量は大幅に増加した。浮上卵数も前年に比べて大幅に増加した。本年は産

卵親魚を入れ換えたため産卵量は増加したが，寄生虫の寄生によって親魚を全数へい死させたこと

から，今後は定期的な寄生虫の検査，駆除が必要である。
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図－１キジハタの日別採卵結果

②種苗生産試験

種苗生産試験は４回実施し，その結果の概要を表－１に示した。前年にみられたふ化後１０日以内

に全滅することはなかった。ふ化後20日前後に大量へい死が３回あった。上屋付角形コンクリート

４㎡水槽では飼育開始当初に大量へい死がみられたが，全滅することはなく，ふ化後39日まで生き

残った。このように，前年よりは生残日数が延びたものの稚魚の生産はできなかった。本種の種苗

生産でＶＮＮの発生が報告されていて，今回発生した大量へい死もＶＮＮが疑われたことから，今

後はＶＮＮの検査を実施していく必要がある。

表－１種苗生産試験結果の概要

ふ化後21日

〃１９日

〃１９日

〃３９日

６，０００

７０，０００

27,000

105,000

16,000

115,000

48,000

125,000

－４３－

ＦＲＰ1㎡

ＴＣ７㎡

ＦＲＰ２㎡

ＴＣ４㎡

37.5

60.9

56.3

84.0



２）コチ種苗生産試験

【目的】

富山湾における次期栽培漁業対象種としてコチの種苗生産技術の開発を行う。

堀田和夫

【方法】

①親魚及び採卵

前年から継続して飼育した11尾と1996年７月四方市場（刺網）で採集した１尾の計12尾（全長範

囲39.0～63.0cm，体重範囲0.36～1.81cm，雌雄尾数は不明）を，産卵親魚として用いた。６月２７日

に養成していた屋内角形コンクリート4.2㎡水槽（３×1.5×１ｍ，使用水量1.9㎡）から産卵水槽

（上屋付角形コンクリート６㎡水槽，２×４×0.8ｍ）に移して水槽内で自然産卵させた。８月２３日

に上屋付角形コンクリート４㎡水槽（1.5×４×0.65ｍ）に水槽替えを行い自然産卵させた。

産卵水槽内で産出された卵は，オーバーフロー式で集卵ネットで採集した。採集時に卵に与える

衝撃をできるだけ少なくするために，産卵水槽の水面と採集水槽の水面との落差を10cmとした。集

卵ネットにはゴースネットを用いた。

②仔稚魚の飼育

採集した卵は，浮上卵重量を計量後，試験区別に収容した。各区の収容卵数は，ＦＲＰ0.5㎡水

槽（1.5×0.9×0.6ｍ）に１，２区ともに6,900粒（採卵７月21日）であった。また，各区とも止水

及び弱い通気でふ化させた。ふ化は浮上卵を収容した翌日に始まった。ふ化完了後のふ化率は，ｌ

区826％，２区72.5％であり，総数10,800尾のふ化仔魚が得られた。各区のふ化仔魚の収容密度は，

ｌ区11,400／㎡及び２区10,000／㎡であり，これを用いて餌料別の飼育試験を行ったが，１区が途

中で全数へい死したため２区のみ継続飼育した。また，中型水槽における種苗生産試験では屋内の

角形コンクリート７㎡水槽２面を使用し，受精卵をNQ1には104,500粒（採卵７月12日)，ＮＯ２には

253,000粒（採卵７月24日）収容してふ化させた。ふ化仔魚数はNQlでは69,000尾（ふ化率66.0％)，

ＮＯ２では220,000尾（ふ化率87.0％）であった。

飼育水はふ化後１～４日目までは止水とし，飼育水にふ化後１～12日目まで生クロレラ‘Ｕ３を５０

，０／１㎡の割合に添加した。ふ化後２～５日目以降は流水とし，仔稚魚の成長とともに注水量及び

通気量を徐々に増量した。水槽の底掃除は，汚れ状況に応じて適宜行った。飼育水の水質状況を把

握するために水温及びＰＨを毎日測定した。

餌料はふ化仔魚が開口する少し前に，まずシオミズツボワムシを飼育水１，０当り10個体になるよ

うに給餌した。その後は成長に従ってアルテミア幼生及び配合飼料の順に切り替えた。なお，シオ

ミズツボワムシ及びアルテミア幼生は生クロレラ⑳３及びスーパーカプセルＡ－ｌを用いて二次培

養して栄養強化した。

－４４－



日別の採卵数を図－１に示した。産卵は７月６日～９月２１日にかけて，水温21.0～26.4℃の範囲

で42回確認され，前年より14日早く始まり10日早く終了した。総採卵数は3,456万粒で前年より約

500万粒多かった。これは，雌親魚尾数が前年より多かったためと思われた。うち浮上卵は１９４３万

粒で浮上卵率は61.6％で前年より低かった。これは，工事や水槽替えなどで親魚にストレスを与え

たためと考えられた。産卵盛期は７月下旬から８月中旬にかけての約20日間であり，最も採卵数の

多かったのは，７月27日の222万粒で，うち浮上卵も197万粒で最も多かった。

浮上卵の平均卵重及び平均卵径は、前年と同様産卵後期になるにしたがって小型化する傾向がみ

られた。万粒
2５０

lＯＯ

－４５－

■沈下卵口浮上卵’

2００

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし

己

1５０

②仔稚魚の飼育

餌料別飼育試験ではｌ区がふ化後13日目で全数へい死したため，２区のみ継続飼育し，ふ化後４１

日目で全長217mmの稚魚387尾を得た。中型水槽における種苗生産試験ではふ化後１０日目以降に大

量へい死がみられ，ＮＯ１水棚ではキリキリ舞いする個体，ＮＱ２水槽では白ぽい個体がみられた。こ

の大量へい死により，ＮＱ１水槽ではふ化後41日目で26.2mmの稚魚2,022尾，ＮＯ２水槽ではふ化後４９

日目で34.3mmの稚魚11,501尾が得られたにすぎなかった。

コチでもＶＮＮが発生しており，試験途中でサンプリングしておいた個体を後日，日本栽培漁業

協会能登島事業場でＶＮＮ検査してもらったところ陽性であった。今後はＶＮＮの防除対策を識ず

る必要がある。
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２新標識技術開発研究

1）クルマエビ

小谷ロ正樹・角祐二

【目的】

クルマエビの尾肢切除標識放流を行い、再捕状況、移動・成長等の放流効果を明らかにする。

【方法】

(1)中間育成

育成用種苗は富山県沿岸振興公社で生産された54千尾（平均体長35mm）を用いて、当場の200トンコ

ンクリート水槽で平成９年９月５日から10月15日までの40日間中間育成を行った。

(2)標識放流

標識は中間育された稚エビを用い、平成９年10月15日にハサミで右側の尾肢切除を行った。平成９年

10月16日は波浪が高かく、囲い網による短期馴致が出来なかったため、富山市四方地先の水深約10ｍ地

点に船で運搬し、サイホン方式で放流した。

(3)再捕調査

平成９年度放流群の標識エビの再捕調査は漁獲対象が翌年以降となることから、平成10年以降に漁業

者からの報告及び水試職員の市場調査によって行う。

【調査結果の概要】

(1)中間育成

平均体長56mmの稚エビ39千尾を生産し、生残率は72％であった。体長の１日当たりの成長は約0.5ｍｍ

であった。飼育水温は204～26.0℃であった。

(2)標識放流

平成９年10月16日に富山市四方地先において右側尾肢切除の標識稚エビ18千尾を放流した。

(3)平成８年度標識放流群の再捕結果

平成８年度10月24日に高岡市太田浦地先において右側尾肢切除31.4千尾（平均体長54mm）を、平成８

年11月14日に富山市四方地先において左側尾肢切除1.8千尾（平均体長56mm）を放流した群の再捕結果

を表ｌに示した。太田浦放流群は平成９年７月1日及び７月４日に放流地点近くの高岡市伏木で２尾

(体長149,160mm)、四方放流群は平成９年８月24日及び11月20日に３尾（155,130,141mm）再捕され

た。いずれも放流点近で再捕されていることから、放流後の移動は少ないと考えられた。また、天然ク

ルマエビの成長は小谷口によると発生年の11月上旬には体長で雄16cm、雌14cm前後に達すると推定して

おり、放流クルマエビの成長は天然に比べて遅いと考えられた。

再捕された尾数は少ないが、尾肢切除による当歳放流エビの再捕が確認された。
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【調査結果登載印刷物】

なし。

表１平成８年度標識放流群の再捕結果

３
４
０
０

２
１
４
２
２
２

再捕年月日場所標識部位体長(Inm）
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2 新標識技術開発研究

2 ) クロダイ

堀田和夫

【目的】

本県の栽培対象種であるヒラメ，クロダイの放流効果実証のための新標識技術開発を行う。

【方法】

① 深層水によるヒラメ耳石のバーコード標識試験

供試魚は平均全長2.5mmのふ化仔魚 平均全長5.9mm(ふ化後16日目)，平均全長14.5mm(ふ化後22

日目)，平均全長24.4mm(ふ化後36日目)及び、平均全長31.1mm(ふ化後51日目)の仔稚魚であり，

各々 200......500尾を FRP 角~140 i水槽に収容し，図-1のパターン(平均全長2.5mm. 5.9mm • 14.5 

mm . 24.4mm'まパターンl 平均全長31.1mmはパターン 2)で水温を昇降温させた後 表層海水 (21.1

......26.2t)で育成した。飼育水は表層海水を用い，降温には深層水を使用し，表層海水と混合して

水温の維持を図った。餌料はシオミズツボワムシ アルテミア幼生及び配合飼料を使用した。平成

9年10月28日に生残魚の一部 (24......25尾)から耳石を採集し バーコード標識の有無を調べた。

2......4日 2......5日

飼育水温 (17.8......22.5'C) 

ノfターン 1

飼育水温 (12.0-17.0'C) 

1日 1日 1日

4日 1日 4日

飼育水温 (22.8......24.6'C)

ノfターン 2

飼育水温 (16.6......20.0'C) 

1日 1日 1日 1日

図-1 水温昇降温パターン
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②深層水によるクロダイ耳石のバーコード標識試験

供試魚は平均全長3.5mｍ（ふ化後３日目)，平均全長5.0mｍ（ふ化後13日目)，平均全長13.9mｍ（ふ

化後33日目）及び平均全長32.2ｍ（ふ化後54日目）の仔稚魚であり，各々100～587尾をＦＲＰ角形

１４０，水槽に収容し，図－２のパターン（平均全長3.5ｍｍ・5.0,.13.9mmはパターン１，平均全長３２．

２mmはパターン２）で水温を昇降温させた後，表層海水（20.5～26.2℃）で育成した。飼育水は表

層海水を用い，降温には深層水を使用し，表層海水と混合して水温の維持を図った。餌料はシオミ

ズツボワムシ，アルテミア幼生及び配合飼料を使用した。平成９年10月27日に生残魚の一部（23～

25尾）から耳石を採取し，バーコード標識の有無を調べた。

４～５日 １～２日

飼育水温（17.0～21.6℃）

パターン１

飼育水温（12.0～16.4℃）

1日 １日 １日

５日 1日 ４日

飼育水温（22.6～24.6℃）

パターン２

飼育水温（15.3～20.1℃）

１日 1日１日 １日

図－２水温昇降温パターン

【結果の概要】

①ヒラメの深層水によるバーコード標識試験

表－１にヒラメの深層水によるバーコード標識試験の生残状況を示した。ふ化仔魚では２Ⅲ

昇降温以降で全数へい死し，ふ化後16日目の仔魚では1回目の昇降温以降で全数へい死した。

表－１にヒラメの深層水によるバーコード標識試験の生残状況を示した。ふ化仔魚では２回目の

昇降温以降で全数へい死し，ふ化後16日目の仔魚では1回目の昇降温以降で全数へい死した。ふ化

後22日目平均全長14.5mm以降の稚魚では３～４回の昇降温を行ったが生残率は90％以上であった。

この結果からヒラメの場合は，変態完了以降の稚魚であればバーコード標識が可能であると考えら

れた。

生き残って育成したヒラメ稚魚から採取した耳石を研磨し，バーコード標識の有無を調べたが多

数の少し太い日周輪が有り，バーコード標識は断定できなかった。
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表-1 ヒラメの深層水によるバーコード標識試験の生残状況

試験開始時 試験終了時

月 日 月 日

収容尾数 平均全長 生残尾数 生残率

(尾) (mm) (尾) (%) 

6. 8 500 2.5 6.16 。 0.0 

6.24 500 5.9 6.27 。 0.0 

6.30 500 14.5 7.11 464 92.8 

7.14 300 24.4 7.25 289 96.3 

7.29 200 31.1 8.13 188 94.0 

② クロダイの深層水によるバーコード標識試験

表-2にクロダイの深層水によるバーコード標識試験の生残状況を示した。 3-4回の昇降温を

行い生残率はふ化後3日目の仔魚では5.8%，ふ化後13日目の仔魚では29.8%，ふ化後33日目の仔

魚では49.0%及びふ化後54日目の稚魚では97.0%であった。この結果からみると，クロダイは小さ

いサイズからでもバーコード標識が可能であるが，生残率を考慮した場合全身に鱗が出現し，横縞

が6-7条となる20mm以降が望ましいと考えられた。

生き残って育成したクロダイ稚魚から採取した耳石を研磨し バーコード標識の有無を調べたと

ころ，バーコード標識されていることが確認された。

表-2 クロダイの深層水によるバーコード標識試験の生残状況

試験開始時

月 日

収容尾数 平均全長

(尾)

6. 7 430 

6.17 587 

7. 7 200 

7.28 100 

【調査・研究結果登載印劇物等】

なし

(mm) 

3.5 

5.0 

13.9 

32.2 

月 日

6.18 

6.29 

7.18 

8.13 
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試験終了時

生残尾数 生残率

(尾) (%) 

25 5.8 

175 29.8 

98 49.0 

97 97.0 



３造成漁場調査研究

１）滑川市地先造成漁場等調査

藤田大介

【目的】

滑川市地先の人工魚礁，アワビ増殖場及びテングサ投石場における底生生物の分布・生息状況を継続

的に調べ，資源変動の解明や増殖・効果判定手法開発のための資料とする。

【方法】

(1)人工魚礁調査

平成９年１０月13日に，高塚地先の人工魚礁群（水深30ｍ付近，昭和54～56年設置）でスキューバ潜水

を行い，施設の現況と魚の蛸集状況を調べた。

(2)アワビ増殖場・テングサ漁場調査

平成９年４月16日，５月27日，２９日，６月18日，８月11日，９月５日，１０月１３日，１４日，２０日及び平

成10年３月16日にスキューバ潜水により，アワビ稚貝保育場（1218ｍ×53.0ｍ，水深９－１２ｍ，昭和

56年造成｡）の内部，岸側及び沖側の大型無脊椎動物やテングサの分布状況を調べた（調査方法は昨年

度までと同様)。増殖場岸側に配置されている各種ブロックでは，９月５日と３月16日にマクサ被度，

１０月20日にサザエ殻高（30個体平均）を調べた。また，昨年度までにひき続き，平成５年及び６年にテ

ングサを刈り取った石や刈り取り後に表面を擦った巨レキの植生変化を調べた。

【結果】

(1)人工魚礁調査

電柱魚礁，ジャングルジム魚礁ともに異常はなく、クロダイとメバルが観察された。

(2)アワビ増殖場調査

①大形無脊椎動物の分布調査

アワビは，岸側だけで若干認められた。サザエは，増殖場内でやや減少傾向，岸側でほぼ昨年並みで，

沖側では若干増加した。キタムラサキウニは，岸側では見つからなかったが，増殖場内では若干認めら

れるようになり，沖側ではへい死以前と同水準に回復した。ナマコは，岸側と増殖場内ではほぼ昨年並

みで，沖側では昨年度よりもさらに増え，最も多い有用資源となっていた。ヒトデ類のうち，イトマキ

ヒトデの増加傾向は増殖場，岸側及び沖側のいずれにおいても顕著で，岸側では調査生物中で最も多く

なっていた。

②礁別サザエ・マクサ分布調査

マクサは，昨年度９月と比べて，一部の重層礁を除いてＦＲＰ礁と井桁礁で被度が減少していた。サ

ザエ成貝は各礁で認められたが，幼貝は井桁礁と重層礁だけで認められた。

③テングサ刈り取りの影響調査

平成５年試験群では，いずれの石にもマクサ直立体は出現しなかった。平成６年試験群の場合，いず
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れの石でも平成８年に繁茂し始めた直立体が維持されていた。

【調査結果の報告】

滑川市商工水産課へ報告した。
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２）滑川地先海域環境調査

小善圭一

【目的】

滑川市からの委託により、ＹＫＫ滑川市工場から排出される排水が海域に与える影響を調査するため

採水・採泥を行う。

【方法】

(1)調査地点

高塚地先海域の大川河口より距岸200ｍの３点、500ｍの３点及び１，０００ｍの１点

７点。

(2)調査月日

採水：平成９年６月24日、１２月５日の２回。

採泥：平成９年６月27日、９月29日、１２月１５日、平成10年３月23日の４回。

(3)調査項目（水産試験場担当分）

気象：風向、風力、波浪、ウネリ

水質：水色、透明度、塩分（表層及び水深２ｍ）

【調査結果の概要】

風向

風力

波浪

ウネリ

水色

塩分（０ｍ）

（２ｍ）

透明度（、）

6月

０

１

０

７

３１．０～32.5

31.8～32.9

９．０～10.0

９月

Ｗ

２

１

０

8

29.8～30.8

30.2～31.3

２．６～４．０

12月

ＷＳＷ

１～３

１

０

7

20.2～25.6

27.8～29.8

２．０～６．５

３月

ＮＥ

１～２

１～２

１

６～7

27.2～29.3

28.8～31.89

７．０～９．０

(底質を除く）の計

【調査結果の報告】

滑川市健康環境課へ報告した。 水質及び底質の分析は滑川市が委託した民間会社が実施した。
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Ⅷ深層水有効利用研究

１深海‘性有用生物種苗量産技術開発研究

小谷ロ正樹・角祐二

【目的】

富山湾におけるトヤマエビの近年の漁獲量はピーク時（昭和38年）の10分の１前後と推定され、その

資源は低い水準で推移していると考えられる。資源を増大させる最も有効な方法として種苗の放流が考

えられ、大量の放流種苗を生産するための深層水を利用した親エビ養成技術、および種苗量産・中間育

成技術の開発、ならびに種苗を効率的に資源に添加するための放流技術の開発を図る。

【結果の概要】

(1)親エビ養成

平成７年および８年に購入した滑川産天然雄エビ（平均甲長37mm）を平成９年６月30日から12月４日

まで養成し、抱卵させることができた。養成用餌料としては、クルマエビ用配合飼料及びパイ類がオキ

アミ及びスルメイカに比べて生残率では優れていることが分かった。

(2)種苗生産・中間育成

①種苗生産

241,000尾のふ化幼生を使用し、平均全長17.0mmの稚エビを153,600尾（計画15mm，200千尾）生産し

た。生残率は63.7％で、昨年に比べ約７％高かった。

人工藻の本数を増加させることによって、生残率を向上させることが可能と考えられた。

②中間育成

前記の稚エビを育成し、平均全長26.6mmの稚エビ130,800尾（計画30mm、５０千尾）を生産した。生残

率は85.2％で昨年に比べ約12％高かった。

夜間照明を行うことによって、生残率を向上させることが可能と考えられた。飼育水温が16℃前後ま

では、高い方が成長が良好であった。

(3)放流技術

①天然幼生の出現調査

平成10年１月、２月及び３月にトヤマエビ漁場においてアイザックネットにより海底から表層（水深

300～０ｍ）までの斜行曳きを行ったが、幼生は採捕できなかった。

②天然稚エビの生息調査

エビかご調査により平成９年６月、水深200ｍで体長22mmの天然当歳エビと思われる個体が昨年に引

き続き１尾採捕され、生息水深等生態を把握する足掛かりができた。

③放流稚エビの追跡調査

エビかご調査による放流当歳エビの追跡調査では放流２週間後までに39尾再捕されたが、１ケ月後に
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は再捕できなかった。再捕水深は放流水深より浅所が44％、深所が54％であった。また、本年は魚類等

による食害はみられなかった。

④放流器開発試験

当歳エビの高水温および低塩分海水等への１０分間の浸漬による生存状況を調べた結果、次のことが分

かった。

ア水温耐性は20℃以下と考えられた。

イ塩分耐性は海水濃度50％以上と考えられた。

ウ収容重量は生残率やエビの観察結果から容水量の40％以内と考えられた。

(4)資源生態

①漁獲実態

富山湾東部の滑川市場の漁獲実態はほぼ把握できたが、本年は漁獲量が最も多いと推定される湾西部

の新湊市場の調査も行った。新湊市場におけるトヤマエビの漁獲量は２～３トンで、小型底びき網漁業

とかご漁業で漁獲されていた。

②標識技術開発試験

当歳エビの尾部、眼球、第一触角及び額角をピンセット等により組織破壊し、標識方法を検討した結

果、眼球破壊が有効と考えられた。

【調査・研究結果登載印刷物等】

平成９年度特定海域新魚種定着促進技術開発事業報告書、平成10年３月、水産庁（印刷中）
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2 深海性有用生物生態学的研究

1 ) 深海性パイ類の生態学的研究

瀬戸陽一

【目的】

深海性パイ類の種苗生産技術開発の基礎となる生態的知見を得る。

【方法】

(1 ) 産卵および発生の観察

カガパイおよびエゾボラモドキの飼育観察によって，交尾から産卵および稚貝の鮮出にまで至る期間

および産卵時期を調べた。また 最小成熟サイズの知見を得るために，交尾および産卵をおこなった個

体サイズを調べた。

(2) カガパイ稚貝の餌料試験

解出稚貝の餌料を明らかにするために，飼育下で鮮出した，平均殻長2.5mm，平均体重3.2mgのカガパ

イ稚員を用いて，以下の3つの試験区でそれぞれ飼育し 6ヶ月後の生残率および成長を調べた。

① 底泥+イワシ区

飼育水槽(水量約5i )に底泥として，水深約200mから採取してきた泥を厚さ約2cmに敷き，週に

1回イワシを与えた。

②底泥区

飼育水槽(水量約5i )に底泥として，水深約200mから採取してきた泥を厚さ約2cmに敷くが，無

給餌。

③対照区

飼育水槽内に泥を敷かず，無給餌。

(3) カガパイのインポセックス調査

浅海性腹足類のバイやイボニシなどで報告されているインポセックス(雌に雄の生殖器官であるペニ

スが形成される現象)が，深海性パイ類においても起こっていないのかを調べるために，殻長80mm以上

のカガパイでペニスを持つ20個体(滑川市場に水揚げもの)の生殖腺の組織学的観察をおこなった。

【結果の概要】

(1 ) 産卵と発生の観察

①交尾から産卵，および稚貝の勝出に至るまでの期間

カガバイとエゾポラモドキ，それぞれ1例ずつのみであるが，同一個体における一連の交尾および産

卵行動を観察することができた。

カガパイは，交尾から42日後に産卵を開始し，この個体は33日間に渡って産卵が観察されたo 産卵か
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ら稚貝が僻出に至るまでの期間は，水温１℃で約９ケ月，水温３℃で約６ケ月であった。

エゾボラモドキは交尾から69日後に産卵し，その産卵期間は49日間であった。水温１℃では，産卵か

ら９ケ月間では稚貝の僻出には至らなかった。

②交尾した雄，および産卵した雌の個体サイズ

カガバイでは，交尾が観察された雄は２個体であり，殻長はそれぞれ，87.8mm，95.5mmであった。

雌は６個体が産卵し，殻長はそれぞれ，73.5mm，84.2mm，88.0mm，102.9mm，116.7mm，125.6mmであっ

た。

エゾボラモドキでは，交尾した雄の殻長は128mmであり，産卵した雌の殻長は144mmであった。

③産卵時期

カガバイの産卵は，６月に１例，９月，１２月，２月にはそれぞれ２例ずつ観察された。

エゾボラモドキの産卵は７月に１例観察された。

(2)カガバイ稚貝の餌料試験

各試験区の６ケ月後の生残率および平均殻長と平均体重は，以下の通りであった。

①底泥十イワシ区

生残率61％，平均殻長4.8mm，平均体重19.2ｍｇ

②底泥区

生残率69％，平均殻長3.2ｍ，平均体重4.1ｍｇ

③対照区

生残率65％，平均殻長2.8mm，平均体重3.6ｍｇ

イワシを与えた試験区の稚貝は，他の試験区のものよりも成長が著しくよかったことから，親貝と同

様に，僻出稚貝でもイワシ等の魚肉餌料の有効性が示された。特に給餌をおこなわなかった，底泥区お

よび対照区の稚貝においても若干の成長が認められた。さらに，対照区よりも底泥区の方が稚貝の成長

がよかったことから，僻出稚貝は泥の中の有機物を摂食するデトリタス食性であることも示唆された。

また，各試験区の生残率にはほとんど差が認められなかったが，稚貝が水槽壁面を水面上まではい上が

りそのまま干死してしまうことが観察されたことから，このことが稚貝の大きな減耗要因であると考え

る。

(3)力ガバイのインボセックス調査

本研究で調べた，ペニスを持つカガバイ20個体の生殖腺はすべて精巣であり，インポセックスは認め

られなかった。

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし
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２）アンコウの基礎的な生態学的研究

堀田和夫

【目的】

富山湾の深海域に生息し，有用漁業資源であるアンコウの若齢魚について深層水による飼育養成を行

い，若齢魚の摂餌行動，食性，成長等の基礎的な生態学的研究を行い，栽培漁業対象種としての可能性

を究明する。

【方法】

平成９年５月23日から６月10日にかけて,滑川市場に水揚げ（刺網）されたキアンコウ若齢魚10尾

(全長23.2～39.2cm，体重0.35～1.04kg）を採集した。供試魚は底に砂（天然ゼオライト５号）を敷いた

屋外の角形ＦＲＰ２㎡水槽（水槽の上部に遮光ネットを設置）に収容し,深層水と表層水の混合により

水温を12℃前後に調整して８月末まで飼育した。

平成９年５月28日に氷見市場に定置網で漁獲されたキアンコウ若齢魚６尾（全長25.6～36.5cm，体重

0.15～Ｌ14kg）を採集し，屋外の角形ＦＲＰ２㎡水槽（水槽の上部に遮光ネットを設置）で前述の方法

で飼育した。

飼育開始当初には漁獲時の損傷を治療するためにニフルスチレン酸ナトリウムによる薬浴と赤チン，

アロエ軟膏，テラマイシン軟膏の塗布を数回行った。

平成９年９月１日より，生残した滑川市場採集４尾を12℃で，氷見市場採集３尾を深層水で飼育し，

水温別試験を行った。１２℃区では表層海水と深層水を混合して調整し，深層水区では二次利用深層水

(水温は成行）を用いた。

餌料は８月末までの飼育及び水温別飼育試験ともに生鮮及び冷凍のカタクチイワシ，マアジを使用し

た。原則として週１～２回餌を手で口の中へ押し込む方法で給餌した。飼育水温は祝・祭日，土曜日及

び日曜日を除き，毎日測定を行った。

平成８年に採集して生き残った２尾については，引き続き屋内の角形ＦＲＰ１㎡水槽（水槽の上部に

水槽の約２／３に発泡スチロール板の覆いを設置）で，深層水と表層水の混合により水温を12℃前後に

調整して飼育した。餌料は生鮮及び冷凍のイカナゴ，マイワシ及びカマスを使用した。原則として週３

回（月，水，金曜日），餌を手で口の中へ押し込む方法で給餌した。飼育水温は祝・祭日，土曜日及び

日曜日を除き，毎日測定を行った。

富山湾におけるキアンコウの産卵期を明らかにするため，市場調査と２～６月にかけて４～10尾の親

魚を採集し，雌雄の別，生殖腺重量を調べた。

【結果の概要】

平成９年５月23日から６月10日にかけて収容したキアンコウ若齢魚は，８月末まで生き残ったものは

滑川市場採集４尾，氷見市場採集３尾であった。漁獲時の損傷を治療するためにニフルスチレン酸ナト

リウムによる薬浴と赤チン，アロエ軟膏，テラマイシン軟膏の塗布を数回行ったが，顕著な効果はみら

れなかった。これは，薬を損傷した箇所に塗布しても海水へもどすと，塗布したものが落ちてしまうた
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めと考えられた。若齢魚を自由に遊泳させると漁獲時の損傷が拡大することが前年までの飼育で分かっ

ていたので，本年の飼育では水槽の上部全面に遮光ネット（遮光率95％・二重）を張り飼育したため，

ほとんど泳ぎ回らず砂の上に静止している状態が多かった。しかし，給餌（強制給餌）の際には泳ぎ回

る個体もみられた。漁獲時の損傷の拡大は今回もみられ，尾鰭のない個体が出現したが，ストレスを極

力さける方法をとったため，８月末まで生き残った個体についてはその傷口はほとんど治癒していた。

水温別飼育試験では12℃区が９月９日，９月25日，１０月６日に各１尾，深層水区が11月３日，１１月１０

日，１１月25日各１尾へい死し，深層水区の全数がへい死したので試験をここで中止した。へい死した個

体を測定してみると成長がほとんどみられなかったことから，給餌の回数が少なかったと考えられた。

12℃区で１尾生き残ったものを継続飼育したが平成10年２月２日Iこへい死した。図－１に飼育期間にお

ける水温の変化を示した。飼育水温は12℃区では9.6～14.3℃，深層水区では6.0～11.2℃の範囲であっ

た。

平成８年からの継続飼育の２尾については，平成９年１０末頃から給餌した餌をもどすようになり，ま

た，尾鰭の損傷がみられるようになった。それ以降，人がみると泳ぎ回り，魚体が大きくなっていたた

め，尾鰭が水槽の底につき尾鰭を振ることによって，損傷が拡大し，１２月１日に１尾，１２月５日にもう

１尾へい死した。魚体が大きくなった場合には，泳ぎ回っても水槽の底に尾鰭がつかない，大きな水深

のある水槽での飼育が必要と考えられた。12月１日Iこへい死した魚津市場採集個体の大きさは全長58.0

cm，体重4.74kgであり，１２月５日へい死した滑川市場採集個体の大きさは全長62.0cm，体重4.52kgであっ

た。なお，滑川市場採集個体では精巣がみられ，その重さは110.59であり，成熟が確認された。図一

２～３に成長を示し，図－４に飼育期間における水温の変化を示した。飼育水温は7.2～15.8℃の範囲

であった。

市場調査及び生殖腺重量から，富山湾における産卵期は１～６月であると推察された。
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3）マダラ親魚養成に関する技術開発研究

堀田和夫

【目的】

富山湾の深海域に生息し，有用漁業資源であるマダラについて深層水利用による飼育養成を行い，人

工種苗量産化のための親魚養成技術を㈹日本栽培漁業協会能登島事業場と共同開発する。

【方法】

①天然親魚及び人工３歳魚の養成

前年度生き残った天然親魚18尾と，新たに石川県能登島及び能都町の定置で漁獲とれた天然親魚７尾

(全長67.0～80.0cm，体重3.28～5.75kg）及び人工３歳魚14尾（全長51.5～69.5cm，体重1.56～4.67kg）を，

上部に遮光率95％の遮光ネットを二重にして覆いをした屋外の楕円形コンクリート14.4㎡水槽に収容し

て養成した。産卵期間は屋内の角形コンクリート37.5㎡水槽に収容した。飼育水は深層水を使用した。

餌料は冷凍スルメイカを原則として週３回（月，水，金曜日）給餌し，年間の給餌量は211.8kgであっ

た。飼育水温は祝・祭日，土曜日及び日曜日を除き，毎日測定した。

②人工当歳魚の養成

平成９年５月13日にマダラ人工当歳魚9,500尾（平均全長7.0cm，平均体重2.59）を日本栽培漁業協会

能登島事業場から搬入し，屋外八角形コンクリート33㎡水槽を使用して養成を開始した。８月６日に選

別を行い，大型魚は屋外八角形コンクリート33㎡水槽へ収容し，小型魚は屋外円形コンクリート20㎡水

槽へ収容して飼育を行った。また，１２月24日に２回目の選別を行い，大型魚は八角形水槽へ小型魚は円

形水槽へ収容した。水槽の上部には遮光率95％の遮光ネットを二重にして覆いをした。飼育水は深層水

と表層水を混合して水温を９℃前後に調整して使用した。餌料は冷凍オキアミ・イカナゴスライス，配

合飼料及び冷凍イカナゴを使用し，毎日給餌した。年間の給餌量は，冷凍オキアミ・イカナゴスライス

161.0kg，配合飼料202.7kg及び冷凍イカナゴ524.4kgであった。飼育水温は毎日測定した。

③人工当歳魚の水温別飼育試験

１回目は平成８年６月20日に屋内角形コンクリート４㎡水槽を使用して深層水区と９℃区の２区を設

け，人工当歳魚各々500尾（平均全長7.6cm，平均体重3.49）を収容して８月６日まで水温別飼育試験

を行った。

２回目は８月３日に人工当歳魚各々 300尾（平均全長13.4cm，平均体重20.29）を収容して平成10年

３月12日まで水温別飼育試験を行った。

飼育水は深層水区では取水深層水をそのまま用い，９℃区では深層水と表層水を混合して９℃前後に

調整して使用した。餌料は１回目では冷凍オキアミ・イカナゴスライス及び配合飼料を使用し，毎日給

餌した。２回目では冷凍オキアミ・イカナゴスライス，配合飼料及び冷凍イカナゴを使用し，毎日給餌

した。試験期間の給餌量は，１回目では各々 冷凍オキアミ・イカナゴスライス4.55kg，配合飼料12.4kg，

２回目では各々 冷凍オキアミ・イカナゴスライス12.8kg，配合飼料16.4kg及び冷凍イカナゴ78.7kgであっ
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た。飼育水温は毎日測定した。

【結果の概要】

①天然親魚及び人工３歳魚の養成

飼育期間における水温の変化を図－１に示した。飼育水温は3.5～8.7℃の範囲であった。平成９年４

月９日（全長62.0cm）及び16日（全長不明）にそれぞれ１尾に自然産卵がみられた。４月９日のものは

未受精（約152万粒）で４月16日のものは少塗が受精（約163万粒）していたがふ化まで至らなかった。

４月10日（全長69.5cm)，１４日（全長62.0cm）及び16日（全長66.0ｃｍ・全長62‘０cm）に人工搾出法で人工

受精したが，１０日（約72万粒)，１４日（約90万粒）及び16日（約135万粒）の1尾のものは未受精で，１６

日のもう１尾（約130万粒）は少量が受精していたがふ化まで至らなかった。平成１０年１月20日に１尾

が自然産卵し，約234万粒の卵が得られた。少量の受精卵がみられ，これをネットへ収容して管理して

いたところ２月15日にふ化を開始し，合計600尾のふ化仔魚が得られた。このうちの545尾を２月18日に

日本栽培協会能登島事業場（到着収容時約20尾）へ搬出し，種苗生産に供した。飼育当初はへい死はみ

られなかったが，数日後から減耗が始まり，３月５日に全滅した。

本年度は自然産卵してふ化仔魚が得られたが，受精率も悪かった。青森県の短期蓄養親魚が水深約１

ｍの円形水槽で，雌が円を描きながら泳ぎ回り，雄がその後を追尾して自然産卵するのが確認されたこ

とから，自然産卵には水深はあまり関係ないことが分かったので，産卵期も同じ水槽で養成し，親魚の

移動は避けた方が良いと考えられた。

天然親魚では４月に４尾，人工３歳魚では11尾のへい死がみられた。平成９年４月から平成10年３月

までの飼育期間中の生残率は，天然魚で66.7％，人工魚で14.3％であり，前年より悪かった。本年も眼

球突出でへい死する個体がみられた。
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図－１マダラ親魚の飼育水温の変化

②人工当歳魚の養成

飼育期間における水温の変化を図－２に示した。飼育水温は7.3～14.5℃の範囲であった。飼育期間における水温の変化を図－２に示した。飼育水温は7.3～14.5℃の範囲であった。図－３及

び図－４に成長の推移を示した。飼育開始時平均全長7.0cm，平均体重2.59のものが約10カ月の飼育で

平均全長29.5cm，平均体重278.39に成長した。図－５に生残率の変化を示した。飼育開始から約３カ

月で約７割の減耗が見られた。この減耗の主たる原因は，共食いによるものであった。８月６日に選別

を行ったがそれ以降の小型群での飼育でも共食いがみられた。このことから，飼育開始から約４カ月間

は選別を繰り返し行い，水温調整により成長をコントロールして成長差を少なくする必要がある。平成

10年３月12日に1,362尾を取り揚げ標識放流用等に供した。なお，取り揚げ時に眼球突出魚が72尾みら

れた。
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③人工当歳魚の水温別飼育試験

１回目の飼育試験における水温の変化を図－６に示した。飼育水温は深層水区で3.7～9.0℃，９℃区

で8.3～9.9℃の範囲であった。図－７及び図－８に成長の推移を示した。試験終了時の魚体は，深層水

区では平均全長9.5cm，平均体重7.09であり，９℃区では平均全長11.2cm，平均体重13.9ｇであった。

生残率は深層水区82.0％，９℃区64.2％であった。成長は水温の高い９℃区の方が良かったが，生残率

は深層水区の方が良かった。１回目の場合は，試験開始時に共食いを考慮しておらず大小差のある供試

魚を使用した。このため，減耗の要因は両区共に共食いであった。そこで，２回目では大小差の少ない

供試魚で実施した。

２回目の飼育期間における水温の変化を図－９に示した。飼育水温は深層水区で2.3～10.4℃，９℃

区で6.9～12.3℃の範囲であった。図－１０及び図-11に成長の推移を示し，図－１２に生残率の変化を示

した。試験終了時の魚体は，深層水区では平均全長27.4cm，平均体重138.1ｇであり，９℃区では平均

全長30.3cm，平均体重263.0ｇであった。生残率は深層水区94.8％，９℃区65.1％であった。２回目も成

長は水温の高い９℃区の方が良く，生残率は深層水の方が良かった。共食いは９℃区でみられたが深層

水区ではみられなかった。深層水区では魚はあまり泳ぎ回らず蛸集する傾向がみられ，体色も９℃区に

比べて黒っぽい感じであった。

この結果から，成長を重視するならば水温を高い方に設定して飼育することが望ましく，生き残りを

重視するならば水温の低い方に設定して飼育することが望ましいと考えられた。
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4）ハタハタ親魚養成に関する技術開発研究

堀田和夫

【目的】

日本海の深海域に生息し，有用漁業資源であるハタハタについて深層水利用による飼育養成を行い，

親魚養成技術（(社)日本栽培漁業協会能登島事業場と共同研究）の基礎資料を得る。

【方法】

①人工当歳魚の養成

平成９年５月13日にハタハタ人工当歳魚1,800尾（平均全長5.6cm，平均体重1.19）を日本栽培漁業協

会能登島事業場から搬入し，上屋付角形コンクリート６㎡水槽を使用して飼育を開始した。当初水温別

の飼育試験（日本栽培漁業協会能登島事業場９℃区，富山県水産試験場深層水区）を考えていたが，日

本栽培漁業協会能登島事業場のハタハタ当歳魚に病気が発生して大量へい死したため，当場の飼育のみ

となった。

水槽の上部の約％には遮光率95％の遮光ネットを二重にして覆いをした。飼育水は最初深層水と表層

水を混合して使用し，徐々に表層水を減量して６月８日以降は深層水（二次利用水）のみを使用した。

餌料は冷凍オキアミ・イカナゴスライスを使用し，毎日給餌した。年間の給餌量は，冷凍オキアミ・イ

カナゴスライス205.35kgであった。飼育水温は毎日測定した。

②人工当歳魚の水温別飼育試験

平成９年１１月17日に角形ＦＲＰ0.5㎡水槽を使用して深層水区と10℃区の各々２区を設け，人工当歳

魚各々１００尾（平均全長１０．０cm，平均体重7.99）を収容して平成10年２月９日まで水温別飼育試験を行っ

た。

飼育水は深層水区では取水深層水をそのまま用い，１０℃区では深層水と表層水を混合して９℃前後に

調整して使用した。餌料は冷凍イカナゴスライスを使用し，毎日給餌した。試験期間の給餌量は，各々

冷凍イカナゴスライス3.6kgであった。飼育水温は毎日測定した。

【結果の概要】

①人工当歳魚の養成

平成９年５月13日から平成10年３月18日までの水温の変化を図－１に示した。飼育水温は5.1～１２．０

℃の範囲であった。図－２及び図－３にその間の成長の推移を示した。飼育開始時平均全長5.6cm，平

均体重1.19のものが約10カ月の飼育で平均全長11.8cm，平均体重13.99に成長し，天然魚とほぼ同じ成

長を示した。生残率は１１月13日では76.3％，平成10年３月18日では47.7％であった。共食いはほとんど

みられず，飼育当初の減耗は当場に搬入してから死餌に切り替えを行ったので，この切り替えがうまく

いかなかったためと考えられた。平成10年３月頃からへい死がみられるようなり，それ以降へい死は継

続している。へい死魚を検査したところ，非定型エロモナスサルモニシダによる感染症であることが判

明した。飼育後期の減耗は，この魚病によるものと鳥害（サギ）であった。ハタハタ当歳魚の飼育は比
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②人工当歳魚の水温別飼育試験

平成９年11月17日から平成10年２月９日までの水温の変化を図－４に示した。千映り午』１月Ｉイロか1つ半成lU牛ＺＨ９廿までの水温の変化を図－４に示した。飼育水温は深層水区で

2.8～8.2℃，１０℃区で5.2～12.0℃の範囲であった。表－１に水温別飼育試験結果の概要を示した。試験

開始時平均全長10.0cm，平均体重7.99のものが12月24日では深層水区で平均全長10.7cm，平均体重９．２

９９℃区で平均全長10.9cm，平均体重10.09であった。しかしながら，試験終了時では10℃区NQ1を除

き，他の３区は12月24日より下回った。これは深層水区では測定魚に片寄り（小型魚）があったためで

あり，１０℃区では大型魚がへい死したためと考えられた。１０℃区では両区共に12月15日頃からへい死魚

がみられるようになり試験終了時まで続いた。このため，深層水区に比べ10℃区の生残率は非常に悪かっ

た。このへい死については，魚病などの検査を実施していないので不明である。

人工当歳魚の養成で細菌性魚病の発生がみられたが，試験終了後も深層水区を取水深層水で継続飼育

していたが発病はみられなかった。このことから，魚病を考慮すると水温をなるべく低くして飼育する
方が良いと考えられた。
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３深層水の‘性状把握

小善圭

【目．的】

深層水（取水深層水，取水海域の深層水）の性状を把握し，深層水利用の基礎資料とする。

【方法】

(1)取水深層水の性状調査

平成９年４月～平成１０年３月にかけて，主配管部から採水した深層水について以下の項目を調べた。

①水温深層水利用研究施設のモニタリングシステムによりデータを取得した。

②塩分原則として毎日１回採水し，オートラブサリノメーターにて測定した。

③溶存酸素深層水利用研究施設のモニタリングシステムによりデータを取得した。

(2)取水海域の水質調査

取水口（水深321ｍ）とその沖合に定点（水深605ｍ）を設け（図－１），それぞれ水深300ｍおよび500

ｍまで，毎月１回（平成９年７月～10年３月)，ＳＴＤ（アレック電子AST-500DK）により水温と

塩分の観測を行なった。
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図－１水質調査調査定点図

【結果の概要】

(1)取水深層水の性状調査

①水温

深層水の取水配管部における水温の年平均値は2.43℃で，日平均の最高値は4.38℃，最低値は1.34

℃であった。水温が上昇し3.0℃を超えた日数は42日／年あり，４月～10月では１２日，１０月～３月



では30日あった。特に12月は１５日／月と水温上昇が多く見られた。

②塩分

塩分の年平均値は34.086で，最高値は34.173,最低値は34.035であった。塩分が34.10を越えたの

は63日／年で，４月～１０月では10日，１０月～３月では53日であった。１１月中旬～１月の期間中に高

い値が多く見られたが，水温の変動と塩分の変動は必ずしも一致していなかった。

③溶存酸素

溶存酸素は6.1～7.7ppmの範囲で変動し，年平均値は６７ppmであった。１０月～３月の期間は

水温と溶存酸素の変動はよく一致していたが，塩分の変動とは一致しないことが多かった。

(2)取水海域の水質調査

①水温

表－１に取水口および沖定点の水深別水温を示した。取水口および沖定点ともに水深Ｏ～100ｍ

では９月の調査時に最高水温が観測された。夏季には30～50ｍ層に季節躍層が見られた。また12月

中旬頃からは鉛直混合期に入り，100～150ｍ付近まで均一な水温が観測された。水深150～300ｍで

は12月から１月に最高水温が観測された。最高水温の出現時期は１００ｍ以浅と比べ３～４ケ月の時

間差が認められた。取水口および沖定点の水深300ｍの水温はそれぞれ1.14～3.52℃，1.22～２．７５

℃の範囲であった。また沖定点の水深500ｍでは0.48～0.76℃で推移し，その変動は極めて小さかっ

た。

②塩分

表－２に水深別塩分を示した。月別の最高塩分は７月～９月は34.3台，１０月～11月は34.4台が水

深100ｍ付近に見られた。また'２月～１月は34.3台，２月～３月は34.1台が水深200ｍ付近に見られ

た。これら高塩分を示す海水は対馬暖流の中核海水と考えられた。取水口および沖定点の水深300

ｍの塩分は34.02～34.08の範囲にあり，沖定点の水深500ｍの塩分は34.03～34.07の範囲であった。

１２月～１月にかけて対馬暖流の中核部は水深220ｍ付近にまで達しており，この時期，取水口付近

の海水においてもその影響が及んでいる可能性があると考えられた。

【調査・研究結果搭載印刷物】

なし

－７５－



表－２水深別塩分

表－１水深別水温

水深(、）７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月

－７６－

取水口
(水深325ｍ）

０

５０

１００

１５０

２００

２５０

３００

23.27

16.63

12.26

９．０４

３．９４

２．２７

１．６９

27.88

20.58

14.23

10.52

５．８１

２．２９

１．２１

26.64

24.94

17.81

11.72

７．３９

２．５１

１．３５

22.31

20.18

14.34

９．２４

３．７９

２．１２

１．４６

18.68

19.29

18.23

８．３４

４．１８

２．１４

１．１４

13.26

15.53

15.81

14.32

８．９９

６．７６

３．５２

12.51

14.02

13.99

14.49

11.28

４．９９

２．６９

9.11

11.42

11.53

11.31

３．８２

１．８６

１．２０

9.86

10.16

９．９８

９．７４

９．０１

４．４３

２．６

沖定点
(水深605ｍ）

０
ｍ
伽
卸
皿
麺
皿
却
Ⅷ
緬
知

23.55

16.88

12.14

８．５４

３．６４

２．２６

１．４７

１．２３

１．０７

０．９０

０．７６

27.93

20.62

14.27

10.84

６．１７

２．２８

１．２５

０．９１

０．７１

０．６０

０．４８

26.65

24.60

17.89

11.83

６．７６

２．５６

１．６３

１．００

０．７９

０．６５

０．５４

４
２
７
８
９
１
５
５
９
１
４

３
５
２
３
７
０
２
８
６
６
５

■
■
■
■
■
ｐ
ｅ
●
●
●
●

２
９
４
９
３
２
１
０
０
０
０

２
１
１

８
２
２
４
７
６
２
１
２
０
２

５
３
７
５
０
１
２
９
７
６
５

。
●
●
●
●
●
岳
●
●
●
●

８
９
７
８
４
２
１
０
０
０
０

１
１
１

13.54

15.50

15.57

14.38

10.00

５．９１

２．６０

１．６８

１．２２

０．９３

０．７６

12.77

14.03

14.02

14.22

11.46

５．３０

２．７５

１．７９

１．３７

１．０１

０．８０

9.69

11.46

11.58

11.29

４．５６

１．９６

１．３４

０．８９

０．７７

０．６６

０．５５

9.26

10.14

９．８６

９．６３

９．１２

４．４４

２．５

１．８３

１．１８

０．８６

０．７１

31.89

33.69

33.71

34.05

34.33

34.13

34.08

５
５
４
５
９
８
４
５
４
３
５

７
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０

●
●
●
●
⑪
●
●
●
●
●
０

３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４

２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

30.88

33.90

33.98

34.08

33.95

34.０５

３４．０３

水深(、）７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月

27.72

33.95

34.03

34.04

34.1

34.09

34.02

取水口

(水深325ｍ）

０

５０

１００

１５０

２００

２５０

３００

17.24

34.26

34.29

34.25

34.09

34.06

34.07

21.52

34.04

34.42

34.30

34.13

34.06

34.04

31.57

33.55

34.32

34.33

34.17

34.06

34.04

31.02

34.18

34.45

34.26

34.08

34.07

34.05

32.33

33.41

34.23

34.23

34.12

34.05

34.05

29.61

33.67

33.88

34.24

34.25

34.18

34.08

２
３
９
０
２
７
６
５
６
６
５

５
０
３
３
１
０
０
０
０
０
０

。
Ｃ
Ｄ
申
●
日
●
●
●
●
ゆ

２
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
７
４
５
６
７
５
４
７
４
６

５
５
３
３
１
０
０
０
０
０
０

●
●
●
●
■
●
●
●
●
ｅ
凸

２
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

沖定点
(水深605ｍ）

０
印
加
卸
却
却
皿
知
伽
知
皿

９
３
５
２
３
５
６
６
８
７
７

３
２
２
２
１
０
０
０
０
０
０

●
●
●
①
●
●
●
●
●
。
●

７
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

３
９
０
６
２
４
５
４
５
６
６

７
６
７
１
２
１
０
０
０
０
０

●
■
●
●
●
●
●
ｐ
●
●
甲

１
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

９
７
９
０
０
３
５
３
４
５
３

９
８
９
１
１
０
０
０
０
０
０

●
●
ゆ
●
●
Ｂ
■
●
●
●
■

１
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

９
４
４
５
０
５
４
６
６
５
４

０
１
４
２
１
０
０
０
０
０
０

●
●
●
①
●
●
●
●
ゆ
●
●

２
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

４
４
７
６
９
５
５
５
５
４
６

３
４
２
１
０
０
０
０
０
０
０

申
●
巳
■
●
■
。
①
●
●
●

２
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

２
２
８
７
４
４
５
５
６
４
４

７
６
６
３
２
１
０
０
０
０
０

●
●
●
●
●
●
①
●
⑤
●
Ｇ

Ｏ
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
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４活魚利用等研究

角祐二・小善圭一

【目的】

深層水を利用して，魚の付加価値を高めるために，深層水を活魚輸送に用いる場合の魚類等の活力及

び鮮度保持等を検討する。

【方法】

深層水と表層水を用いて，３日間止水中で蓄養飼育したヒラメの活力及び品質状況等を比較した。

深層水は水産試験場，表層水は魚津漁港内の取水海水を使用した。対照区は水産試験場表層水の流水

飼育とした。

飼育水槽は30リットル水槽（水量１０リットル）を用い，エアーを通気し，流水水槽中に設置した。飼

育期間中の水温は各水槽とも11.3～12.4℃であった。

供試ヒラメは人工種苗生産の飼育魚（平均全長26.8cm,平均体重1909）で，５日間餌止めした後，各

水槽に３尾づつ収容した。

表１使用水の水質

試験区

１区：対照区

２区：深層水区

3区：表層水区

水温

(℃）

12.0

1.4

11.8

表２供試魚の大きさ（平均値）

塩分ｐＨ

33.2

34.5

29.8

8.21

7.83

8.09

ＳＳ

(ppm）

0.5

0.1

0.4

備考

水試表層水の流水飼育

水試深層水の止水飼育

魚津漁港内の表層取水の止水飼育

Ａ区ＴＬ(m､）ＢＬ(９）Ｂ区ＴＬ(m､）ＢＬ(９）

1区：対照区

2区：深層水区

3区：表層水区

３尾２７．４

３尾２９．５

３尾２８．２

209

253

223

3尾26.8

3尾25.1

3尾２３．８

－７７－

193

150

127



００

１

【結果の概要】

(1)活力試験結果

空気中にヒラメを暴露した後，動きが停止するまでの時間は，３０分後からみられ，表層水区が３尾，

深層水区が２尾，対照区が１尾であったことから，活力は対照区が最も強く，次に深層水区，表層水区

の順と考えられた。この原因の一つとして対照区の流水飼育に比べ深層水区及び表層水区は止水飼育で

ストレスが大きかったためと考えられた。

表３空中露出によるヒラメの動きの停止時間

０
０
０

停止時間（分）

０１５３０４５６０

供試尾数

（尾）

３
３
３

１区：対照区

２区：深層水区

３区：表層水区

(1)活力試験及び品質試験方法

①活力試験（供試魚：Ａ区）

腹側を表にして60分間空気中に露出し，魚の動きが停止するまでの時間を比較した。

②色素の変化（供試魚：Ａ区）

①で60分間空気中に露出後，海水氷で〆めて死亡させ，その後空気中に放置して体表の色素変化をカ

ラー写真で比較した。

③死後硬直の進行速度（供試魚：Ａ区）

①で60分間空気中に露出後，海水氷で〆めて死亡させ，その後空気中に放置して硬直の開始時間を比

較した。

④魚肉物性試験（供試魚：Ｂ区）

レオメーター（山電気㈱，直径８mm円柱プランジャー）により魚肉の破断強度及び凹みを測定した。

⑤鮮度指標（供試魚：Ｂ区）

ＡＴＰ関連物質を抽出し，液体クロマトグラフィーにてＫ値を測定した。

０
０
０

(2)色素の変化

死亡直後，２時間後，１２時間後及び24時間後の体表の色素状況をカラー写真で比較したが，各試験区

に差はみられなかった。

(3)死後硬直の進行速度

海水氷で供試魚を致死させた後の死後硬直の開始時間は，個体差はあったものの，深層水区及び表層

水区のほうが対照区に比べ早かった。この原因の一つとして深層水区及び表層水区の止水飼育によるス

トレスが大きかったためと考えられた。

１
２
３

－７８－



3.0100

供試尾数

（尾）

経過時間（時間）

２４６８１０１２１６

表４死後硬直の開始時間

ｌ区：対照区

２区：深届水区

３区：表届水区

ｎ
ぺ
し
ｎ
ざ
し
ｎ
く
し

０
０
０

０
０
１

０
２
１

０
０
０

２
０
０

０
０
０

１

１

－７９－

(4)魚肉物性試験結果

凶１に破断強度及び凹み試験結果を示した。破断強度は対照区４９９，深層水区479及び表層水区349

であった。くぼみは対照区2.0mm，深層水区2.0mm及び表層水区1.8mmであった。破断強度及びI1I1みの値は

３試験区間で差はみられなかった。

(5)鮮度指数結果

Ⅸ'２にＫ値の結果を示した。Ｋ値は対照区２％，深層水区３％及び表層水区２％であった。３区とも

刺身にできる鮮度基準（Ｋ値20％以下）を大きく下回っており，いずれも鮮度は良く，特に差はみられ

なかった。

(6)まとめ

深屑水及び表層水を用いてヒラメの蓄養試験を行い，活力及び姑質を検討したが，３日間の蓄養期間

では個体により測定結果にばらつきがみられたものの，活力及び品質等に顕著な差はみられなかった。

表扇水区

図１試験区別肉質テスト

対照区

【＝破断強度（９）

-③一凹み（m､）剛

肴
目
）
硲
国

０

ＯＬ

２

釦
判
知

（
凶
）
囲
詞
迩
握

F1

L】

■

、 10剛

深層水区



表層水区

試験区別Ｋ値（％）

０

対照区 深層水区
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０
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図２

【結果登載印刷物】

なし
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Ⅸ富山湾漁場環境調査

１漁場保全対策推進事業

小善圭一

【目的】

富山湾沿岸域の定置網漁場における水質環境の現況を調査し，水質汚濁監視のための資料とする。

【方法】

(1)水質環境調査

①調査方法

栽培漁業調査船「はやつき」により，各調査定点において表層および５ｍ層の採水を行い，４

供した。

②調査定点

調査は図－１に示した16定点で行った。

③観測及び調査項目

天気，風向，風力，波浪，ウネリ，流向，採水時間，水温

④分析項目及び分析方法

塩分アレック電子ＡＳＴ５００－ＤＫによった。

ｐＨ日立・堀場・ｐＨメーターＭ－８ＡＤ型によった。

濁度日本精密・積分球式濁度計ＳＥＰ－ＰＴ－２０１型によった。

ＣＯＤ日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針（過マンガン酸カリウム，

100℃，２０分）の方法によった。

ＤＯ日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針（Winkler-窒化ナトリ『

変法）の方法によった。

分析に

トリウム

⑤調査回数

平成９年４月から平成１０年３月までの間，原則として各月１回，計12回の調査を行った。

－８１－
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図-1 水質環境調査定点

(2) 漁場環境調査

①調査方法

各定置網の採水責任者が採水した表層水を県漁連が回収して水試に搬入し，水試が分析を行った O

②調査定点

宮崎~大境突堤沖の定置網漁場の31定点と河川前の4定点 計35定点 (図-2 )。

③観測及び調査項目

天気，風向，風力，波浪，ウネリ，流向，採水時間，水温，漁獲物及び漁獲量

④分析項目友ぴ分析方法

pH 目立・掘場・ pHメータ -M-8AD型によった。

塩分 オートラプ・サリノメーターによった。

濁度 日本精密・積分球式濁度計SE P -P T -201型によった。

COD 日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針(過マンガン酸カリウム，

100'C. 20分)の方法によったo

⑤調査回数

12回(平成9年4月~平成10年3月 8月未調査・ 6月2回調査)

内

4no 
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【調査結果の要約】

(1)水質環境調査

定点１～14の平均水温は16.6～18.0℃で，最高水温は８月に定点13で，最低水温は３月に定点１で見

られた。定点15および'6の平均水温は調査期間が５月～９月であったため高かった。

平均塩分値は19.61～31.33であった。湾奥部から東部では西部に比べ平均塩分が低く，最高値と最低

値の差が大きかった。

表層ｐＨの年平均は，８３～8.5の範囲であった。６月～９月調査時に高い値を示す定点が多く，ほと

んどの定点で海域の水質環境基準7.8～8.3（Ａ類型）を越えていたが，それ以外の時期はほぼ水質基準

を満足していた。．

表層ＤＯの年平均の最高は定点16の10.2mg／《であり，最低は定点６，１１および13の7.0mg／（であっ

た。最高値は定点16の13.4mg／０，最低値は定点12の6.7mg／（であった。６月～９月の調査時に高い

値を示す定点が多かった。一方，５ｍ層の年平均は7.6～8.5mg／‘の範囲にあり，表層に比べ定点間の

差が小さかった。ｅ､濁度

各定点の濁度の年平均値は1.0～3.7mg／、の範囲にあった。濁度の最大値は定点７および８の１１．０ｍｇ

／８，最小値は定点４および６の0.1mg／＠であった。濁度についてもＤＯ，ｐＨと同様，６月～９月

に高い値が観測されており，珪藻類の増殖が原因として考えられる。

各定点のＣＯＤの年平均値は，0.6mg／《～1.8mg／《の範囲にあった。すべての定点で海域の水質環

境基準（Ａ類型：2.0mg／＠以下）を満足していた。ＣＯＤの最高値は，定点16の3.6mg／０，最低値は

定点１のほか５定点で観測された0.1mg／《であった。ＣＯＤも６月～９月の調査時に高い値を観測し

た。

－８３－
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図－２漁場環境調査定点



(2)漁場環境調査

表層水温の最高値は「酒樽Ⅱ」の27.0℃であった。定点別に見る（参考資料１－１）と６月～９月に

かけて最高値を示す定点が多かった。一方，最低値は「天念坊（沖)」の4.8℃で，３月，４月に最低

値を示す定点が多かった。しかし，水温は網揚げ時に測定されるため，定置網ごと，季節ごとに採水時

間（最高７時間以上の差がある）が違うため，最高・最低値は変動する可能性がある。

塩分の最高値は「千ケ淵」の34.13,最低値は「神通川前」の0.38であった。「川中（沿)｣，「高峯

(沿)｣，「沖の網｣，「大境突堤沖」などでは変動が小さいが，「黒部川前｣，「神通川前｣，「小矢部川前」

といった河口前定点と湾奥部の河口付近の定点では，変動幅が大きかった。

ｐＨの最高値は8.6で「沖の網」ほか７定点で観測された。最低値は前年度と同じ「小矢部川前」の

7.3であった。表層でｐＨの最高値が海域の水質環境基準（Ａ類型）の上限値であるｐＨ8.3を上回った

定点は上記定点を含む21定点（全定点の60.0％)，測定値が上限値を越えた調査回数は28回（全調査数

の9.1％）で，湾央部～東部の定点で多く見られた。ｐＨの最低値が海域の水質環境基準（Ａ類型）の

下限値（ｐＨ7.8）を下回った定点は，「神通川前」「酒樽Ⅱ」「庄川前」及び「小矢部川前」の４定点で

あり，前年度よりも１定点減少した。ｐＨの年間平均値はの7.7～8.4の範囲内にあり，「沖の網」およ

び「小矢部川前」を除く33定点では，海域の水質環境基準（Ａ類型）の7.8～8.3を満足していた。

表層の濁度の最大値は「黒山」の65.0Ing／’であり，最小値は「宮崎（沿)」「川中（沿)｣，「田茂前」

および「深曳（沿)」の４定点で0.1mg／’であった。「田茂前」「伊古場」「鴻津一番」「黒山」など河口

近くの定点では河川水の影響により，濁度が高くなる傾向にある◎時期としては６月～９月の調査時に

高い値を示しており，降雨による河川水の流入増加および珪藻類の増加が原因として考えられる。表層

の濁度の年間平均値は「高峯（沖)」の0.6ｍｇ／＠から「鴻津一番」の13.6ｍｇ／‘の範囲内にあった。

表層におけるＣＯＤの最大値は「杉之端」および「小矢部川前」の3.5mg／‘であり，最小値は「宮

崎（沖)｣，「黒部川前｣，「茂測一番」ほか25定点の0.1mg／《であった。ｐＨ，濁度から判断して，珪藻

類の増殖があったと推察される６月～９月に高い値を示した。各定点の表層のＣＯＤの年間平均値は

｢黒部川前」の０．６ｍｇ／２～「小矢部川前」の2.0ｍｇ／０の範囲内にあった。全ての定点でＣＯＤ（表

層）の年間平均値が海域の水質環境基準（Ａ類型：２．０mg／＠以下）を満足した。

尚，本文では観測調査結果については省略し，水質分析結果のみを記載した。

【結果登載印刷物】

平成９年度漁場保全対策推進事業調査報告書平成10年６月富山県水産試験場

－８４－



２生物モニタリング調査

小善圭一

【目的】

底泥中に棲息する生物（ベントス）の種類・現存量を指標とし，富山湾沿岸水域の富栄養化等，漁場

環境の長期的な変化を監視する。

【方法】

(1)調査定点定置網漁場付近の４定点と河口域の４定点の計８定点（図－１）。

(2)調査方法栽培漁業調査船「はやつき」によりスミスマッキンタイヤ型（１／10㎡型）採泥

器を用いて採泥した。採集した底泥の一部は粒度組成等底質の分析に供した。残

りの底泥は１mm目のふるいを用いてマクロベントスを選別しその湿重量測定と種

の同定を行った。

(3)分析項目及び分析方法

粒度組成ふるい分け法（日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針）によった。

強熱減量（ＩＬ）日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針の方法によった。

硫化物検知管法（日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針）によった。

ＣＯＤ日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針の方法によった。

底生生物（ベントス）日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針の方法によった。

(4)調査回数２回（第１回：平成９年５月26,28日，第２回：平成９年１０月26日，２７日）

【調査結果の要約】

(1)底質

本年度は春（５月）の採泥時に定点８で硫化水素臭が認められたが，秋（10月）には全ての定点で硫化

水素臭は認められなかった。硫化物の量は，春，秋ともに定点ｌで最大であり，それぞれ0.20mg／g･dr

yおよび0.18mg／g･dryであったが，水産用水基準の0.2mg／ｇ・dryを超える定点は無かったも最小値は

春が定点４で未検出，秋は定点５の0.01mg／g･dryであった。

ＣＯＤは，春はが4.5～18.2mg／g･dry，秋は4.5～16.2mg／g･dryの範囲にあり，ＣＯＤの水産用環境

基準20.0mg／ｇ・dryを超えることはなかった。前年度と比較すると，ほとんどの定点で春，秋共に大

きな変化は見られなかったが，定点８では春・秋ともに，値が大幅に上昇した。

IL550は春が1.2～8.9％，秋が1.3～5.9％，IL850は春は1.5～10.2％，秋は2.1～7.2％であった。I

L550とIL850の比較ではいずれの定点でも，IL850の方が高い値を示した。

底質および粒度組成は，春の定点4,6および７といった河口域では砂泥質であり，その他の５定点は

泥質であった。秋は定点４および７が砂泥質で，その他の６定点は泥質であった。

(2)底牛牛物（ベントス）

本年度は春（５月）の調査では汚染指標種は確認されなかったが，秋（１０月）の調査時に，定点５で

チヨノハナガイが，定点７でヨツバネスピオが確認された。しかし，これら汚染指標種が優占種となる

－８５－
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【結果登載印刷物】

平成９年度漁場保全対策推進事業調査報告書平成10年６月富山県水産試験場

ことはなかった。

類別個体数を見ると，春の調査ではほとんどの定点で多毛類がの割合が高かったが，定点４では甲殻

類の割合が高かった。秋の調査では春に比べ甲殻類の割合が減少し，特に定点４では減少が著しかった。

定点3,6,7では貝類の割合が著しく増加した。一方定点1,2,5,6では春と同様多毛類の割合が高かった。

前年度と比較すると，春は種数は同程度であるが，種数あたりの個体数は少なくなり，現存量は若干

増加している。秋については種数は多くなっているが種数あたりの個体数は減少しており，現存量も若

干の減少している定点がみられた。

以上，底生生物調査からは特に海域の汚染状態の進行を示す徴候はみられなかった。

ク
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生物モニタリング飼壷定点図

小
矢
認
川

くい
△河口城潤査定点（４定点）
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図－１生物モニタリング調査定点



計12回

計12回

小善圭

【目的】

水質汚濁防止法第１６条第１項の規定の基づき，富山県環境保全課が行う平成９年度富山湾海域（公共

用水域）水質汚濁状況調査について，採水の補助を行う。

【方法】

１調査海域及び定点数

小矢部川河口海域

神通川河口海域

その他の海域

２調査回数

小矢部川河口海域

神通川河口海域

その他の海域

３測定項目

気象：天気，風向，風力，

海象：水温，ｐＨ，ＤＯ，

占
い
占
い
占
い

定
定
定

７
７
皿

毎月

毎月

6，９，

３公共用水域水質調査

１回

１回

１２，１，２，３月

波浪，ウネリ

ＣＯＤ

【調査結果】

栽培漁業調査船「はやつき」を運航し，各調査定点において表層及び水深２ｍ層で採水，測温，ＤＯ

固定等を行った後，富山県環境科学センターへ送付した。

分析は富山県環境科学センターが，取りまとめは富山県環境保全課が行った。

【結果登載印刷物】

平成９年度環境白書平成10年６月富山県

－８７－



４富山湾水質環境調査

小善圭一

【目的】

富山湾における赤潮の発生状況と県内の漁業者等からの依頼による水質等の調査を行い，本県漁場の

水質環境の現況を把握する。

１富山湾赤潮発生調査

【方法】

調査期間に実施した水質分析の結果や公共用水域における水質測定等の調査で得られた赤潮情報から，

赤潮海域の範囲，期間，赤潮構成主要生物を明らかにした。

（１）調査項目

水温，水色，ｐＨ，塩分，プランクトンの同定と計数。

（２）調査実施状況

平成９年５月から９月にかけて，栽培漁業調査船「はやつき」により実施した。また，他の調査

時にも随時水質・プランクトン等の調査を行った。

(3)赤潮の判定基準

赤潮の判定基準は，海水１ｍ０当たり，珪藻類（Chaetocerosspp,Skeletonemacostatum）の

場合は１０４細胞以上，夜光虫（Noctilucascintillans）の場合は数百個体以上が認められ，海域が

変色していたときを赤潮とした。

【調査結果の要約】

本年度に富山湾で確認された赤潮の発生状況を表－１に示した。確認された赤潮は７月17日に珪藻類

(キートセロス）によるものが確認された。また平成10年３月26日～３月30日に例年より１ケ月ほど早

く夜光虫の発生が確認された。

表－１平成９年度赤潮発生状況

発生時期

平成９年７月17日

平成10年３月26日～３月30日

発生海域

岩瀬～滑川沖

氷見～魚津沖

－８８－

主な赤潮構成生物
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７月

12月

１月

表－２平成９年度水質調査

り
り
９

０
０
０

，
Ｄ
Ｄ

２水質調査

平成９年度に漁業者等の依頼によって行った水質調査を表－２に示した。

調査名 調査時期 調査項目

ｐＨ，

ｐＨ，

ｐＨ，

氷見漁協魚市場内活魚水槽の水質分析

黒部漁協魚市場内活魚水槽の水質分析
７
９
，

温
温
温

水
水
水

COD，微量金属

ＣＯＤ

COD，微量金属

塩分，

塩分，

塩分，

、

－８９－

〃

な

黒部ともに活魚水槽内の魚の活力低下が見られたとのことから，市場内の水質分析調査を行っ氷見，

た。

【結果登載印刷物】

し



Ｘ内水面増殖調査研究

１さけ。ます増殖調査

大津順・辻本良

【目的】

秋季の沿岸漁業の重要魚種の一つであるサケは，稚魚の放流サイズの大型化と飼育管理技術の進歩に

より回帰率の向上に努めた結果，近年，本県への来遊尾数は増加し，種卵も県内で供給できるようになっ

た。しかし，稚魚の放流尾数はふ化場の生産能力からみて限界にきており，来遊尾数の増加とふ化放流

事業の安定化のためには，放流稚魚の健苗性の向上と稚魚の生息海域の環境条件を考慮した放流等によ

る回帰率の向上が必要とされる。そこで，サケ親魚の来遊状況の解析，放流稚魚の健康状態，稚魚の降

海後の移動・分布，富山湾沿岸域における滞留期間及び生息環境についての調査によりサケ親魚の来遊

量を予測し，計画的な放流と資源構成を達成することを目的とする。

【方法】

(1)回帰資源調査

サケ親魚の回帰状況は，富山湾沿岸漁獲地区(20地区)及びそ上河川(14水系17河川)におけるサケの漁

獲(捕獲)尾数(旬計)のデータにより調べた。

①年齢組成調査

小川，黒部川，片貝川，早月川，神通川，庄川及び小矢部川にそ上したサケについて尾叉長と体重を

測定し，採取した鱗から年齢査定を行った。

庄川ふ化場において，雌親魚の尾叉長，体重，卵重量を測定し，卵の一部を採取して卵数と卵重を計

測し，１尾あたりの卵数を計算した。また，採取した鱗から年齢査定を行った。

②沿岸環境調査

平成９年度秋季の沿岸環境調査として，東部海域３定点において，平成９年１０月から11月にかけて表

層の水温と塩分を測定した。また，平成８年までの海洋観測の結果とサケ親魚の回帰状況（時期別の回

帰割合，回帰尾数）との相関関係を検討した。

(2)生産技術調査

①管理技術向上調査

ふ化場における飼育管理状況，放流稚魚の性状（大きさ，健康状態）など，来遊予測のための基礎資

料を得るために，県内７カ所のサケふ化場で巡回指導を行い，出生時期別飼育管理データ表の整備促進

を図るとともに，放流稚魚の体重を測定した。また，２月10日から３月24日に，放流直前の稚魚60～10

0尾に対して，常法により海水馴致試験を行って海水適応能を評価した。

－９０－



(3)移動・分布調査

①沿岸調査

降海後のサケ稚魚の生息環境を明らかにするため，平成９年３月下旬から５月下旬にかけて，庄川河

口付近の水域の４定点において，ＣＴＤにより水温と塩分を測定するとともに，ノルパックネット（口径

45cm，GC54)の20ｍ鉛直曳により動物プランクトンを採取し，湿重量を測定した。

②標識調査

庄川養魚場で飼育したサケ稚魚130千尾(平均体重1.759,平均尾叉長58.8mm)に両腹鰭切除による標

識を施し，平成９年３月13日に庄川河口から約10km上流の地点に放流した。放流後，氷見，新湊，四方

及び岩瀬沖の海域で採集調査を実施した。

【結果の概要】

(1)回帰資源調査

平成９年度のサケの来遊尾数は，80,707尾（対前年比68.4％）で，大きく減少した平成８年度をさら

に下回った。このうち，沿岸漁獲尾数は23,405尾（対前年比55.9％，対平成７年比31.6％)，河川捕獲尾

数は57,302尾（対前年比75.3％，対平成７年比52.5％）であった。主要河川における捕獲尾数を見ると，

黒部川と小矢部川では前年よりも増加したのに対し，小川，片貝川，早月川，神通川，庄川では前年よ

りも減少している。来遊尾数に占める河川捕獲尾数の割合は71.0％で，例年よりもやや高かった。

平成９年度の来遊状況は，本州日本海側各県とも不調であり，富山県だけではなく，日本海全域に影

響をおよぼす要因があったと考えられる。通常４年魚として来遊の主体を占める平成５年級群の沿岸滞

留期である平成６年春季の富山湾の表層水温は平年より高めに推移していたことから，平成５年級群が

十分な沿岸滞遊期間をもてなかったことが原因の一つとして考えられる。しかし，来遊尾数は放流稚魚

の健苗‘性と降海後の沿岸環境（水温，動物プランクトン量）の影響による稚魚の生残，回遊期の回遊経

路における環境の影響，来遊期における環境が来遊にもたらす影響などが関連するため，原因を特定す

ることはできなかった。

海面の漁獲のピークは例年と同様10月下旬であった。海面の漁獲尾数を東部(境～石田)，中部(経、

～四方)及び西部(海老江～氷見)に分けてみると，東部で13,718尾(対前年比53.1％)，中部で3,894尾(対

前年比75.7％)，西部で5,793尾(対前年比53.5％)で，いずれの地区も大きく減少した。また，漁獲尾数

全体に占めるピーク時の漁獲割合は前年と比較すると小さくなっていた。

河川での捕獲のピークは10月下旬で，ピークの出現時期は例年と変わらなかった。河川別では，庄川

が23,721尾(河川総捕獲尾数の41.4％)で最も多く，以下小川9,167尾(16.0％)，黒部川7,945尾(13.9％)，

神通川5,929尾(10.3％)であった。

①年齢組成調査

庄川ふ化場で採卵に供されたサケ雌親魚の尾叉長，体重，採卵重量，卵径及び年齢組成を表－１に示

した。年齢組成については現在データのとりまとめ中である。
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表－１庄川ふ化場で採卵に供されたサケ雌親魚の尾叉長，体重，採卵重量，卵径及び年齢組成

平均尾叉長 平均体重 平均総卵重 平均卵数 平均卵径 年齢組成（％）

(c､） (kg） (９） (個） (、） 3歳魚 ４歳魚 5歳魚

10月28日 67.9 3.4 599.8 2926 7.76 30.0 58.3 1１．７

11月26日 70.3 4.0 655.8 2747 7.97 18.3 68.3 1３．３

②沿岸環境調査

東部海域３定点の平成９年度秋季の沿岸水温・塩分は10月が水温22.0～22.1℃，塩分32.28～33.04,

11月が水温18.5～18.6℃，塩分33.24～33.46であった。水温については10月は平年よりやや低く，１１月

は平年並であった。また，平成８年までの海洋観測の結果とサケ親魚の回帰状況（時期別の回帰割合，

回帰尾数）との相関関係を調べた結果，９月上旬の表層水温と10月中旬の回帰割合，１０月上旬の表層水

温と10月中旬の回帰割合など，回帰係数が0.974以上を示す項目が存在した。塩分と高い相関係数を示

す項目は認められなかった。

(2)生産技術調査

①管理技術向上調査

海水馴致試験の結果，４８時間後の生残率は31.7～100％であり，ふ化場，飼育池毎に大きく異なった。

また，平均体重は0.71～2.379であった。

海水適応能が高ければ海水移行時の生残が高いとされているが，稚魚の生残については，放流稚魚の

健苗性と降海後の沿岸環境（水温，動物プランクトン量）の影響が考えられており，海水適応能だけで

判断することはできない。しかし，海水適応能の評価結果は放流稚魚の健康状態をよく反映しているた

めに，ふ化場担当者が自主的に試験を実施しようとする意欲が高まっている。

(3)移動・分布調査

①沿岸調査

庄川河口海域の水深３ｍの水温は，３月中旬から４月上旬にかけて8.7～12.9℃で推移し，その後徐々

に上昇して，５月上旬にはサケ稚魚の沿岸滞留水温の上限である15℃を越えた。平成８年と比較すると，

水温の上昇は早かった。

動物プランクトンの湿重量は平均重量：139mg／haul，範囲：４３～345mg／haulであり，平成８年の

平均重量308.8lng／haulと比較して動物プランクトン量は少なかった。

春季の水温の上昇が早い場合には十分な沿岸滞留期間をもてない稚魚が増えるために，生残率が低下

し，動物プランクトン量が少ない場合には，稚魚の餌が少ないために生残が悪いとされている。しか

し，稚魚の生残については，放流稚魚の健苗性と降海後の沿岸環境（水温，動物プランクトン量）が影

響するため，どの調査項目が稚魚の生残に影響しているかについては明らかではない。
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②標識調査

平成９年３月14日から４月25日にかけて定置網およびサヨリ曳き漁業で，1,485尾のサケ稚魚を捕獲

し，そのうち標識魚は11尾のみであった。１１尾のうち９尾が庄川河口海域で，残り２尾がそれぞれ氷見

と岩瀬で再捕された。再捕魚の平均体重±SDおよび平均尾叉長±SDはそれぞれ1.2±０．７９，５０±８ｍｍ

であった。今年度は大型稚魚の標識放流を行ったにもかかわらず標識魚の再捕尾数が少なかった。これ

は，水温の上昇率等が影響していると考えられるものの，その原因を明らかにすることはできなかった。

【調査結果登載印刷物等】

平成９年度さけ．ます資源管理・効率化推進事業報告書（平成10年９月予定）
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２降海‘性マス類増殖調査研究

辻本良

【目的】

サクラマス資源の造成・増大を図るための知見を集積するために,、サクラマスのスモルト幼魚を育

成し，標識放流を行うとともに，河川・沿岸域におけるサクラマスの生態，回帰親魚の漁獲実態等を明

らかにする。また，深層水を用いて親魚を養成し，種卵を安定的に生産するための技術開発を行う。

【調査方法】

さけ．ます増殖管理推進事業実施基準（水産庁振興課）に基づき，以下の調査を実施した。

１回帰資源調査

①沿岸海域及び河川での漁獲

富山湾沿岸域と神通川及び庄川の漁獲状況及び親魚の回帰状況を調査し，サクラマス資源に関す

る漁業データを集積した。

②沿岸環境調査

漁獲量との関係を明らかにするために，親魚の回帰時期において海洋環境調査を行った。

２生産技術調査

①管理技術向上調査

県内河川のサクラマスの放流量を把握した。

②親魚蓄養技術調査

②－１深層水による親魚養成水産試験場深層水利用研究施設のサクラマス飼育棟内の25トン

水槽６基を用いて親魚を池中飼育し，採卵をした。

②－２そ上親魚の長期蓄養庄川においてそ上親魚を捕獲し，親魚を長期蓄養し，種卵を安

定供給するための試験を行った。

③幼魚生産技術向上調杏

深層水飼育親魚から得られた稚魚を飼育し，成長及びスモルト率を調べた。

３移動分布調査

①河川調査

飼育幼魚に鰭切除標識を施して放流し，天然魚及び標識魚の分布，成長，降海時期及び食性の調

査を行った。

②沿岸調査

標識放流幼魚及び天然幼魚の沿岸域での出現時期，大きさ及び回遊経路の調査を行った。
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【調査結果】

回帰資源調査

沿岸海減及び河川での漁獲① 

1;i山湾沿岸における平成9年度のサクラマスi.(i'.1些訟は刊Okg(定置網361kg，漁船漁業39kg: i:';山

水試品lべ)で lIiH1154年以降最低の漁獲訟であった(位ト 1)。 漁獲量のピークは 4n '"1'旬に87kg

(218% )と 5刀上旬に83kg(20896)が凡られたが，そのピークは手1::'j;~' に小さいものであ っ た

( I主1-2 )。 市場別に見ると虫剤lが29 ， 096. 氷}~がlI 8 ，0% を占めた。
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表１神通川水系のサクラマス漁獲量経年変化（富山漁協漁業権管内）（単位：ｋg）
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計熊野川神通川 井田川 山田川年

②沿岸環境調査

富山湾の岩瀬北方沖４マイルの地点（St､6）における水温の経月変化を図－３に示した。平成９

年１～６月の富山湾の水温は例年よりやや高い傾向にあり，漁獲量は過去最低であった。
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----°…ニジマス用配合餌料

一一生餌（オキアミ＋イカ）

表２平成９年度富山県におけるサクラマス放流状況

２生産技術調査

①管理技術向上調査

富山県のサクラマス放流尾数を表－２に示した。

尾数

(千尾）

体重

（９）
備考年月日河川 場所

ｅｊ１０００
、‐〆

1畑Ｉ

種５００

深層水池産系

神通川そ上系

神通川そ上系

神通川そ上系

神通川そ上系,河川敷飼育池で

飼育後秋季に放流

神通川そ上系,脂鰭切除

庄川池産系,脂鰭切除

庄川池産系,脂鰭切除

庄川池産系,脂鰭切除

深層水池産系,右腹鰭切除

深層水池産系,左腹鰭切除

野積川・久婦須川・室牧川

野積川・久婦須川・室牧川

第三ダム下

第三ダム下

婦中町萩島地先

富山市吉倉地先

合口ダム下

合口ダム下

合口ダム下

合口ダム下

大門町二口地先

井田川水系

井田川水系

神通川

神通川

神通川

神通川

庄川

庄川

庄川

庄川

庄川

３０７．１

３０

２０９０．８

１８６３．５

２２５２．４

０．９９８．８

４７７．１

３８１０．５

２６１３．１

７６１３．２

２２３１．７

9７．０６．２５

９７．１２．３１

９７．０４．０１

９７．０５．０１

９７．０５．２８

９８．０３．１９

９７．０７．２９

９７．０８．２１

９７．１０．０２

９７．１０．０８

９８．０３．０４

親魚蓄養技術調査

－１深層水による親魚養成

水産試験場深層水利用研究施設での親魚飼育は，第２期群（平成６年生まれ）として神通川そ上

系スモルト幼魚1,200尾を供試した。ニジマス用配合餌料と生餌（オキアミ＋イカ）を用いて成長

比較を行った。第２期群の成長結果を図－４に示した。海水馴致直後の４月231］にはニジマス用配

合餌料区の平均体重±ＳＤが59.8±14.59で，生餌区が57.6±18.0gであった。９月までは両区ともほ

ぼ同様の成長を示したが，９月以降ニジマス用配合餌料区に胃鼓脹症が発生し成長が停滞した。生

餌区は１年半の飼育を続けた結果，平均体重±ＳＤが1,100±3619に成長し，最大の個体は2,1009の

雌であった。雌209尾，雄49尾より２５万粒の卵が得られた。

１－

②
②
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図４深層水を用いたサクラマス親魚成長結果（平成８～９年）
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第3期群(平成7年生まれ)として神通川そ上系スモルト幼魚2，000尾を供試した。第 1期及び

第2期飼育群にガス病の発生が見られたため，曝気槽を設置し飼育水を曝気した池と，曝気をしな

い池を設け， 4月14日から 6月23日までの期間のガス病の発生や成長への影響を調査した。第3期

群の成長結果を図・5に示した。 海水馴致前の4月14日の平均体重:l:SDが曝気有群が40.7:1:7.9g ， 

曝気無群が44.9:1:10.0gであった。飼育2ヶ月間経過後の6月23日に，曝気有群と曝気無群につい

て眼球の気泡の有無によるガス病の発生状況と成長を調べたところ，曝気無群では85.0%の個体に

気泡が見られガス病にかかっていることが確認されたのに対して，曝気有群では1.7%の個体に気

泡が見られたのみであった。 6月23日の体重は曝気有群が107.7:1:27.4 g ，曝気無群が109.6:1:23.3

gで、成長に有意な差は見られなかった。
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図5 深層水を用いたサクラマス親魚成長結果(平成9年度)

②-2 そ上親魚の長期蓄養

庄川において，平成9年5月17日から 6月8日かけて捕獲した回帰親魚28尾を用いて長期蓄養を

行った。捕獲後の5月25日から 6月16日にかけて10尾がへい死したことから，捕獲時の魚体の取り

扱いによる魚体の損傷が問題であると考えられた。秋季に雌13尾から38千粒を採卵した。

③ 幼魚生産技術向上調査

庄川養魚場において深層水で飼育した親魚から得られた稚魚の飼育を行った。平成9年4月1日

に平均体重0.22g，平均尾叉長3.2cmであったものが，平成10年3月4日には平均体重31.7g，平均

尾叉長14.4cmに成長し スモルト率は69.0%であった。昨年の神通川そ上系の飼育結果(平均体重

31.5g，平均尾叉長14.8cm，スモルト率71.8%)と比較して同等であった。

3 移動分布調査

① 河川調査

庄川において平成9年7月29日から10月8日にかけて庄川池産系(脂鰭切除)，深層水由来系

(右腹鰭切除)を放流し(表2参照)，追跡調査した。放流地点下流域において11月7日に脂鰭15尾，

-98 -



右腹鰭９尾，無標識２尾を捕獲した。胃内容物重量の平均値±ＳＤはそれぞれ，０．１５±0.069,0.14

±0.069及び０．１９gであった。１２月17日には脂鰭２尾，右腹鰭３尾を捕獲し，胃内容物重量はそれぞ

れ0.22g及び0.13±0.10gであった。放流魚の胃内容物重量から十分な摂餌状態であったと考えられ

るが，天然魚の採捕数が少なかったため比較はできなかった。

②沿岸調査

庄川において平成８年10月１日に右腹鰭切除標識魚100千尾，平成９年１月20日に青色リボンタッ

グ「卜」１０千尾，平成９年３月17日に左腹切除標識魚21千尾を放流し，沿岸海域での出現状況を調

査した。サヨリ引き漁業によって捕獲された幼魚は25尾で，そのうち標識魚は右腹鰭５尾，左腹鰭

３尾であった。定置網で捕獲された幼魚は90尾で，そのうち右腹鰭１１尾，左腹鰭３尾であった。青

色リポンタッグ標識魚は再捕されなかった。

【調査結果登載印刷物等】

平成10年度サクラマス資源増殖振興事業報告書（印刷予定）

－９９－



３海産アユ種苗回帰率向上調査

田子泰彦

【目的】

アユ資源の増大を図るためには,湖産アユ，人工産アユの安定的な放流に加えて，最も大きい資源と

推定される海産遡上アユの増大が望まれる。しかし，本県の海産アユについては遡上量をはじめとして，

その生態も十分には明らかにされていない。このため，湖産に標識（鰭切除）を施して放流し，これの

追跡調査や漁業・遊漁における混獲状況などから，放流後の湖産の分散・生残状況及び行動特'性を明ら

かにするとともに，海産遡上量の推定を行う。また，海産アユの生態を解明することにより，アユ資源

全体の効率的な利用・増大策の策定に資する。

調査河川の概要

神通川は飛騨山地の川上岳（1,626ｍ）に源を発し，岐阜・富山両県を貫流して富山湾に注ぐ，流路

延長120kｍ（富山県内46km)，流域面積2,720kni，平均河床勾配１／150～１／800の富山県下最大の河川

である。岐阜県ではこの川を宮川と呼び，北アルプスの槍ケ岳（3,180ｍ)，穂高岳（3,190ｍ）に水源

を発する高原川と岐阜と富山の県境付近で合流し，富山平野を北流し，富山市の中央部を流下して，富

山湾に注いでいる。また，河口から10km付近では西笠山（1,697ｍ）に水源を発する熊野川が，９km付

近では楢峠（1,226ｍ）に水源を発する井田川が神通川に合流している（図－１）。

県内の神通川本川には３つのダムがあり，最下流に位置する神通川第三ダムから河口までの平野部の

流長は約24kmであり，アユの遡上できる範囲はこの区間及び支川に限られる。河床が蝶であるのは河口

から６km付近から上流域で，アユ漁の漁場が形成されている。なお，アユの他にこの区間に棲息する魚

類は，サクラマス，サケ，ウグイ，コイ，ウナギ，カジカ，アユカケ，カワヤツメなどである。

神通川の大沢野と神通大橋における1991～1995年の河川流量の月変化を表－１に示した。この５か年

の年平均流量は，大沢野（河口から22.2km）で77.90トン／秒，神通大橋で174.76トン／秒である。この

２地点の流量差からも分かるように，神通川第三ダムにおいて発電用水及び農業用水等で取水されてい

るとともに，下流部では熊野川と井田川が合流している。アユ漁の盛期である８月においても，神通川

の中下流部の主な漁場の流量を表している神通大橋（154.75トン／秒）に比べて，神通川の上流部の主

な漁場の流量を表している大沢野では73.26トンと少ないが，通常のアユの遡上・分散には悪影響を及

ぼさない流量と考えられる。

神通川のアユの全放流尾数は，1978年には132万尾であったが，以後年々ほぼ直線的に増加し，１９９７

年には450万尾（3.4倍）に増加した（図－２：富山漁協資料)。このうち，人工産の占める尾数は，1983

年以降140～150万尾と頭打ちの状態にあり，湖産アユが増え続けている。湖産アユが全放流尾数に占め

る割合は，1997年では67.8％（305万尾）であった。

一方，漁獲量は，1978～1987年までは133～149トンの範囲でほぼ横ばいに推移したが，1988年以降は

減少し，1993年には８３トンと最低を記録した。しかし，1995年には121トンと少し回復している（図－３：

北陸農政局富山統計情報事務所資料)。

－１００－
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表－１神通川の大沢野と神通大橋における河川流量の経月変化
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図－３神通川のアユ漁獲量の経年変化
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【調査方法】

１遡上稚魚調査

神通川での遡上稚魚の大きさを調べるために，神通川の下流域（河口から約６kｍ：Ｓｔ､1;図－１）に

おいて，漁業者の川舟を用船して，２８節の投網により，平成９年５月１２日，５月30日及び６月１３日に遡

上稚魚の採集を行った。採集した稚魚は，標準体長と体重を測定した。

遡上期の神通川河口沖の環境条件を調べるために，富山水試の調査船「はやつき」（１９トン）を用い

て，平成９年４月14日及び５月１日に，Ｓｔ.'(距岸250ｍ)，Ｓｔ,2(500ｍ)，Ｓｔ､3（１km)，Ｓｔ,4（２km）（図－

１）の水温，塩分，濁度及びｐＨを測定するとともに，Ｓｔ.lにおける水温と塩分の垂直分布をＣＴＤによ

り調べた。

２標識放流調査

放流湖産アユの混獲状況から，海産遡上量の割合を推定するために，放流湖産アユ（滋賀県彦根産）

の鰭を切除し，これの追跡調査を行った。鰭切除は，1997年５月16日に25千尾（標準体長10.3±1.0cm，

体重13.1±4.29;Ｎ＝100:脂鰭と左腹鰭）及び６月４～５日に46千尾（標準体長9.3±0.8cm，体重9.8±2.9

9;Ｎ＝60:脂単独）行い，河口から１４km上流の神通川に放流した（図－１）。また，標識魚の一部を富山

県水産試験場の飼育池（長さ1.95ｍ×幅1.45ｍ×高さ0.66ｍ）３面で８月１日まで飼育し，生残率と標

識率を調べた。標識魚の搬入日，尾数及び飼育水温は，５月19日，319尾，１８℃（NQ1池），６月５ｐ，

224尾，18℃（NO2池）及び６月５日，224尾，１３℃（NO3池）であった。

神通川における標識魚の追跡調査は，神通川下流域で川舟を用いての投網による採捕を，７～１０月に

かけて月にｌ～２回行うとともに，他箇所でも随時行った（調査地点は図－４に示した)。また，富山

市中央卸売市場において標識魚の混獲状況調査を旬にｌ～２回の割合で行った。

３産卵親魚調査

産卵期における海産アユの生残状況を明らかにするために，神通川下流域（図－１）で，川舟を用い

て投網による採捕を行い，標識の有無により放流湖産アユの混獲割合を調べた。

４降下仔魚調査

神通川での仔魚の降下状況を調べるために，神通川の下流域（図－１）において，平成９年１０月15日，

10月31日及び１１月14日に，仔魚の採集を行った。仔魚採集は，口径45cm，網目の大きさ0.3mmの仔魚ネッ

トを，18:00～22:００にかけて２時間おきに５分間，２カ所に設置することにより行った。併せて，水温，

濁度，ｐＨ及び流速を測定した。水温は水銀棒状温度計を，濁度は濁度計を，ｐＨはｐＨメーターを，

流速は電気流速計を用いて測定した。なお，流速の読みとりは流速の安定性を考慮して，最小単位を５

cm／秒とした。

海域表層における仔魚の分散状況を調べるために，「はやつき」により，平成９年10月21[1,11月１３

日，１１月14日及び12月１１日に，神通川沖の富山湾（図一ｌ：Ｓｔ､１，Ｓｔ､２，Ｓｔ､３，Ｓｔ､４）で仔魚を採集し

た。仔魚の採集は，口径80cm，網目0.3mmの仔魚ネットを用い，船の速度約２～３ノットで，１０分間の

曳網により行った。採集した仔魚は，８０％エタノール溶液で保存の後，計数した。併せて，表層の水温，

塩分，濁度及びｐＨを測定した。塩分は電気伝導度塩分計を用いた。

－１０３－
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【調査結果の概要】

１遡上稚魚調査

遡上期の神通川沖の富山湾の表層における環境調査結果を表－２に，河口から沖合い約250ｍの地点

における水温と塩分の垂直分布を図－５（４月14日）及び図－６（５月１日）に示した。表層では４月

14日では水温は11.2～11.8℃に，塩分は26.60～31.56に，濁度は0.7～0.9mg／、，５月１日では水温は12.7

～13.5℃に，塩分は12.64～20.28に，濁度は2.2～2.8mg／dにあった。４月14日と比べて塩分が低く，濁

度が高かったが，これは神通川の増水によるものと考えられた。Ｓｔ､1における水温と塩分の垂直分布を

みると，両調査日とも水温は表層約２ｍ以内で少し変動し，それ以深では徐々 に低下を，塩分は表層約

２ｍ以内では大きく変動し，それ以深では徐々に上昇した。

神通川下流域で採集した各調査日の稚魚の標準体長の頻度分布を図－７に示した。稚魚の体長は５月

12日では，5.5～9.9cmの範囲に，モードは7.0～7.4cmにあり，平均は7.0cmであった。５月30日では，５．５

～10.4cmの範囲に，モードは7.0～7.4cmにあり，平均は7.5cmで，５月12日とほぼ同じであった。６月１３

日では，6.0～12.9cmの範囲に，モードは8.0～8.4cmにあり，平均は8.5cmで，前２回の調査よりも，魚体

は大きくなっていた。５月30日及び６月13日には体長10cmを越える個体が出現しているが，これは調査

場所に定着し，石垢を食べて大きくなったものと考えられた。

表－２平成９年度アユ湖上環境調査（神通川沖）
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２標識放流調査及び産卵親魚調査

標識魚の生残試験水産試験場で飼育した標識魚の生残率の変化を図－８に示した。３池ともへい死魚

Iま搬入後，２～３週間以内が多く，それ以後は徐々に少なくなった。富山県でのアユの解禁日である６

月21日時点での生残率は，ＮＯｌ池では58.6％，ＮＱ２池では52.7％及びNQ3池では53.6％であった。試験

終了の８月１日の生残率は，ＮＯｌ池では45.5％，ＮＯ２池では35.3％及びNO3池では22.8％と，３池とも

低かったが，その中ではＮＯｌ池が最も高く，ＮＱ３池が最も低かった。また，ＮＯ２池とNO3池では，６月

中旬頃までは同じような生残率の変化を示したが，６月下旬以降は両者の生残率に差が見られるように

なり，Ｎｑ３池の方がNO2池より生残率が低かった。これは，水温の差によるものと考えられるが，湖産

アユでも仔魚の採集から蓄養過程の違いなどで，放流群によっては健苗‘性が大きく異なると考えられる。

今回の低生残率が冷水病に起因するものか否かは明かではないが，冷水病の蔓延と被害が全国的に及ん

でいることから，今後冷水病の防除対策も考えていく必要があると思われる。

なお，８月６日時点における切除鰭の標識としての有効性を確認したところ，６月４～５日に切除し

た脂鰭では，95.9％（117／121尾）が標識として有効であったが，５月１６日に切除した腹鰭では，再生

が認められなかったのは28.2％（24／85尾)，標識として全く区別できなかったのが43.5％（37／85尾)，

再生はあったが標識として区別できたのが28.2％（24／85尾）であり，腹鰭は標識の有効‘性が低かった。

以上の結果から，市場調査では脂鰭の確認のみを行った。
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日から９月26日までの間に計14回行い，合計5,783尾のアユを調べた。なお，同市場にアユを出荷して

いる漁業者は，中下流域の人が多かったが，少しではあるが上流域の漁業者もおり，上流から下流まで

の各所から，アユが出荷されていたものと考えられる。
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日の8.3%で，平均の混獲率は1.7%であった。 7月10日の8.3%と9月26日の0%を除くと，標識魚は，

時期に関係なく， 1-2 %のほぼ一定の混獲率で確認できたことから，解禁以降に新たな海産アユ資源

の添加はなく，海産アユと放流アユのバランスは同じように推移したと考えられた。

投網等による追跡調査結果 投網等(新婦大橋は友釣り)による標識魚の追跡調査及び産卵親魚調査結

果を表ー4に示した。標識魚の追跡調査は6月29日から9月24日までの聞に13回行い，計767尾のアユ

を調べた。標識魚は， 0 -7.1%の混獲率で確認できたo 最も混獲率が高かったのは 6月29日の7.1% 

で，平均の混獲率は3.4%であった。標識魚は，放流場所に近いほど多く捕れるという傾向はあったが，

それでも各所で標識アユが確認できたことから，時間とともに放流地点からの分散が進んだものと考え

られた。

最下流域に近い産卵場(富山北大橋~神通川大橋)では， 10月17日に1.3%(8/611尾)， 10月28日

には1.1% (8/701尾) 全体では1.2%(16/1，312尾)で標識魚が確認された。神通川の産卵親魚の平均

体重は50g前後であったが， 10月28日の魚体は雌雄とも10月17日と比べて少し小さく，また肥満度は特

に雄で低くなっていた。これは産卵行動により体力の消耗した個体が多くなったためと思われた。

海産遡上尾数の推定 平成9年の富山漁協公表の神通川での放流尾数は，湖産が3.050千尾，人工産が

1，450千尾であったo 同漁協の放流尾数の算出方法は，重量を一律3.6gで除する方法を用いている o し

かし， 2回の標識時の体重が， 131g及び9.8gであったことから，実際の放流数は，漁協公表尾数の 1/

3とみなすことができ 湖産アユは1.017千尾 人工産アユは483千尾となる。さらに 放流から解禁時

までの生残率をNo.1池の58.6%を使用すると，解禁以降に生残していた湖産アユは596千尾，人工産ア

ユは283千尾と推定される。同様に標識放流した群も42千尾となるo 脂鰭の有効標識率は95.9%を用い，

解禁後から産卵期に至るまでの海産アユの生残率を 放流魚と同等と仮定する o

これらの数値を用いて，極めて単純に市場調査の初期(6月23-7月3日:1.3%)の混獲率から海

産アユの尾数を求めると，
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これらから，アユの漁期の当初にいた海産アユは約220万尾と推定される。

今後，市場での水揚げ量や全体の漁獲量が明らかになれば，より正確な統計処理を行う予定である。
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表-3 平成9年度市場調査結果(富山市中央卸売市場)

調査日 調査尾数綴織尾数混獲率標織魚平均

(%) 全長 (cm) 

6月23日 260 0.4 17.0 

6月30日 1024 18 1.8 16.4 

7月3日 1043 12 1.2 15.2 

7月10日 60 5 8.3 15.9 

7月19日 549 13 2.4 16.1 

7月25日 407 8 2.0 16.0 

7月31日 356 8 2.2 16.0 

8月7日 212 3 1.4 15.8 
8月13日 300 0.3 17.0 

8月26日 256 3 1.2 19.5 

8月28日 588 6 1.0 18.1 

9月9日 632 18 2.8 18.1 

9月18日 42 2.4 15.5 

9月26日 54 O 0.0 

S十 5783 97 1.7 16.7 

表-4 平成9年度神通川標識アユ追跡調査友ぴ産卵親魚調査結果

調査日 場所 調査尾数 魚体測定尾数 BW(g) 標織尾数混獲率(%)

6月29日富山空港 (st4) 84 84 30.1土 9.9 6 7.1 
7月2日第3ダム(st6) 59 59 20.1 :t: 6.2 4 6.8 
7月8日富山北大橋(st1) 98 98 26.1 :t: 10.0 4 4.1 
7月19日富山空港 (st4) 14 14 26.6土 7.1 o 0.0 
7月30日富山北大橋(st1) 138 138 27.4土 8.0 4 2.9 
8月24日新婦大橋(st5) 5 5 85.7 :t: 11.9 o 0.0 
8月26日富山北大橋(st1) 28 28 45.7 :t 12.3 。 0.0 
8月30日新婦大橋(st5) 50 50 66.9 :t 20.4 2 4.0 
8月31日新婦大橋(st5) 21 21 75.1土 14.4 4.8 
9月1日富山空港 (st4)* 4 4 31.7:t: 12.9 3 75.0 
9月8日有沢橋(st3) 9 9 56.9土 10.2 。 0.0 
9月9日婦中大橋(st2) 90 90 61.9 :f: 23.9 4 4.4 
9月9日富山北大橋(st1) 115 11 5 52.3土 20.8 0.9 
9月24日富山北大橋(st1) 56 56 43.7:t: 17.4 。 0.0 
10月17日富山北大橋(st1) 611 

雌 127 127 50.6 :t: 17.1 0.8 
雄 484 145 50.4 :t: 16.8 7 1.4 

10月28日富山北大橋(st1) 701 
雌 199 156 41.4土 14.9 2 1.0 
雄 502 302 43.6 :t: 13.9 6 1.2 

8十 2083 1501 45 2.2 

-富山空港対岸のサクラマス飼育池の排水路
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3 降下仔魚調査

神通川下流域における降下仔魚の採集結果を表ー 5に示した。降下仔魚は10月15日から11月14日にか

けてみられたが，採集尾数は計252尾と極めて少なかった。また，流量トン当たりの尾数も最も多いも

ので10月31日の22時の1.78尾と少なかったが これは神通川が大河川で，仔魚の採集筒所を本流筋から

離れた緩流域で行なわざるを得なかったためと考えられる。なお， 11月14日には調査地点より約200m

上流の瀬(流速1m/秒)で試験的にアユの採集を行ったところ， 18:30には3.65尾/トン， 20:30には

3.86尾/トンの仔魚が採集でき，それぞれ調査地点よりも多い結果が出た。このことからも，降下仔魚

の数は単純に流量に比例するものではなく，流れの筋等を考慮する必要があると思われた。

神通川沖の富山湾での仔魚の採集結果を表-6に示した。仔魚は10月21日から12月11日にかけてみら

れたが， 12月では仔魚数は少なくなった。採集地点別の仔魚数をみると，特に一定の傾向はみられず，

河口から 2km 以内ではほぼ一様に分散しているものと考えられた。

なおt 11月13日は海面が大きなうねりの状態の時で， 11月14日は海面が凪いだ状態であったが，仔魚

数にはそれほどの差がみられず，一部の仔魚は大きなうねりの時でも表層にいるものと考えられた。

表-5 平成9年度降下仔アユ調査結果(神通川:富山北大橋)

調査日 調査時間水温流速(cm/sec)pH 濁度 仔魚数 トン当たり尾数
(t) 岸 中 (mg/I) 岸 中 岸 中

10月15日 18:00 14.5 45 55 7.7 1.7 。o 0.00 0.00 
20:00 13.9 40 50 7.6 2.0 6 0.05 0.25 
22:00 13.4 45 50 8.3 1.7 o 4 0.00 0.17 

10月31日 18:00 11.0 50 60 7.1 1.6 6 4 0.25 0.14 
20:00 10.7 50 60 7.1 2.6 。3 0.00 0.10 
22:00 10.4 50 60 7.1 1.6 17 51 0.71 1.78 

11月14日 18:00 11.6 45 50 7.0 0.9 11 18 0.51 0.75 
20:00 11.5 45 50 7.0 1.3 37 39 1.72 1.64 
22:00 11.4 45 50 7.1 0.8 18 37 0.84 1.55 
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表－６平成９年度アユ仔魚分布調査（神通川沖）
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４河川内有効利用調査研究

田子泰彦・辻本良・大津順

【目的】

近年，県内の河川においては関係者による種苗放流の努力にもかかわらず，河川開発や河川工事に伴

う河川環境の悪化などによって水産資源はなかなか増大せず，魚種によっては減少傾向を示しているも

のもある。また，サケ・サクラマスやアユの放流種苗の増殖場においては，周辺の開発や農業用水路の

改修などによって飼育水の確保や良好な水質の維持が年々困難な状況になっている。本研究では，河川

構造と棲息魚類の関係，魚道の効果，産卵場の造成効果及び河川敷の有効利用法などを調査・解析する

ことによって，河川全体を水産業の立場から総合的に有効利用する方策の確立に役立てる。

【調査方法】

１河川構造と棲息魚類の関係調査

(1)魚に配慮した護岸工事後の河川構造と棲息魚類調査

上市町北島地先のスーパー農道と下流東橋の間の上市川（図－１:約1.3km）において，富山県（立

山土木事務所）は平成元年から魚の棲息に配慮した「自然にやさしい河川づくり」の工事を実施して

いる。本区間での工事による魚類への影響を調べるために，平成９年５月27日には目視による状況調

査を，８月19日と同年９月２日には河川構造と棲息魚類を調べた。河川構造の調査は，水深は金尺を，

河幅は巻尺を，流速は電気流速計を用いて測定した。なお，流速の読みとりは流速の安定‘性を考慮し

て，最小単位を５cm／秒とした。棲息魚類の調査は目視及び26節の投網（約10回の打網）を用いて行

い，投網では８月19日は夜間（20:00～21:00）に，９月２日は昼間（１４:00～16:00）に行った。

顕ＩＥ

ダム

図－１上市川における河川構造と生息魚類調査区域図

(2)神通川及び庄川での淵の調査

神通川と庄川に存在する淵の大きさと数を明らかにするために，平成９年１０月７日には庄川で，同

月14日には神通川で，それぞれ最下流に位置するダムから下流のアユの漁場において，川舟に乗って

流れを降りながら，測深用として魚群探知機と目印をつけた竹竿を用いて淵の存在場所を，肉眼で淵

の長さを調べた。川の流れが分流している箇所では，水量の多い方の流れを降った。淵のタイプは，

－１１２－



Ｍ型（蛇行型)，Ｒ（岩型)，Ｓ型（基底変化型）及びその複合型に分類した。

(3)神通川下流域における構造と海水の侵入状況調査

神通川下流域（Ｂｃ型域）における河川構造及び海水の侵入状況を調査するため，橋などの構造物

を目安に，Ｓｔｌ（0.4km:河口からの距離;以下同じ)，Ｓｔ,２（0.8km)，Ｓｔ､３（1.5km:萩浦橋)，Ｓｔ､４（２．３

ｋm)，Ｓｔ,５（3.0km:中島大橋)，Ｓｔ､６（3.4km)，Ｓｔ,７（４１km)，Ｓｔ､８（4.7km)，Ｓｔ､９（5.1km）の９定点を

設定した（図－２）。各定点において，平成９年８月29日には，船外機船によって，川の流れに対し

て垂直方向に速度約１～３ノットの低速で航行し，魚群探知機を用いて約１０秒ごとの水深を測定して，

横断面の構造を調べた。最大水深の箇所においては，表層の水温を水銀棒状温度計により，0.5ｍご

との塩分をCTD（アレック社AST500DK）により測定した。なお，Ｓｔ､9は左岸側と右岸側に分流

した流れのうち，左岸側の流れを測定した。調査はStlから実施し，調査時刻は，Ｓｔ､1～６は10:36～

１２:20,Ｓｔ､7～９は13:00～13:50であった。

同年10月２日には，８月29日の調査項目に加えて，各定点の表層と底層の水を転倒式採水器を用い

て取水し，水産試験場においてｐＨ，濁度及び塩分を，また，各底層とSt､１，Ｓｔ５及びSt､9の表層につ

いては，ＤＯも測定した。ｐＨは，濁度，塩分及びＤＯの測定は，それぞれｐＨメーター，濁度計，電気

伝導度塩分計及びウインクラー法によった。調査時刻は，Ｓｔ.l～４は１０:45～１２:20,Ｓｔ､5～９は13:３０

～14:50であった。

(4)黒部川アユ棲息状況調査

出し平ダムの排砂で著しく河川構造に影響を受けた黒部川で，アユの棲息状況を明らかにすること

により，アユを対象とした黒部川の漁業振興策の策定に資する。

①海産アユ遡上調査

海産アユの遡上状況を調べるために，黒部川内水面漁協の協力を得て湖産アユが黒部川に放流され

る以前の平成９年５月13日の午前９時～午後３時の間に，河口から若栗地先にかけての１０地点（荒俣，

高畠，飛騨，板屋，出島，沓掛，荻生，福島及び若栗：図－３）で，２６節の投網を用い，ｌ地点当た

り30～50回の打網によりアユの採捕を行った。

なお，地場系の海産稚アユを増やす目的で，採捕した椎アユの一部を黒部川内水面漁協にある円形

水槽（3.3トン）で産卵期までの飼育を試みた。

②アユ仔魚の降下状況調査

アユ仔魚の降下状況を調べるために，平成９年１０月20日～同年１１月19日に３回，下黒部橋付近の黒

部川右岸及び左岸の２カ所（図－３）において，口径45cm，網目0.3mmの仔魚ネットを２個用い，１８：

００～22:00にかけて２時間ごとに５分間設置して仔魚を採集した。また，調査地点において１ｍごと

の水深と流速を測定し，河川断面と流量を算出し，降下仔アユ量を推定した。

なお，排砂影響調査は，７月１０日の排砂後黒部川では大出水が続いたため，行わなかった。
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２魚道の効果調査

富山県（水産漁港課）が遡河性魚類の資源保護のために，朝日町横尾地内と笹川地内の笹川及び魚津

市鹿熊地内の角川に設置した３カ所の魚道（図－４）において，主に海産アユの遡上状況を調べた。調

査は魚道より上流域に湖産アユが放流される前の平成９年５月27日に，魚道の上下流部で26節の投網を

用い，約10回打網してアユを採集することによって行った。また，採集地点における水温，濁度及びｐ

Ｈを測定した。

なお，朝日町横尾地内の笹川の魚道は砂防堰堤の右岸側に平成６年に設置され，長さ２０，，幅3.6ｍ，

高さ3.0ｍ，同町笹川地内の魚道は砂防堰堤の右岸側に平成８年に設置され，長さ１７，，幅５ｍ，高さ3.1

ｍ，魚津市鹿熊地内の魚道は，農業用水取水用の頭首工の左岸側に平成７年に設置され，その構造は長

さ8.0,,幅3.5ｍ，高さ１５ｍのいずれも階段式魚道である。

図－４魚道効果調査位置図（1997.5.27）

３アユ産卵場造成効果調査

庄川沿岸漁業協同組合連合会は，海産アユ資源の増大を目的に，平成９年９月28日から同年11月30日

までの期間，南郷大橋の上下流１kmの範囲にアユ親魚の保護区域（親魚捕獲禁止区域：図－５）を設定

し，平成９年10月２日にはブルドーザーを用いて，保護区域内の３カ所に河川の流れに対して垂直に耕

運し，産卵場を人工的に造成した。

この保護区域の設定と産卵場造成の効果を調べるために，保護区域の下流域（高岡市伏間江地先）で

アユ仔魚の降下状況を調べた。なお，保護区域の上流地点では前年度は仔魚はほとんど採集されていな

い。仔魚の採集は，平成９年10月９日～１１月20日に４回，口径45cm，網目0.3mmの仔魚ネットを２個用

い，１８:００～22:00に２時間おきの５分間設置により行った。また，各調査地点において１ｍごとの水深

と流速を測定し，河川断面と流量を算出し，降下仔アユ量を推定した。
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4 河川敷の有効利用調査

(1)河川敷利用状況調査

県内の各河川において，水産増殖用に河川敷を利用している状況を現地調査と利用者の聞き取りに

より調べた。また，庄川河川敷内のサケの飼育池(図ー 5:昨年度調査した池より下流に造成した池)

に平成9年12月~翌年4月にかけて30分間隔のデーターロガー式の水温計を設置し，水温の連続変化

を調べたo

(2) サクラマス育成池調査

富山漁業協同組合(以下富山漁協)は，放流用のサクラマス稚魚の効率的な増大を図るために，婦

中町土淵地先の神通川左岸(図ー 6)に一時的に飼育池を造成し，平成9年5月28日にサクラマスの

稚魚 (225千尾)を収容し アユ漁の終期に近い平成9年10月2日に放流(下流部の堰板を外し，稚

魚を追い出す)するまでの間，稚魚の育成を行った。期間中は原則として毎日午前と午後の2回，市

販のニジマス用配合飼料を魚体重の約2%となるように給餌した。

河川敷を利用した飼育池の有効性を明らかにするために 富山漁協と共同して，本飼育池でのサク

ラマス稚魚の成長，食性 飼育池の構造及び水質の経月変化を調べた。サクラマス稚魚は月 1回投網

により採集(時間は午後)し，麻酔して魚体測定を行った後，約20尾を10%ホルマリン溶液で固定し，

胃内重量，胃内容物を調べた。池の構造と水質を調べるため， St.4において(図ー 7)，水深，池幅

及び流速の物理的環境，水温，濁度， pH及びDOを測定した。流速は中心部と両岸から 1m内側に入っ

た3地点の表面，中層及び底層の 3カ所で、水温は表層で測定した。また，平成7年度に同池で育成

し，脂鰭を切除して放流した稚魚(7千尾)の回帰状況を，漁業者5人の漁獲日誌と神通川鮭鱒増殖

場でのサクラマスの採卵日誌より調べた。

11ヶ用水門

1 :産卵場造成調査
2 :河川敷サケ飼育池調査

。」一一一-JM

図-5 庄111における河川内有効利用調査地点
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【調査結果の概要】

1 河川構造と棲息魚類の関係調査

(1)魚に配慮した護岸工事後の河川構造と棲息魚類調査

調査区間の河川の平面図を図ー 8に示した。スーパー農道付近の上流部は左岸側にだけ高水位時の

河川敷があり，中下流部では右岸側にも高水位時の河川敷が造成してあった。通常時の水が流れる両

岸の低水位護岸問の距離は，上・流部で、46.5m，中、流部で29.8m及び下流部で、20.6mで，両岸の堤防聞

の距離に占める率は それぞれ52.0%.26.1 %及び24.8%と低かった。

アユ解禁前の平成9年5月27日の河川の状況を写真lに示した。表面を石(長径30-35cm)と木枠

で固めた両岸の低水位護岸を長径1.0-1.5mの巨石で、固めた上，流れに対して垂直に巨石を入れて，

人為的に淵を造りだしてあったが，これはその後，治水上の観点から中央部の巨石は除去してあったo

平成9年8月19日の上流部の左岸側の低水位護岸の状況を写真2に示した。表面を石と木枠で固め，

水術部を巨石で線固めしたもので 見た目にコンクリート護岸よりもやさしく 魚の棲息場所も確保

されていたが，もう少し水量があればもっと効果的だと思われた。中流部から下流部にかけての右岸

側にあった木杭と石で造った低水位護岸の状況を写真3に示した。この護岸では石の聞に隙聞があり，

底生性の魚や小魚，エピ類などが棲息場所とするには良好な空間が維持されていると思えたが，この

護岸に接する水街部が少なすぎると思われた。中流部右岸側にあった巨石の投入による魚の棲息場所

の造成状況を写真4に示した。相互の巨石聞には大きな棲息空間ができており，流速や水深も適当に

確保されており，大きなアユが多数日視で確認できた(写真5)。この巨石投入による魚巣確保は，

少なくともアユには非常に効果があると思われた。中央部の流水域の状況を写真6に示した。流水域

はほとんど蛇行することなくほとんど直線的に近い状態で調査区間を流れていた。

調査区間で最も深かった箇所は 中央部付近にある 2つの流れが合流し 水制工(コンクリートブ

ロック)の設置しである深みで，長さは約10m，最大深は約90cmであった。この他の深みは水深50-

70cmで，瀬の多くは水深30cm以下で、あった。流速は早瀬で、60-70cm/秒，平瀬で35-40cm/秒，緩み

で15-20cm/秒であった。

投網による魚類の採集結果を表ー 1に示したo 8月19日ではアユ他4魚種の計46尾， 9月2日では

アユ他2種の計13尾が採集された。採集されたアユの体重の範囲は8.3-36.4g，平均は20.1g及び、16.1

gと小さかったが，これは水量が少ないためと思われた。また，目視による観察では，瀬での魚体よ

りも，巨石間の魚巣にいたアユの方がはるかに大きいと思われた。 8月19日にはアカザが2尾採集さ

れたことから，この区間は比較的渓流域に近く，水質も良好で、あると思われた。

本調査区間の河川工事に関しては，石と木枠の低水位護岸，木杭と石の低水位護岸，巨石による魚

の隠れ家空間の創出など，従来のコンクリート護岸に比べれば，魚の棲息に良好な河川環境になって

いると思われた。しかし，夏期の水量が少なすぎてそれらがうまく機能していないこと及び低水位護

岸聞の距離が堤防聞の距離に比べて幅狭く設定されたために 河川水は蛇行できずに、ほとんど直線

的に流れているため 大きな淵が形成されていないことが魚の棲息環境には大きなマイナスになっ

ていると考えられた。前述の環境にやさしい低水位護岸であっても，水深があって水衝部と大きく接

するような箇所で初めて有効に機能すると思われた。
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図－８上市川河川構造と棲息魚類の関係調査概略図
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表一 1 平成9年度上市川河川内有効利用調査結果

全長(cm) 標準体長(cm) 体重(g)

調査日 魚種 採捕尾数平均 土 SD 平均 士 SD 平均 :t SD 

(範 図) (範 囲) (範 図)
12.8士 1.6 11.1士 1.5 20.1:t 8.3 

97/08/19 アユ 32 
9.9 - 16.7 ) 8.7 - 14.6 ) 8.3 - 36.4 ) 

7.7土 0.9 6.5士 0.8 4.1 :t 1.5 
オイカワ 7 

6.3 - 9.3) 5.1 - 7.9) 1. 9 - 6.9) 

11.2士 1.5 17.4:t 7.1 
カジカ 4 

( 10.0 - 13.7 ) ( 11.2 - 29.4 ) 

8.9士 0.9 5.8 :t 1.3 
アカザ 2 

8.0 - 9.8) 4.4 - 7.1) 

10.3 5.6 
シ干トーゥγョウ l 

12.3土 0.8 10.8土 0.7 16.1土 2.7 
97/09/02 アユ 7 

( 11.0 - 13.5 ) 9.4 - 11.6 ) ( 10.7 - 19.6 ) 

8.9土 0.6 7.5土 0.5 5.9 :t 0.9 
オイカワ 3 

8.1 - 9.4) 6.8 - 7.9) 4.7 - 6.7) 

5.5士 0.1 1.8土 0.1 
シ干ヨシ/;rリ 3 

5.4 - 5.6) 1.7 - 2.0) 

(写真 1) (写真2) 
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(写真3) 

(写真5) 

(2) 神通川及び庄川での淵の存在調査

霞下さ孟で子、

(写真4) 

(写真6) 

， .. 

宇l'通川と庄川の河川構造の澗資結果をそれぞれ表-2， 3，凶-9， 10に示した。捌査距離は神通

川では17km，I:I:JIリでは20kmで， 両河川とも I~，I，J ヨ!E 日の流i止はややi~水気味であった。 水深が杓 2 mj:)，Jニ，

または規{~~の大きい淵は事1';面川では 16筒所， Ij:川では5カ所あった。最も水深が深<，かつ規模の大

きかった淵は，事l'通川のNOlで，水衝昔日が左s!IIにある岩盤に当たっている ものであった。庄川はやl'

通川に比べて淵の数も少なく ，規模も小さかったが，これは主に河川改修の進捗!主と増水l時 平常時

の流i止の差によると考えられた。

iJ::lのタイプはivlR]l;I (ivl ]l;IとR型の桜子干)が1'1と故も多く，Mlli!が5，ivl8型 (ivl型とS型の桜合)

が2であった。M型は村Ij車川の上流域に多かったが，これは上流域は岩盤が多く ，水衝部が岩盤に当

たって掘れているため.水衝剖lに護岸や水制工の必要がないためと思われた。NIR裂は¥1型でできた

淵が大きくなり ，治水上の1m題からコンクリ ー トプロックまたはコンクリート凌岸が水市l工や根固め

として設世され.その刷辺が掘られて深くなったものとilg祭される。また，布l'j[Jj川の 1\a12ではif.~の祈

脚のl詞凶が掘れて深くなっていた。11川'l'討しにあった1¥a4などの水術部が石と砂利のM型の出iもさら

に大型化すれば.コンクリート椛造物が設i丘される状況にあると官、われる。1¥18型の淵は.本流と分
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これらの淵もコンクリートブロックの水制工流，または本川と支川が合流する箇所にできていたが，

が設置されていた。

表－２神通川での主要な淵の調査結果（1997.10.14）

表一３庄川での主要な淵の調査結果（1997.10.7）
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富山湾

図-9 神通川における主要な淵の存在位置図(1997. 1 o. 14) 
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図-10 庄111における主要な淵の存在位置図 (1997.10.7)
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(3)神通川下流域における構造と海水の侵入状況調査

1997年8月29[1と同年10月2日の魚群探知機による各定点の水深iJ!1)定地点数，平均水深，最大水深

及ひe最大水深の存不正場所 (右岸，左岸または小うた)を表 4に示した。10n2日の8t.9は川の流逃が

迷く，船を流れに対して垂直に走らせることが凶雛で，測定できなかった。各定点の平均水深とJtz大
水深は，8JJ29円ではそれぞれ1.6-4.3mと2A-6.0m， 10月2日では1.4-3.7mと2.3-5.4111てeあり ，

下流域ほと:~i~ くなる傾向にあっ た。

同調査口の水深を比べると ，8 fJ29日が10n2日よりも深かったが，両調査口前には大雨などがな

かったことから.これは河川流註よりも潮位の廷の彩響が大きいと考えられる。また，最大水深が位

置する場所が定点により左岸，右Jtf::に入れ終わることから，このような深みの筒所は，m7j(lIijの出水
によりできた蛇行 (M)型の淵の一部であると考えられる。

各定点の最大水深におけるCTDによる底分測定結果から作成した，中11;旦川下流域の海水の佼人状

況を示した縦断面凶を，凶ー11および図ー12に示した。t副t棋の先端部は， 8月29日ではiiif1 Iから 5

km付近に， 10月2仁lでは3km付近に透していた。塩分綴胞は両調査口とも水而下 1-3111にあり，底

分波l立の変化は.t.I，激であった。

10月2日のれ定，I，'Xの水i11 pH. 濁!瓦 ， 取分及びDOを表-5 に示した。 成附のt~&分は 8t .1 -8t . ~ で

は29.86-32.96のi従凶に，8t.5-8t.9では0.06-0.39の純聞にあった。海水のIYJHr，tな侵入は8t.4と8t.5

のrmにまで透しており .8t.5ではわずかに海水の詰湖1が認められたが.8t.6-8t.9では淡水であった。
表層と底I~でのpH と溺皮は . 8t.l-8L.4では大きな差があったが， 8t.5-8t.9ではほぼ同じ1i(iを示し

た。 また，底I~干の DOが8t.l -8t.4では6.3 - 7.5rng/ Rとr軽水に近<， 8t.5-8t.9では10.1-10.5mg/e 

と淡水とほぼ1;;)じであったことも，海水が8t.4と8t.5の[lOにまで達していたことを裏づけていた。

口本海側ではゆlの千i前差は最大で約25cmと小さく ，wW 湾ではほとんどi~Hの動きが感じられないが，

神通川下流域では日 の々湖lの干満で海水が小税棋に位入，退出を繰り返しながら，時にはrJI愉や気圧

などの影響により ，大きく [iJJいていることが惟測された。

S1.1 SI.2 

孫濁樋
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中島大~

SI.5 SI.6 

上浪河口
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図ー11 神通川流域における塩水模の侵入状況 (平成9年8月29日)
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図－１２神通川流域における塩水模の侵入状況（平成９年10月２日）

表－４神通川下流域における平均水深、最大水深及び最大水深の存在場所

７．７

０．４

０－０６

７．７

０．５

０．０６

１０．５

調査日 St,１Ｓｔ､２Ｓｔ３．Ｓｔ､４Ｓｔ,５Ｓｔ,６Ｓｔ,７Ｓｔ,８Ｓｔ,９
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１０３
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左岸側

１４

４．３

６．０

右岸側

1５．４

７．７

０．５

０．０７

１０．３

１０月２日測定地点数

平均水深（、）

最大水深（、）

最大水深の存在場所

１９

３．７

５．４

右岸側

２０

３．７

４．７

左岸側

２１

２．９

４．１

左岸側

２１

２．４

４．９

右岸側

２９

１．９

３．０

左岸側

３０

１．７

３．９

左岸側

２５

１．９

３．１

左岸側

２７

１．４

２．３

中央部

８．１

１．４

２９．８４

６．３

表－５神通川下流域における水温、ｐＨ、濁度、塩分及び溶存酸素の測定結果（1997.10.2）
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(4 )黒部川アユ模息状況調査

①海産アユ遡上調査

5月13日のアユの採捕結果を表ー 6に，その他魚種の採捕結果を表ー 7に，水温， p H及び濁度の

測定結果を表ー 8に示した。 5月13日にアユが採捕されたのは荒俣~沓掛の下流域で，採捕尾数は計

348尾であった。各地点の採捕アユの標準体長，体重及び肥満度の平均はそれぞれ6.6-10.7cm，3.2-

13.0g及び10.4-12.1の範囲にあり，上流域ほど魚体が大きくなる傾向がみられた。

採捕地域が国道8号線よりも下流域に限られたことから， 5月13日の時点ではアユの遡上の多くは

この範囲に限られていたと考えられた。荒俣~若栗聞の水温差が1.6'Cしかないことを考えると，こ

れは水温の影響ではなく愛本から国道8号線にかけての河川形態が，直線的な流れの強いの瀬の連続

で，大きな淵や緩みがほとんどないことに起因すると推察された。

昨年度の調査では，ほぼ同様な採捕努力で採捕尾数が46尾であったことを考えると，昨年よりはア

ユの遡上尾数が多いように思われた。これに関しては，平成7年は秋に出し平ダムの緊急排砂が実施

されたが，平成8年は6月下旬に実施されたため，排砂による産卵や仔稚魚に対する影響が，平成7

年よりも少なかったことも要因のーっと考えられた。

その他の魚種はイワナ ヤマメ ウグイ サケ アユカケ，ヌマチチプ，ウキゴリ及びニジマスの

8種計39尾が採捕された。魚種別ではウグイが最も多く 次いでイワナ，ヤマメの順であった。ヤマ

メは多くの調査地点で採捕されたが，ヤマメとイワナは鰭の状況など体形から判断すると放流魚に由

来すると考えられた。

各地点の濁度は3.0-8.0mg/eと高く，かなり濁った状態と言えた。このように濁りが強かったの

で，日中の調査ではあったが，アユは投網で容易に採捕できる状態にあった。 pH分析では特に異常

はなかった。

表-6 平成9年度黒部川アユ湖上調査結果(1997年5月13日)

全長(CIl) ~51~体長 (c田} 体盛(g) 肥潟度

線網

関査渇所 平均 :!: SO 平絢 :!: SO 平均主 so 平均 :!: SO 

尾数

{範 図) (範 囲) {範 図) {範 図)

8.5:!: 1.1 7.2士1.0 4.4 f 3.3 11.0主1.1

荒俣 60 

( 6.9"" 16.0) ( 5.8"" 13.4) ( 1.8.... 28.4) ( 9.2"" 18.2 ) 

7.7:t 0.6 6.6主 0.5 3.2土 0.8 11.2:t 2.2 
鹿島 104 

( 6.7 '" 9.9) ( 5.6 '" 8.3) ( 2.0"" 6.6) ( 9.0"" 27.7 ) 

8.3主 0.5 7.0:!: 0.4 3.8:t 0.7 10.8主 0.7

飛脚 73 

( 7.5 '" 10.1) ( 6.3 '" 8.6) ( 2.8"" 6.2) ( 8.5 '" 12.6 ) 

9.7士1.3 8.2 f 1.1 6.5土 4.0 11.2 f 0.9 

板思 71 

( 7.5"" 16.2) ( 6.4:t 13.4) ( 2.9"" 31.9) ( 9.1 '" 14.1 ) 

10.9:t 0.8 9.2 f 0.7 9.6:t 2.5 12.1:!: 0.7 

出島 36 

( 8.7 '" 13.3) ( 7.3"" 11.4) ( 4.7 '" 18.8) (10.5 '" 13.7 ) 

12.4士 1.1 10.7:!: 1.0 13.0士 4.1 10.4土 0.4

沓掛

( 11.2 .... 13.9) ( 9.6 '" 11.9) ( 8.9"" 17.8) (10.0"" 11.0 ) 
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表－７平成９年度黒部川湖上調査結果（1997年５月13日）

魚樫

イワナ

ヤマメ

ウグイ

サケ

全長(c胴）標準体長(c､）体皿(9)
採抽

調査場所平均土ＳＤ，lz均土ＳＤ平均土ＳＤ
尾数

（範ulI）.……_…一…－１範_…ulu…_qml皿）（範….u』１１_…－

板腫５

沓掛１

福島４

荒俣1

高畠１

板屋２

沓掛１

福島３

若栗１

儲畠２

板屋１０

出島２

福島２

２０．３土１．３

(１８．８～22.2）

２１．１

１９．２土０．６

(18.4～20.0）

１６．０

22.6

２０．９土３．７

(１７．２～24.6）

１７．５

２１．５土２．８

(18.6～25.3）

１７．８

４．７土0.0

（4.7～4.7）

１４．１土２．３

(11.6～19.2）

７．３±１．８

（5.5～9.0）

５．７土0.0

（5.6～5.7）

１２．０

87.3士１５．７

(64.4～104.7）

９９．６

６９．６土５．７

(62.7～78.4）

３４．２

116.0

88.9土３０．１

(58.8～119.0）

５１．３

97.8±３４．５

(63.3～145.0）

５０．８

0.9土０．０

(0.8～0.9）

27.4土１７．６

(12.3～70.0）

４．２土２．８

（1.4～6.9）

1.3土０．０

（1.3～1.3）

２６．３

アユカケ高畠１

10.2 16.2

ヌマチチブ側畠

８．２ ５．３

ウキゴリ儲儲

31.3 339.0

ニジマス荒俣１

－１２７－



表-8 黒部川環境調査(1997年5月13日)

調査場所調査時刻 水温 pH 濁度

(OC) (皿g/l)

荒俣 9:20 9.5 7.4 7.0 

高畠 13:10 11.0 7.4 8.0 

飛騨 9:40 9.8 7.4 6.0 

板屋 13:50 9.9 7.4 5.0 

出島 10:20 9.5 7.4 5.0 

沓掛 10:50 9.6 7.4 3.0 

萩生 11:10 9.4 7.4 6.0 

福島 11:50 9.4 7.5 5.0 

若栗 11:20 9.4 7.5 5.0 

② アユ仔魚の降下状況調査

降下仔アユの採捕状況を表ー9に示した。仔魚は10月20日から11月19日にかけて採集され，右岸，

左岸併せても合計3，603尾と昨年 (70尾)と比べると極めて多かった。濁度は10月20日では1.4---

2.1mg/仁 11月4日で、は2.2---3.7mg/i及び11月19日では2.1---2.8mg/iの範囲にあり，常に多少

の濁りある状態であった。 pHは6.9-7.7の範囲にあり 特に異常は認められなかった。

調査地点、の川幅，平均水深，最大水深平均流速，最大流速及び断面積は それぞれ10月20日の

右岸では， 46m， 37cm， 52cm， 53cm/秒， 85cm/秒及び16.83m2，左岸では49m，40cm， 62cm. 24 

cm/秒， 45cm/秒及び18.96m2，11月4日の右岸では50m，39cm， 55cm， 72cm/秒 105cm/秒及び

19.18m2，左岸では41m，48cm， 62cm， 34cm/秒， 50cm/秒及び19.05m2，11月19日の右岸で、は48m，

56cm， 75cm， 105cm/秒， 130cm/秒及び、25.86m2，左岸で、は38m，49cm， 64cm， 46cm/秒， 65cm/ 

秒及び18.07m2であった。

仔魚は調査地点の河川断面を仔魚ネット断面と同じ割合で降下し 前後の調査時間の聞の仔魚の

量が直線的に変化すると仮定すると，仔魚の降下量は10月20日には2.000千尾 同様に11月4日に

は2，228千尾， 11月19日には180千尾と推定された。さらに 本調査と庄川での調査結果等から黒部

川の仔魚の降下期間を10月1日-11月30日と限定し， 10月1日と11月30日を O尾として，調査日間

の仔魚の量が直線的に変化すると仮定すると，平成9年の仔魚の降下量は約70.666千尾と推定され

た。

平成8年の推定降下量が1，113千尾であることを考えると，平成9年の降下量は平成8年の約63

倍になる。黒部川内水面漁協では平成8年9-10月に，調査地点より上流域の黒部市飛騨地先の河

川敷内の飼育池(4ー(1)参照)に，産卵用親魚300尾(降下仔アユ量の増大のために富山水試と黒

部川内水面漁協が協力して，遡上期に海産稚アユを採捕・育成したもの)を収容して自然産卵させ

ており、このことも降下量の増大に少しは影響していると考えられた。
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－
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２
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２
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２
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月日場所時刻ｐＨ濁“度 仔魚数

233192.5

10862.5

544343.0

70187.0

134264.0

３０22.0

155136.0

２２64.0

117100.5

482493.5

115９８．５

２３．０

１１．５

３２．０

４３３７．５

２５３３．５

２魚道の効果調査

笹川の横尾及び笹川地内での採集結果を表一10に，角川の鹿熊谷地内の採集結果をそれぞれ表-11に

示した。笹川ではウグイ，オイカワ，サクラマス（ヤマメ），カジカ及びアユの５魚種計98尾が採集さ

れた。笹川では，調査時点でまだ湖産アユの放流は行われていなかったが，魚津市蛇田で育成された人

工産アユが既に笹川小学校付近で放流されていた。このため確定的なことは言えないが，横尾の魚道で

は，アユが下流で13尾，上流で22尾採集されたが，魚体の大きさ（平均標準体長が8.0～8.1cm，平均体

重が64～7.89）から推定すると，多くは海産遡上アユと思われ，アユが本魚道を通過したものと考え

られた。笹川の魚道では，アユが下流で１３尾，上流で２尾，魚道よりさらに上流の笹川小学校前では３３

尾採集されたが，魚体の大きさから推定して，これらの大部分は放流魚と考えられ，魚道の利用状況は

確認できなかった。

なお，横尾では魚道が設置されている堰堤から本流に流れ落ちる水量に比べて，魚道を流れる水量が

かなり少なくなっており，魚道を有効に利用するには魚道上部の河床に工作を施して，魚道により多く

の水が流れるように，常に維持管理をすべきだと思われる。

角川の鹿熊の魚道では上下流でヤマメが４尾採集されたのみで，アユは採集できなかった。調査時点

では海産アユはまだこの地域まで遡上していないものと考えられ，本年度は本魚道の効果を確認できな

かったが，現場の状況からみて，ヤマメは本魚道を十分利用できると考えられた。

調査時の濁度は，笹川の横尾地内が0.4mg／’，笹川地内が0.3mg／《及び角川の鹿熊地内が1.1mg／２，

笹川は清澄であったが，角川は少しささ濁りの状態であった。
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表-10 平成9年度笹川魚道調査結果 (1997年5月27日)

全長(cm) 尾文長(cm) 標準体長(cm) 体重(g)

調査地点 魚種 採捕尾数平均 :t SD 平均土 SD 平均土 SD 平均土 SD

(範 閤) (範 囲) (範 囲) (範 囲)

9.6:t 2.3 8.1土1.8 7.8土 7.9

アユ 13 
( 7.5 --15.2 ) ( 6.4 --12.6) ( 2.6 --30.6 ) 

17.5土 0.9 56.2:t 9.1 
横尾(下液) ウグイ 5 

( 15.9 --18.5 ) ( 39.4 -.， 67.0 ) 

12.6土1.0 23.1:t 6.8 
オイカワ 5 

( 11.2 -.， 13.5 ) ( 14.4 -.， 31.4 ) 

8.6土 0.0 8.1土 0.1 6.7土 0.4
サクラマス 3 

8.5 -.， 8.6) 8.0 -.， 8.2) 6.4 -- 7.3) 

7.0土 0.0 4.3土 0.1
カジカ 2 

7.0 -- 7.0) 4.2 -.， 4.3) 

9.5土 1.2 8.0土1.0 6.4土 3.1
績尾(上流) アユ 22 

笹川(下減) アユ 13 

n
n
w

す且
τ

円

I

'EE--向
，

u
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u

噌

E

L
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a
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~
一
±
~

n
U

玄

U

F

O

n
H
u
-
-
n

，u
n

n
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-'E--

( 6.7 -.， 9.8) ( 3.2 -.， 11.8 ) 

10.1土 2.0 14.0:t 7.8 

( 7.2 -.， 13.3) ( 4.1 -.， 27.6 ) 

13.4土 0.2 11.1土 0.1 18.5土1.5
笹川(上流) アユ 2 

( 13.2 -.， 13.5 ) ( 11.0 -.， 11.2) (17.0 -.， 20.0 ) 

14.2:t 1.2 11.8土1.0 22.8:t 7.3 
笹川小学校前アユ 33 

( 11.6 --16.3 ) ( 9.5 -.， 13.7) (11.3 --40.8 ) 

表-11 平成9年度角川鹿熊谷魚道調査結果(1997年 5月27日)

全長lcm)

魚種 調査地点採補尾数平均:t S D 

(範囲)
9.1 

体重(g)

平均 :t S D 

(範囲)
6.6 

ヤマメ 下流

13.6:t 6.6 51.0 :t 62.3 
ヤマメ 上流 3 

( 8.9 - 22.9 ) ( 6.4 -139.1 ) 
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３アユ産卵場造成効果調査

降下仔アユの採捕状況をそれぞれ表-12に示した。仔魚は伏間江では１０月８日から１１月22日にかけて

合計7,458尾採集された。濁度は11月13日を除いては，両地点併せて0.1～1.2mg／、の範囲にあり，清

澄な状態にあった。ｐＨは7.1～7.5の範囲にあり，特に異常は認められなかった。

調査地点の川幅，平均水深，最大水深，平均流速，最大流速及び断面積は，それぞれ10月24日では，

４６，，２４cm，４５cm，８０cm／秒，120cm／秒及び'0.83㎡，１１月７日では６３，，２８cm，４２cm，５７cm／秒，８５

cm／秒及び17.39㎡，１１月20日では７０，，３５cm，５１cm，５４cm／秒，８０cm／秒及び24.30㎡であった。なお，

１０月９日は増水のため河川断面が測定できなかったが，関西電力雄神発電所への問い合わせでは，河川

流量は20時頃までは約６０トン／秒，２１時頃は約２０トン／秒と推定された。

仔魚は調査地点の河川断面を仔魚ネット断面と同じ割合で降下し，前後の調査時間の間の仔魚の量が

直線的に変化し，また，各調査日の１日の降下量の割合が庄川石瀬地先での過去５カ年の24時間調査に

おける調査割合と同じと仮定すると，伏間江での仔魚の降下量は10月９日には1,260千尾，１０月２４日に

は7,947千尾，１１月７日には2,380千尾，１１月20日には1,995千尾と推定された。さらに，過去の庄川での

調査結果から，仔魚の降下期間を10月１日～12月20日と限定し，１０月１日と11月20日を０尾として，調

査日間の仔魚の量が直線的に変化すると仮定すると，前後の調査日の間の仔魚の量が直線的に変化する

と仮定すると，平成９年の仔魚の降下量は２億１千万尾と推定された。

保護区域（親魚捕獲禁止区域）下流の伏間江での降下仔魚量が平成８年（’億２千万尾）の1.75倍で

あったことから，保護区域と同内で行われた産卵場の造成による効果があったと考えられた。

表－１２庄川伏間江地先におけるアユ仔魚の採集結果（1997年）

月日時間水温ＰＨ濁度

（℃）（mg/l）

仔魚数

岸中平均

９７/10/０９１７:2０１５．６７．９０．１１０５７８９１．５

１９:2０１４．６７．８０．１８８１０３９５．５

２１:2０１４．６７．８０．２１６１６１６．０
－‐●｡｡守一一一一一一一一一＝一｡■－口＝■●｡｡－－－－－一一一一一一｡｡｡｡－－一一＝ｰ－口＝一一＝一一一一－｡ロロ一宇＝－－－一一－－-－｡｡－－■－｡｡＝一－－一一－－－＝‐ー●｡｡＝－－－－－－

９７/10/２４１７:2０１７．１８．１０．２6961,217956.5

１９:2０１６．３８．０0.12,4661,4841975.0

２１:2０１５．９７．８０．１４，６３８7282683.0
一｡｡｡＝＝－‐一一＝一一一一一ー‐‐■■■■■－－－一一一一一一一一一一二｡－－＝＝＝■｡＝＝－●一一一一一一一｡｡｡｡｡＝－－－－－÷－－画■ロロ＝一一一宇宇一＝｡一一一一一■-口■－－－－－一一一一一

９７/11/０７１７:2０１３．９９．１０．２159149154.0

１９:4０１３．３８．６０．２１５６４９８３２７．０

２１:2０１３．１８．３０．２1141,099606.5
＋＝一｡■⑧一一一一一一一一一＝一｡‐｡■■｡｡＝｡｡－一一－－一一一一－－一口一｡－－－－－－＝＝－－一一一一一一一②＝｡●＝－－－＝一一一一一一－口｡｡＝■●■‐＝－－－－－一一－－‐｡｡｡一一一一－－－

９７/11/２０１７:2０１２．５６．９０．３１８２５２１．５

１９:3０１１．６7.00.9３７５３０７３４１．０

２１:2０１１．４7.00.6７８２１２１４５．０

合計 8,9095,916
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４河川敷の有効利用調査

(1)河川敷利用状況調査

平成９年度の各河川における河川敷の利用状況を表-13に示した。県内では４河川の河川敷で，サ

ケ，アユ及びヤマメの種苗の育成や親魚の養成が行われていた。サケでは放流尾数の増大を目的とし

た，１２月～翌年３月にかけての発眼卵の収容と稚魚の育成，アユでは効果的な産卵による降下仔魚の

増大を目的とした，９月～10月にかけての，他県・自県産海産系蓄用親魚の収容（翌年の海産遡上ア

ユの増加を期待する）及びヤマメでは増殖場の代替え（飼育池・飼育水の不足を補うとともに電気代

等のコストの削減）を目的とした，５月～10月にかけての稚魚の育成を主眼としたものであった。特

に小川ではヤマメ，サケとほぼ周年に渡って利用されていた。

庄川の河川敷内のサケ飼育池における平成９年12月17日から平成10年５月１日までの水温の連続変

化を図-13に示した。サケ稚魚が飼育されていた12月から３月末までの間でみると，水温は12月19日

１２時に最高（12.8℃）を，２月９日６時に最低（9.5℃）を記録したが，水温の最大差は3.3℃であっ

た。期間を通してみると，水温は徐々に下がりながら，日間の変動差は徐々に大きくなる傾向にあっ

た。この時期の本池近くの庄川本川の水温が５～７℃（庄川養魚場資料）であることから，本池の水

の多くは伏流水で占められていると考えられた。なお，昨年度調査した上流の池よりも水温が低く，

変動も大きいこと及び５月１日12時には14.8℃と水温が上昇していることから，河川水の影響を上流

の池よりも多く受けていると思われた。

なお，河川敷の利用は，サケでは昭和58年に庄川で，アユでは平成２年に庄川で，サクラマスでは

平成３年に神通川で最初に行われ，以後各河川で行われている。河川敷の利用は，コンクリート等に

よる恒久的な飼育池と比べると，飼育池の造成が簡単で安価である，飼育水が豊富にとれる，伏流水

が多く湧出する箇所では水温が比較的安定している，飼育場所が広くとれる，自然に近い状態で飼育

できる，電気代等が節約できるなどコストが低いなどの利点がある。一方，大水が出た場合の稚魚の

散逸と造成池の崩壊の危険性がある，水量や水温の急激な変化に対して迅速な対処がとりにくい，管

理が届きにくいなどの欠点もあり，目的に応じて魚種と時期を適切に選ぶ必要があると考えられた。

－１３２－



＃
韮
韮
講

．
、
●
一
．
‐
罷
瀬
御
州
蜘
翻
燕
詫
酔
樗
酎
鋪
函
師
州
師
豚
峠
率
挫
瀬
灘
‐
》
態
Ⅱ

》
一
》
》
》
》
雪
》
》
》
》
峰
隈
》
》
》
》
》
》
伸
一
》
鵠
》
一
》
》
州

1５
『
ｑ
ｇ
ａ
ｐ
■
●
ｏ
０
ｐ
Ｏ
■
い
り
■
●
◆
０
◆
◆
。
。
。
■
４
‐

一
■
■
■
ｐ
Ｐ
ｂ
ｐ
Ｐ
ト
』

毎
句
○
句
。
｛
《
の
。
◆
◆
◆
◆
。
◆
●
Ｌ
◆
酢
◆
今
。
ご
●
◆
◆
●
《
巳
⑤
．
弓

ｐ
１
０
０
口

酷申

1４

！
Ｉ

1億 ｉ

ｑ

０

１

４

０

０

１

０

ｌ

０

１

０

１

１

ｑ

Ｉ

ｏ

ｐ

つ

一

盃

酷

茸

一

。

。
Ｑ
巳
侭
Ⅵ
鯉
呼
ロ
ｒ
ト
ト
！
■
●
◆
■
４
９
●
◆
。
◆
。
。
。
ａ
凸
。
■
■
。
：
●
●
一

一
一
一
一
一
》
》
》
》
一
》
一
》
一
》
一
》
一
》
》
》
》
｛
『
》
畢
吾
Ｃ
●
■
早
●
？
：
：
今
Ｐ
全
●
。
：
。
◆
ａ
謡
筆
『
■
●
△
ｇ
●
：
Ｚ
２
Ｃ
ｑ
：
２
■
２
●
曲
２
口
出
‐
“
》
↑

灘鍾偏
■

Ｉ
陽
，
！
…
！1２

1０

③
。
■
・
守
■
●
●
■
由
２
Ｆ
■
Ｐ
ｂ
・
』
■
ｑ
ｄ
Ｐ
ｄ
０
ｐ
－
１
日
Ⅱ
■
■
Ⅱ
０

。
’
ｒ
‐
９
３
－
曲
■

職
聯
蕊
一
鵜
》
鰯

ひ
あ
あ
り
①
●
◆
●
●
ウ
ゥ
『
。

に
て
ｒ
Ｄ
Ｂ
ｐ
Ｅ
●
Ｕ
『
岬
琴
ｂ
Ｌ
Ｍ
”
皿
○
鐸
Ｂ
◆
８
台
Ｐ
Ｃ
◆
ｂ
▼
。
■
。
ｐ
●
■
凸
■
■

■
ｐ
●
凸
■
ｐ
凸
●
■
中
ｐ
ｂ
ｐ
２
ｐ
●
●
■
●
。
■
‐
４
１
１
‐
２
■
：
●
？
。
．
‐
．
‐
一
‐
一
Ｆ
‐
０
■
華
■
画
■
▽
ｃ
ｐ
８
■
■
●
■
■
■
■

蕊
誰
》
悪
率
誰
一
毎
。
．
今
。
。
．
。
◆
●
喉
・
伽
州
唾
謹
識
剛
一
脚
醗
刈
刈
洲
判
剰
照
龍
・
認
壷
悪
川

謂
龍
謂
謂
悪
・
壷
・
》
．
・
窯
．
．
“
‐
弘
艶
隣
引
引
酬
討
ロ
ロ
Ⅲ
皿
。
。
蕊
悪
霊
Ｍ

・
マ
。
。
：
●
：
◆
◆
ｏ
ｃ
ｏ
ｏ
Ｇ
。
。
ロ
。
。
◆
。
『
褐
獅
褐
準
胸
醐
刷
却
趣
舜
一
一
一
部
州
碍
眠
峠
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
”
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｐ
ｏ
ｐ
－
■
■

（

鯛聯雛

『
昏
■
■
●
■
●
■
”
●
■
Ｐ
●
Ｌ
ｂ
ｂ
▲
Ｐ
ｂ
》
ｐ
●
』
●
の
◆
●
凸

や
Ｎ
ヘ
マ

一
Ｎ
へ
寺

④
戸
へ
マ

ー
ー
ヘ
マ

ＴＩ

'１
Ｉ

ｌ
‐
Ｉ

、
酬
即
融
穴
函

D

ｉｌ

表－１３平成９年度県内各河川における河川敷の利用状況
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図－１３庄川河川敷サケ飼育池連続水温結果（平成９年12月１７日～平成10年５月１日）

庄川サケ９７年12～3月庄川沿岸漁連大門町広上地先、発眼卵の収容と稚魚の育成

神通川ｻｸﾗマス９７年5～10月富山漁協婦中町萩島地先、サクラマス稚魚の育成

（４－(2)参照）

黒部川アユ９７年10～11月黒部川内水面漁協黒部市飛騨地先、長さ225m、幅4～4.5ｍ

地場系アユ産卵用親魚300尾収容

黒部川サケ９８年2～3月黒部川内水面漁協同上、発眼卵の収容と稚魚の育成

小川ヤマメ９７年5～9月朝日内水面漁協朝日町草野地先、長さ260m、幅3.8～4.2ｍ

ヤマメ稚魚の育成（２万尾）

小川サケ９７年12～３月朝日内水面漁協同上、サケ稚魚の育成

1３３－
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(2) サクラマス育成池調査

神通川河川敷のサクラマス育成池（図－７）は，長さが157ｍで幅が５ｍ～６ｍ，深さは60cm～１００

cmで，注水口は上流部にある池からの落ち込み式になっている。中央部にはビニールシートの覆いが

浮かべてあった。淵の下流部には魚の隠れ家としてコンクリートの土管が間隔をおいて縦に３つ設置

してあった。池の底質は上流部にかけては砂混じりで小石が多く，中央付近は泥の堆積が見られた。

調査定点から下流部にかけては上流部よりも石がやや大きくなる傾向が見られたが，泥の堆積も上流

部よりも多く見られた。夏から秋にかけては中央付近を除き，各所でオオカナダモの繁茂が見られた｡

また，平成９年７月16日には神通川の大増水により池が冠水した。

５～10月までの飼育稚魚の尾叉長，体重，肥満度（体重／(尾叉長)３×１０００）及び６～10月までの

胃内容指数（胃内容重量／体重×100）の経月変化を図-14に，尾叉長の頻度分布の経月変化を図-

15に示した。収容前の平均尾叉長6.8cm，平均体4.19の稚魚は，放養後約４カ月目の10月９日には平

均尾叉長10.6cm，平均体重15.29に成長した。尾叉長は６月18日～10月９日にかけて，体重は６月１８

日～９月１日にかけて早い成長を示した。肥満度の平均は10月９日の12.1を除いては，13.2～14.5と

良好であった。１０月９日の体重と肥満度が低いのは，１０月２日以降の堰板の取り外し以後，給餌をし

ていないためと考えられる。胃内容指数の平均は10月９日の0.3を除いては，1.2～3.6の範囲にあった

が，これは調査日の給餌時間と採集時間により違ってくるものと思われた。また，１０月９日は餌の足

りない状況を示していると考えられた。昆虫等を食していた割合（胃内容物に配合飼料以外の物を食

していた個体数の割合）は６月18日では65.0％，７月29日では50.0％，９月１日では73.3％及び10月９

日では80.0％で，多くの個体が配合飼料以外に落下昆虫などを食べており，この点は自然の河川状態

に近いものと考えられ，放流の際には河川環境に適応しやすくなるものと思われた。

尾叉長頻度分布では，各月の尾叉長のモードはそれぞれ５月20日では6.0～6.9cm，６月１８日では7.0

～7.9cm，７月29日では8.0～8.9cm，９月１日では9.0～9.9cm及び10月９日では10.0～10.9cmにあり，昨

年と同様な傾向を示した。尾叉長は月によって若干の相違はあるものの，ほぼ正規分布を示した。
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飼育始めに本池に収容した尾数は225千尾であったが，７月16日に神通川の大増水のために池が冠水

したことから，多くの稚魚が神通川本川に散逸したと考えられるので，本年度は放流時における稚魚

の収容尾数の推定を行わなかった。

飼育池のSt,4における池幅と水深並びに飼育池と神通川本川の水温，ｐＨ及び濁度を表-14に示し

た。期間中池幅及び水深は，5.6～5.7,,0.81～0.89ｍの範囲にあり，測定誤差を考えると，飼育期間

中に池の基本的な構造に大きな変化はなかったと思われた。表層の水温は16.7～22.2℃の範囲にあり，

特に危険な状況には至らなかった。ｐＨは8.1～8.8の範囲にあり，特に問題はなかった。濁度は0.5ｍｇ

／‘で比較的清澄な状態にあった。

流速は表層で大きく底層では小さい傾向を示した。流速の測定は測定値が安定しないとともに，測

定箇所によっては１０cm／秒以下の測定が困難な値を示したり，一部に反流する流れがあるなど，誤差

が生じていると思われたが，７月14日のSt,4の横断面における面積，流速から流量を求めたところ，

約６トン／分と算出された。

Ｓｔ,4の水温が16.7～22.2℃であり，また神通川本川の水温よりも少し高めであったことから，本池

の底層あるいは壁面から，伏流水が湧出している可能性は少なく，ほとんど河川水だけが飼育池に流

れ込んでいると考えられた。サクラマス稚魚が高水温に弱いことを考えれば，河川敷の中では稚魚の

育成には不利な箇所に本飼育池はあるものと考えられた。

平成９年の神通川のサクラマス漁獲期に２尾（調査尾数70尾）の脂鰭切除の魚が確認された。平成

９年の神通川の漁獲量は1,086kgであったことから，漁獲期の平均体重2.2kgで除して，漁獲量全体

に引き延ばすと，標識魚は14尾と推定された。また，神通川鮭鱒増殖場における秋のサクラマスの採

卵時には３尾の脂鰭切除魚が確認されたことから，標識魚は計17尾いたと推定された。これを標識放

流尾数の７千尾で除すると，平成７年度に本飼育池で育成後放流した稚魚の河川回帰率は，0.24％と

推定された。
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表－１４平成９年度神通川河川敷の飼育池の池幅、水深、水温、ｐＨ及び濁度の経月変化

６月１８日７月２９日９月１日

－１３８－

池幅（、）ｓｔ､４

水深（、）ｓｔ､４

水温（℃）

注水口

ｓｔ,４

排水口

本川

ｐＨ

注水口

ｓｔ､４

排水口

本川

濁度（ｍｇ／ｌ）

注水口

ｓｔ､４

排水口

本川

５．６

０．８１

５．７

０．８５

５．７

０．８９

1６．６

１６．７

１６．８

１６．２

1８．９

１９．２

１９．３

１８．５

【調査結果登載印刷物等】

なし
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５放流湖産アユ再生産調査

田子泰彦

【目的】

放流された湖産アユの河川における産卵,ふ化仔魚の海への降下及び翌年の遡上の加入状況を生化学

的,遺伝学的手法により調べ，放流湖産アユの再生産の実態を把握する。

【調査方法】

親魚の採集は，平成９年10月９日，１０月24日，１１月７日及び11月20日の計４回，河口から上流５～１０

kmの距離にある産卵場が形成されている瀬を中心に１２節の投網と12節のテンカラ網を用いて行った。降

下仔魚の採集は，平成９年10月９日，１０月24日，１１月７日及び11月20日の計４回，河口から上流約5.5

kmの高岡市石瀬地先で，口径45cm，網目の大きさNGG54の仔魚ネットを用いて行った。遡上稚魚の採

集は，平成９年４月28日，５月14日及び５月20日の計３回，庄川河口から上流約5.5kmの地点で，２６節

の投網を用いて行った。採集した各サンプルは99.5％エタノールで固定し，水産庁中央水産研究所内水

面利用部に送付し，分析に供した。

【調査結果】

親魚は10月９日には86尾，１０月24日には２尾を採集した。１１月７日及び11月20日には親魚の採集はで

きなかった。降下仔魚は各調査日において百尾以上を採集した。遡上稚魚は４月28日には40尾，５月１４

日には30尾及び５月20日には37尾採集した。

なお，採集した個体は平成７，８年度分を含めて，現在水産庁中央水産研究所内水面利用部で分析中

である。

【調査結果登載印刷物等】

なし
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Ⅲ魚病対策事業

1．魚病対策事業

大津順・宮崎統五

【目的】

本県の増養殖対象種の伝染性疾病による被害を低減させるため，魚病被害等調査，防疫対策定期パト

ロール，魚病検査依頼の対応及び保菌種苗搬入防止対策を実施する。また，安全な食品としての養殖魚

を生産するため，医薬品の適正使用の徹底を図る医薬品適正使用対策と医薬品残留総合点検を実施する。

併せて，近年全国で多発している大型サケ科魚類の伝染性造血器壊死症（IHN）ウイルスの県内におけ

る分布状況を明らかにする。

【結果の概要】

(1)魚病被害等調査

県内の全増・養殖場を対象に，魚病被害の実態及び水産用医薬品等の使用実態についてアンケートに

よる聞き取り調査を実施した。５４増養殖場のうち16増養殖場から回答があり（回収率:29.6％)，魚病に

よる被害額は935千円で生産額の1.4％であった。被害額のうち，61.5％は「その他のさけ．ます類」で，

せつそう病と細菌性鯉病が主なものであった。

調査結果を取りまとめ，水産庁へ報告した。

実施期間平成10年１月～３月

実施地域福岡町，城端町，平村，上平村，利賀村，福光町，朝日町，入善町，宇奈月町，大山町，

大沢野町，八尾町，上市町，立山町，氷見市，滑川市，黒部市，魚津市，富山市，新湊

市，氷見市，小矢部市

経営体数５４増養殖場

(2)防疫対策定期パトロール

サケ科魚類及びコイ養殖場を巡回し，防疫対策並びに魚病の予防と治療の指導を行った。

表養殖場巡回指導実施状況

実施年月日

平成9年５月７～８日

平成9年７月１５～１６日

平成9年１０月２１～２２日

平成9年１１月５～６日

実施地域 対象魚種

福岡町 コイ

城端町，福光町，八尾町，利賀村，イワナ，ニジマス，

平村，上平村

朝日町，入善町，上市町，魚津市，イワナ，ニジマス，コイ

福岡町

八尾町，利賀村，平村，上平村イワナ，ニジマス
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(3) 魚病検査依頼対応

平成9年度の魚病検査依頼は12件で，内容は下表のとおりであった。

表平成9年度魚病検査依頼状況

魚種 検査年月 病 名

コイ 9年4月 新型穴あき病(仮称)

サクラマス 9年4月 IHl'ぜ

コイ 9年5月 新型穴あき病(仮称)

ヒラメ 9年5月 寄生虫症(ネオヘテロポツリウム)

コイ 9年5月 栄養不良

コイ 9年6月 新型穴あき病(仮称)

イワナ 9年7月 せっそう病

ハタハタ 9年7月 細菌性疾病

イワナ 9年11月 せっそう病

イワナ 9年11月 細菌性館、病

アユ 10年2月 冷水病

サケ 10年3月 コスチア症

(4 )保菌種苗搬入防止対策

河川放流用種苗の病原体保有状況調査として，岐阜県から購入したヤマメ60尾(平均体重6.3g，平

均尾叉長8.4cm)を調査対象に以下の検査を行った。

①魚体の観察 ヤマメ稚魚60尾の外部及び内部を肉眼で観察した。

②細菌検査 せっそう病原因菌Aeromonαs salmonicidα，ピプリオ病原因菌Vibrio spp. 

及び細菌性腎臓病 (BKD)原因菌Renibαcterium salmoninαrumの検出を目

的として，各個体別にBHI寒天培地， l%NaCl添加BHI寒天培地及びKDM・2培

地に腎臓組織を塗抹した。 BHI寒天培地と 1%NaCl添加BHI寒天培地は20'Cに，

KDM-2培地は15'Cに置き，コロニーの出現の有無を観察した。

③ウイルス検査 供試魚から腎臓を摘出し， 5尾分をプールして 1検体とした。各検体を遠心し，

上清を採取して常法によりRTG・2細胞に接種し， 2週間後の細胞変性の有無を

観察した。

魚体の観察では，感染症の兆候はみられなかった。また，検査対象とした病原也細菌は検出されなかっ

た。ウイルス検査において細胞変性は認められず，病原性ウイルス(IHNウイルス IPNウイルス)は

検出されなかった。以上の検査結果を関係者に連絡した。
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(5)医薬品適正使用対策

サケ科魚類養殖業者を対象として，防疫対策定期パトロール時及び魚病検査時に，医薬品の適正な使

用を指導した。

(6)医薬品残留検査

せつそう病の治療に用いられるオキソリン酸を対象に残留検査を実施した。平村，上平村及び利賀村

のイワナ養殖場２軒から出荷前のイワナ各５尾を採集し，筋肉（体側部白筋）を試料とし，高速液体ク

ロマトグラフィーによりオキソリン酸の濃度を測定した。

この結果，検出限界を越える検体は認められなかった。

(7)大型サケ科魚類のlHN病原体分布調査

県内のサケ科魚類養殖場１軒から，ニジマス60尾を無作為に採集し，開腹して腎臓を採取した。腎臓

は約100倍容のHanks'BSS中で磨砕してRTG-2に接種し，１５℃で培養しCPEを観察した。結果の判定

は盲継代１回後に行った。

結果を下表に示した。培養検査では，いずれの個体でもCPEは観察されなかったことから，試料と

した魚は大型サケ科魚類に発生するIHNフリーであると考えられた。

富山県では，平成６年に大型サケ科魚類のＩＨＮの発生例がニジマスで１例確認されたが，その後いず

れの養殖業者からも類似した症例の報告は無く，平成７及び８年度に行った検査でもウイルス感染個体

及び血中抗体陽性個体は認めらなかった。本年度の調査では血中抗体検査は行わなかったが，培養法に

よる検査でCPEを発現する検体はみられなかったことからウイルスフリーであると考えられた。

近年はニジマスの市場価格が低迷しているため，養殖業者の多くはイワナのみを飼育することが多く，

ニジマスの流通がほとんど行われないことが，本病原体の蔓延を抑制していると思われる。しかし，本

県にはサクラマス及びサケ等の増殖施設があり，その大部分は河川水を飼育水として用いているので，

河川にキャリアーが存在していた場合には病原体の侵入の可能性は否定できない。今後更に本病原体の

分布状況調査を継続することが必要と考えられた。

表大型サケ科魚類に発生するｌＨＮ検査結果

9年１１月５１三

【調査結果登載印刷物等】

なし

。ＦKＥ
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２魚類バイオディフェンス機能活用技術開発研究

宮崎統五・大津順

【目的】

ヒラメを対象魚に，魚類が本来有している非特異的生体防御能のうち，血中貧食細胞の貧食率，ＮＢ

Ｔ還元能（血中活』性酸素濃度），ポテンシァルキリング活性（貧食細胞に異物反応を起こさせたときの

活性酸素産生能の上昇)，血薬殺菌活‘性及びリゾチーム活‘性の測定技術の開発と至適測定条件を確立す

るとともに，生体防御能の抑制要因の解明及び促進技術開発を行う。

本年度は，簡便な血紫殺菌活性測定法を開発するとともに，ヒラメ抗病‘性に及ぼすストレスの影響及

び抗病性に関与する生体防御指標を検討した。

【研究方法】

(1)簡便な血媛殺菌活性測定の開発

大腸菌のインドール産生能を利用して図ｌに示す血築殺菌活性の簡便測定法を考案し，大腸菌Ｋ－ｌ２

株の培養時間とインドール産生量の関係，ヒラメ血蕊がK-12株殺菌に必要な時間及び血蕊の非働化温

度条件を検討した。

材料及び方法：

①大腸菌K-l2株の培養時間とインドール産生量の関係の検討

Ｋ-12株を2.4×lO5CFU／､Oに調製して５倍系列希釈し，５卯０ずつをマイクロチューブに分注した。

強化ペプトン水（５％（ｗ／v)ペプトン＋0.5％(ｗ／v)ＮａCl）１５卯‘を加えて37℃でインキュベー

トし，０，１２，１６，２０及び24時間後のインドール濃度を測定した。

②ヒラメ血築のK-l2株殺菌に必要な時間の検討

ヒラメ２尾の尾部血管からへパリン処理した注射器で採血し，血築を分離して個体別に供試した。血

築を等量のトリス緩衝液で２倍希釈し，等量の5.0×10℃FＵ／nq《のK-l2株と混和して０，３，６，１２，２

４及び48時間20℃でインキュベー卜した後のCFUを平板希釈法で測定した。

③ヒラメ血奨の非働化温度条件の検討

ヒラメ２尾の尾部血管からへパリン処理した注射器で採血し，血築を分離して個体別に供試した。

血築を２倍容のトリス緩衝液で希釈し，８分割して０，４４，４８，５６，６０，６４及び68℃で30分間処理した。

等量のＫ-12株浮遊液（5.0×101CFU／､！）を加え，２０℃で24時間インキュベー卜した後のＣＦＵを平

板希釈法で測定した。その後さらに，０℃処理区を0.45〆ｍのフィルターで漉過し，０，４８，５０，５２，

５４，５６，５８，６０及び62℃で30分間処理した後にK-l2株浮遊液を加え，２０℃で24時間インキュベート

した後のCFUを平板希釈法で測定した。

(2)ヒラメの抗病性に及ぼすストレスの影響及び抗病性に関与する生体防御指標の検討

ヒラメ８ロット（１ロット当たり１５から30尾）を用い，低温度への水温変化あるいはトリクロルフオ

ン浸漬によって生理条件を変化させた後，0.5,0から0.75m‘を採血して各種血液性状（ヘモグロビン濃

度，ヘマトクリット値，血蕊蛋白濃度，血糖値）及び生体防御指標（リゾチーム活性，血築殺菌活‘性，
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PEG結合蛋白濃度， NBT還元能，ポテンシァルキリング活性，食食率)を測定して頻度を調べた。ま

た，これらのヒラメをVibrioαnguillαrumの腹腔内投与で攻撃して生存日数を調べ，各指標との相関

関係を調べたo

【結果の概要】

(1 ) 簡便な血媛殺菌活性測定の開発

① 大腸菌K・12株の培養時間とインドール産生量の関係の検討

K-12株培養液中のインドール濃度は経過時間に従って上昇した。 CFUが最も高かった2.4X 105区の

インドール濃度は，インキュベート12から16時間後の聞にプラトーに達したことから，培養時間は約

14時間が適当と考えられた。

② ヒラメ血紫のK・12株殺菌に必要な時間の検討

血紫と混和したK・12株のCFUのlog10値は， 6時間から12時間後にかけて約 1上昇し， 12時間から2

4時間後にかけて約2減少し その後再び上昇した。このことから ヒラメ血紫の殺菌活性が働くに

は12から24時間を要すると考えられた。

③ ヒラメ血紫の非働化温度条件の検討

ヒラメ血紫の殺菌活性は， 48から54'Cの聞の処理では，温度上昇に伴って漸次低下し， 56t以上で

は失活した。一方， K-12株は52t以上では死滅する菌が増えることから(データ不掲載)，図 1に

示した方法で生体防御能の測定を行う場合の血柴非働化は48tで行うこととし，易熱性殺菌物質の評

価を行うことが適当であると考えられた。

採血.氷冷.冷却遠心.血柴分離 EscJlcrichia coli K -12砕 (BHIAで24時間培接.37'('.)をトリス

S バッファーで浮遊させ.ODを測定して5・'/lOSCFU/叫に調型

血班70"， Q に等鼠の恥'lg'~・ .Ol~φ添加トリスバッファーを加えて 2f古希釈 S 

... 5 x 102CFU/mJまで10倍系列希釈作り冷蔵保存

希釈血摂を半分に分けて一方を非働化処理，一方は氷冷

a 
新釈血焼{熱処理&生)2 5μaにE.coJi浮遊液 (5x 104CFU/mQ) 
25μaを加え，振盛しながら20'("でインキュベート.再非働化

a 
強化ペブトン水(0.5%NaCI. 5%ベブトン)150(1 Q加え.

37でで14時間培養.直ちに冷却して薗の噌殖を停止

a 
Ko、官:s試薬600(1Q加えて激しく振準.10分後に2.000Yg10分間違心

S 

上清200μaをマイクロプレートに移し.

560nmでODを測定してインドール定品

S 

非働化血策と生血策のCFUの差を検量線から算出

s 

各希釈菌液25J.LQと強化ベブトン水 li5μQを加えて

37でで培養.Kovaα試薬600μa加えてインドール定患

S 

インドール濃度とCFUから検畳線を作成。

図 1 簡便な血祭殺菌活性測定法
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表１各種ストレスを与えたヒラメの血液性状，生体防御指標ならびにWbr/Ｏａ"gU///arUﾉ77に対する

抗病性

＞＊

測定項目 トリクロルフォン試験

トリクロルフォン浸漬対照

低温度試験

低温度処理対照

＞＊

生存日数

ヘモグロビン

ヘマトクリット

血糖値

蛋白質濃度

ＮBT還元

ボテンシァルキリング活性

PEG結合蛋白率

リゾチーム活性

血紫殺菌活性

貧食率

＞＊

(2)ヒラメの抗病性に及ぼすストレスの影響及び抗病性に関与する生体防御指標の検討結果を表１に示

した。結果を要約すると以下の通りであった。

・低温度ストレスを与えたヒラメのｖ,α吃奴"αrumに対する抵抗‘性は、対照に比べて有意に低く、

トリクロルフオン浸漬区では有意に高かった。

・１種類のパラメーターと生存日数とでは，有意な相関を示すものは無かった。

．ＮBT還元能と生存日数とでは，８回の試験で８回とも負の相関を示した。

・ポテンシァルキリング活‘性と生存日数では，８回の試験中７回で正の相関を示した。

・貧食率×ＰＫ－ＮＢＴ還元と生存日数とでは，８回の試験中８回で正の相関を示した。

・血蕊殺菌活性と生存日数では，４回の試験中３回で正の相関を示した。

・その他の血液性状及び生体防御指標では，抵抗性と関連性を示すものはみられなかった。

く
く

＝＊

＊
＊
（
し

く
く
く
Ｎ

【調査・研究結果登載印刷物等】

平成９年度バイオディフェンス機能活用健康魚づくり技術開発事業研究成果実績報告書

＝：モード位置に差が無い。＜or＞:モードの位置に差がある。

＊：有意差有り（p＜0.05,T-test,両側検定）

－１４５－



Ⅲホタルイカ寄生虫対策研究

大津順

【目的】

近年，ヒトの腸閉塞や皮膚肥行症の症例が相次いで報告されており，その原因としてホタルイカに寄

生する旋尾線虫目線虫幼虫TypeXが疑われている。この寄生虫に関する分類学的ならびに生態学的知

見はきわめて不足しているのが現状である。本研究は，ホタルイカに寄生する旋尾線虫目線虫幼虫Ｔｙｐｅ

Ｘの季節的な出現状況並びにホタルイカ以外の魚種における寄生状況を明らかにするとともに，旋尾線

虫の殺滅方法の検討を行うために実施した。

【方法】

旋尾線虫の検出方法：旋尾線虫の虫体は，ホタルイカを解剖して内臓を取り出し，数百尾分を37℃に

保った人工胃液中に投入し，１～３時間消化後，ふるいでろ過し，ふるい上の残さを実体顕微鏡で観察

して検出した。人工胃液はペプシン0.59／０を0.7％ＨClに溶解したものとし，ホタルイカ３kｇ（約300

尾）に対し人工胃液１０を用いた。

(1)漁期別の相対寄生数

平成９年４月から５月にかけて滑川市場に水揚げされたホタルイカを購入し，旋尾線虫目線虫幼虫Ｔ

ｙｐｅＸの検出を行い，相対寄生数を求めた。

(2)ホタルイカ以外の魚種からの虫体の検出状況

富山湾で漁獲されたホッケ15尾について旋尾線虫目線虫幼虫TypeXの検出を行い，相対寄生数を求

めた。

(3)低温処理による旋尾線虫幼虫の殺滅効果の検討

過去の調査を含め，５℃～-32℃，２４時間の処理後の死亡率の検討を行った。

(4)超音波処理における旋尾線虫の生存状況

検出した虫体を0.8％食塩水中におき，３０Ｗの超音波洗浄機による超音波処理を行って，処理時間に

よる虫体の状況を調べた。

【結果の概要】

(1)漁期別の相対寄生数

平成９年４月から５月にかけての相対寄生数はそれぞれ0.033～0.117であった（表－１）。漁期が遅く

なるほど相対寄生数が増加する傾向は昨年と同様であった。

(2)ホタルイカ以外の魚種からの虫体の検出状況

ホッケの内臓からは１５個体で計11個体の旋尾線虫が検出され，相対寄生数は0.73であり，以前の調査

におけるホッケの相対寄生率とほぼ同様であった。

(3)低温処理による旋尾線虫幼虫の殺滅効果の検討

低温で処理した場合の寄生虫の生存状況を調べたところ，処理温度が低いほど寄生虫の死亡率は高く，
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○

られた（図－１）。

表－１旋尾線虫幼虫の相対寄生数（1997，滑川産）

○
○

－１４７－

検査月日 供試ﾎﾀﾙｲｶ数 検出虫体数 相対寄生数

○

３．２６

４．１５

４．２４

５．２８

６．２

６．１２

６．２３

3３６

３２９

１５７

３００

４５

２００

１１５

ｎ
超
哩
妬
２
週
皿

詔
妬
的
面
磐
砺
妬

０
０
０
１
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

4０

％

1００

○

○
一
○
○

一
○

8０

処理時間が24時間の場合，-30℃であればほぼ全数が死亡したが，-25℃では生存している個体も認め

超音波処理後の虫体の状況は以下のとおりであり，虫体のみの場合は，約２分以上超音波処理を行う

と死亡することが明らかとなった。しかし，旋尾線虫の寄生したホタルイカを外観から識別することが

できないため，ホタルイカに寄生した状態での超音波処理を行うことはできなかった。また，ホタルイ

カ全体を超音波処理すると，魚体の損傷も大きかったことから，ホタルイカに寄生した虫体の殺滅には

超音波処理は適さないと考えられた。

○

6０

０

図－１

○

(4)超音波処理における旋尾線虫の生存状況

2０

○

1０ ０

ｅ

-40（℃）－１０‐２０‐３０

温度

低温処理における施尾線虫の死亡率
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【結果登載印刷物等】

な し
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:虫体は生存しており，運動するが，一部に損傷を受けている。

:虫体は生存し，運動するが，一部に損傷を受けている。

:虫体内部構造が破壊され，外部に散逸しており，死亡している。

:虫体内部構造が破壊され，外部に散逸しており，死亡している。

:虫体内部構造が破壊され，外部に散逸しており，死亡している。



ＸⅢ資源管理型漁業推進総合対策事業

１天然資源調査

武野泰之

【目的】

近年，富山県におけるベニズワイ漁獲量は減少し，漁獲物のサイズは小型化してきている。それにと

もない漁獲金額も減少していることから，ベニズワイにおいて資源管理型漁業を推進する必要がある。

このため，ベニズワイの資源特性値および漁業実態等を明らかにし，想定される漁業規制を行った場合

の資源量と漁獲量を予測して，漁業者に対し提言する「ベニズワイ資源管理推進指針」を平成８年度に

作成した。本調査は，この「ベニズワイ資源管理推進指針」に基づく管理計画を策定するための基礎資

料（漁獲実態，生態の解明等）を得ることを目的とする。

また，富山県は，平成３年度にホッコクアカエビに関する「富山県広域資源管理推進指針」を作成し

た。この指針をもとに漁業者自らが，ホッコクアカエビに関する「管理計画」を平成５年度に作成し，

漁業者によるホッコクアカエビの資源管理が実践されている。管理実施後の資源動向をモニタリングす

るとともに，指針作成時には不十分であった漁具改良試験などの補完調査を行い，資源管理の実践に役

立てるものである。

【方法】

(1)ベニズワイ調査

①漁獲統計調査

北陸農政局富山統計情報事務所において収集している統計（以下，農林統計とする）のうち，ベニズ

ワイ漁獲量及び漁獲金額を調べた。

②資源生物調査

・生物特性調査

平成９年１１．１２月及び10年１月に計３回，水産試験場調査船「立山丸」で試験操業を行った。

北緯３７．１５′東経１３７．３５′の位置（水深1,100ｍ）を中心にしてかにかごを設置した。餌料は冷凍サバ

を用いた。かにかどの浸漬日数は７～８日間とした。

・円形脱出口設置型かにかどの改良試験

全ての雌と甲幅９cm以下の雄（以下，小型ベニズワイとする）の漁獲を防止するために，円形脱出口

のある漁具で試験操業を行った。承認漁業等の取締りに関する省令で定められている網目15cmのかにか

ごを標準漁具とした。標準漁具に，円形脱出口を切り抜いた塩化ビニール板をｌかごに２枚取り付けた

かにかごを試験漁具とした。脱出口の直径を7.6,8.0,8.4,9.2cmの４通りに設定した。脱出口から抜

け出たカニを脱出口の外部で捕獲できるように，外部に捕獲かご（以下，外部かごとする）を取り付け

た。標準漁具の網目から抜け出た個体を外部かごで捕獲できる構造のかごを，対照漁具とした。

・標識放流

試験操業で採集された雄の右または左側第２歩脚基部に，緑色プラスチック製ディスク（通し番号付
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き）を装着し，甲幅等の測定を行ったのち，採集位置付近で放流した。

・再放流後の生残率の推定するための環境調査

水温15℃と10℃の境界面が季節によってどの水深に推移するかを明らかにするため，北緯37.00.0′

東経137.14.0′の地点において水産試験場調査船「立山丸」のＣＴＤを用いて，水深900ｍまでの水温

と塩分の観測を行った。

③操業実態調査

べにずわいがにかごなわ漁業を営む５地区（新湊，滑川，魚津，黒部および宮崎浦）から，各１隻の

標本船を抽出し，操業位置と操業連数などについて記帳を依頼した。平成６年９月から９年５月までの

データを集計した。

(2)ホッコクアカエビ調査

①漁獲統計調査

北陸農政局富山統計情報事務所において，ホッコクアカエビ漁獲量及び漁獲金額を調べた。

②標本船調査

資源管理を実践している小型機船底びき網漁業（新湊と魚津地区）を営む漁船から標本船を抽出し，

また，岩瀬市場全体における小型機船底びき網のホッコクアカエビ等の漁獲実態を調査した。標本船の

操業状況（操業日数，曳網回数及び操業海域など），ホッコクアカエビの銘柄別漁獲重量及びホッコク

アカエビ以外の漁獲物等についての記帳を依頼した。

③漁具改良試験

前年度と同じ漁具を用いて，水産試験場調査船「立山丸」で試験操業を行い，異なる網目のぱいかご

で，ホッコクアカエビの漁獲調査を行った。富山市岩瀬沖の水深400ｍと500ｍの地点で，６と７月に延

べ４回の試験操業を行った。餌料はサクラマスの中落としとベニズワイをそれぞれ単独で用いた。ぱい

かどの浸漬日数は２日間とした。

【結果及び考察の概要】

(1)ベニズワイ調査

①漁獲統計調査

漁獲量は，昭和53年（1,595t）以降減少し，昭和56年（870t）以降横ばい状態で，平成８年には749

tであった。漁獲金額は，昭和53年（７億196万円）から昭和56年（３億6,171万円）まで大きく減少し，

その後増加に転じたが，昭和63年（８億7,188万円）以降横ばい状態になっており，平成８年には６億

3,331万円であった。

②資源生物調査

・生物特‘性調査

標準漁具であっても，漁獲が禁止されている雌や甲幅９cm以下の雄が採集された。しかし，小型ベ

ニズワイの採集個体数は，昨年が3.26であったのに，今年は1.09と大幅に減少した。

・円形脱出口設置型かにかどの調査

ア雄に対する脱出口の効果

甲幅９cmを超える商品サイズの雄は，試験漁具でいずれの直径の脱出口からも抜け出なかったが，
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対照漁具で網目から抜け出た。

甲幅9cm以下の雄の採集個体数は少なかったが，すべての試験漁具で脱出していなかったo 対照漁具

で，わずかながら網目から抜け出ていた。

表-1 漁具別の 1:かごあたりの平均採集個体数

)内の数字は，外部かごでの採集個体数

雄 雌

漁具 脱出口

の 甲幅 甲幅

名称 目合 有無 9 cmを超える 9 cm以下 成熟 未熟

標準漁具 15.0cm 鉦 11.12 0.21 0.88 0.00 

試験漁具 15.0cm 有 14.75(0.00) 0.25( 0.00) 0.58(2.67) 0.00 

対照漁具 15.0cm 鉦 10.20( 0.20) 0.33(0.07) 0.73(1.40) 0.00 

漁具C 13.0cm 鉦 40.00 1.11 0.11 0.00 

イ 雌に対する脱出口の効果

漁獲が禁止されている雌は 試験漁具で脱出しており，漁具内よりも外部かごに多くいた。対照漁具

で網目から抜け出ており 漁具内よりも外部かごに多くいた。

標識放流

平成9年11・12月と10年 1月の計3回の試験操業で雄434個体に標識を装着して放流した o 平成10年

3月31日現在までに 1個体の再捕報告があった。

前年度までに放流した標識ガニのうち，平成10年度中に合計14個体の再捕報告があった。このうち，

1年以上経過して再捕された標識ベニズワイは， 9個体であった。残る 5個体は 1年以内に再捕された。

再放流後の生残率の推定するための環境調査

水温15'Cの境界面は， 4月から 7月にかけて，水深100mまで下降し，それ以降12月上旬まで水深100

m前後に存在した。 1月から 4月までは表面は15'C以下となる。

水温10'Cの境界面はほぼ水深150m前後に存在し，季節変動は認められなかった O

水温1'Cの境界面は，水温15'C境界面が深くなれば浅くなり，水温15'C境界面が浅くなれば深くなる

傾向が認められた。

③ 操業実態調査

富山県の漁船が利用している漁場は，北緯3T20'以南の富山湾内と能登半島禄剛埼以北の富山湾外

であるo 富山湾外ではさらに，能登半島禄剛埼の東北海域と北西海域の2カ所に別れている。

平成6年9月から 9年5月までの各地区の標本船の延べ操業連数は，宮崎浦では305連，魚津では177

連，滑川では287連，新湊では391連であった。地区ごとに 1速のかご数と漁具の形状や餌料が異なるこ
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とおよび浸漬時間に長短があることなどから，連数のみで地区間の漁獲努力量を比較することは困難で

あった。

富山湾内の北緯３７．２０′以南では，宮崎と滑川および新湊の標本漁船の漁場が重複していた。これら

の漁場では標本船以外の漁船も操業しているので，かなり高い漁獲圧がかかっていると推定される。

(2)ホッコクアカエビ調査

①漁獲統計調査

平成８年のホッコクアカエビ漁獲量は69tで，４年の60tと５年の64tを上回ったものの，６年の84tと７

年の71tを下回った。平成８年の漁獲金額は１億2,655万円で，７年の１億3,446万円と管理推進指針作

成における統計基準年である平成元年の２億3,704万円を下回った。また，平成８年の平均単価は１，８

３４円で，基準年である平成元年の3,292円と比べ大幅に低下した。

②標本船調査

・新湊地区

新湊漁業協同組合所属の漁船における平成８年９月から９年５月まで（以下，平成８漁獲年度とする）

のホッコクアカエビの操業１回あたりの漁獲量（以下，ＣＰＵＥとする）を，平成元～６漁獲年度（以

下，平年漁獲年度とする）の平均ＣＰＵＥで除し，その値を平年比とした。漁船の操業状況の平年比は，

操業日数が0.76,操業網数が0.65と減少していた。しかし各銘柄の平年比は，にもち」が2.90,「ま

た」が2.63,「大」が2.30,「中」が3.01,「小」が3.43,「少々 」が2.18と，いずれの銘柄でも大幅に

増大していた。

・岩瀬地区

岩瀬市場における平成８漁獲年度のホッコクアカエビの漁船１隻あたりの漁獲量（以下，ＣＰＵＥと

する）を，平成２～７漁獲年度（以下，平年漁獲年度とする）の平均ＣＰＵＥと比較し，これを平年比

とした。漁船の操業状況の平年比は，操業日数が0.77,操業隻数が0.67と減少していた。また各銘柄の

平年比は，「こもち」が1.22,「また」が1.52,「えぴご」が1.33,「えびざつ」が0.95で，新湊地区

のような大幅な増大は認められなかった。

③漁具改良試験

・ぱいかどの網目拡大がホッコクアカエビの漁獲に及ぼす効果（水産試験場調査船による試験操業）

水深400ｍにおける１かごあたりのホッコクアカエビ採集個体数（以下，ＣＰＵＥとする）は，１２節

かごで0.75（６月は1.50,7月は0.00），１０節かごで0.58（６月は0,83,7月は0.33），８節かごで0.08

(６月は０．００，７月は0.17）であった。

水深500ｍにおいては，ホッコクアカエビはｌ個体も採集できなかった。

【調査結果登載印刷物】

平成９年度富山県広域資源管理型漁業推進総合事業報告書天然資源調査

印刷準備中
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２広域栽培資源放流管理手法開発調査

角祐

【目的】

平成３年度に富山県が策定したマダイの資源管理推進指針を受け，平成５年度に漁業者自らによる資

源管理計画が策定されているので，この計画に基づく資源管理の実践と効果を明らかにする。

【方法】

(1)市場調査

①魚体測定調査

氷見及び魚津の２市場で月２回マダイの尾叉長を測定した。

②放流魚再捕調査

氷見及び魚津の２市場で秋田県の背鰭切除標識魚の発見に努めた。

③経済的依存度調査

氷見，新湊，魚津及び経田の４市場で地区別漁業種類別の漁獲金額と順位を調査した。

(2)蓄養放流試験

平成６～８年に氷見地区で定置網に漁獲された小型マダイ（８年は人工種苗）をちょうちん網，小割

網又は活魚水槽に蓄養後，アンカータグ標識を行ったが，その後の再捕状況及び成長等を調査した。

(3)種苗放流実態調査

氷見，新湊，魚津及び黒部の４地区で行われている種苗放流と中間育成の実態を調査した。

【結果の概要】

（１）尾叉長12cm未満の小型マダイは（資源管理対象）８年同様，氷見（湾西部）で出現割合が高く，魚

津（湾東部）で低かった。出現時期は秋から冬までに多くみられた。富山県のマダイは１～２歳魚が主

体で，３歳魚以上は極めて少ないことから，大きくなると富山湾外へ移動するものと考えられた。

(2)平成９年４月～１０年３月まで，２市場で合計10,949個体のマダイについて秋田県放流魚（背鰭切除）

の確認を行ったが，１尾の標識魚も確認されなかった。

(3)平成８年の漁獲量（121トン）は７年（186トン）を下回った。各地区，各漁法とも水揚げ金額に占

めるマダイの比率はいずれも１０％未満であった。漁獲金額の順位は魚津の小型底曳を除き７～17位で全

般的に７年を下回った。地区別，漁業種類別の水揚げ金額では３千万円以上は新湊の大型定置網，’千

万円以上は氷見の大型と小型定置網及び魚津の大型定置網で，その他は１千万円以下であった。

(4)平成６年放流魚の再捕地点は石川県七尾市～高岡市，７年放流魚は七尾市～富山市，８年放流魚は

氷見市～高岡市の地先であった。再捕率は６年放流魚で1.1％，７年放流魚で8.8～15.5％，８年放流魚

で3.4％であり，いずれも２～４月にほとんど再捕されていない。７年放流魚の内，夏季放流魚は大半

が年内に，冬季放流魚は大半が翌年の５月以降に再捕されていることから，蓄養放流の時期は夏季より

冬季が良いと考えられた。

(5)新湊，魚津及び黒部では30mmサイズの種苗を50mmサイズまで育成することを目標として中間育成を
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行っており，平成９年の飼育期間は15～32日間，生残率はいずれも約90％と良好であった。

【調査結果登載印刷物】

平成９年度資源管理型漁業推進総合対策事業報告書（広域回遊資源）

－１５４－
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ＸⅣ地域特産種量産放流技術開発事業

藤田大介・瀬戸陽

【目的】

サザエ種苗の安定量産技術を確立し，富山湾における生態特性を考慮に入れて資源添加の手法を探る。

【方法】

地域特産種増殖技術開発事業総括報告書（巻貝類グループ）参照。

【結果の概要】

(1)付着珪藻繁茂試験

２基の０．５トン水槽に波板20枚をカセットごと入れ，一方に表層海水をかけ流し，一方に汲み置きの

深層水を入れ，いずれも通気したが，１月後の珪藻着生量は表層海水かけ流し区の方が多かった。

(2)稚貝再捕調査

平成７年度放流群（殻高30mm）のうち，氷見市阿尾の人工礁で２年後の再捕調査を実施した結果，回

収率は12％で，平均殻高77mmであった。滑川市中川原の重層礁放流個体，岸側転石個体（いずれも殻高

15mm）の10カ月後の回収率はそれぞれ16.8％と3.4％で，平均殻高35mmあった。

(3)稚貝放流試験

平成８年度生産貝（殻高15mm）を朝日町宮崎の離れ岩，朝日町元屋敷の岩盤，滑川市中川原の人工礁，

入善町吉原の人工礁に１０００個体ずつ，朝日町赤川の離岸堤に1500個体を放流した。中川原では２カ月後

の回収率が12.2％（重層礁），33.5％（井桁礁）であった。吉原の人工礁では放流１カ月以内に生きて

いる個体が見つからなくなり，フタバベニツケガニによる食害を受けたと思われる殻が見つかった。朝

日町各地先での再捕は来年度以降に実施予定。

(4)捕食生物調査

４月から12月にかけて，ヤツデヒトデ（腕長29～58mm）によるサザエ稚貝（殻高15mm）の捕食状況を

調べた結果，周年捕食が見られたものの，夏季に被食個体数（１週間以内）が多くなった。実験期間中，

同一個体が年内に引き続き分裂し，４個体になることも判明した。

【調査結果登載印刷物等】

・地域特産種量産放流技術開発事業総括報告書（巻貝類グループ）平成９年３月（印刷中）

・藤田大介・瀬戸陽一（1998）．富山湾のヤツデヒトデについて（予報）．富山県水試研報10号

（印刷中）．
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ＸＶ漁業指導調査船「立山丸」代船建造

高松賢二郎

【目的】

現漁業指導調査船「立山丸」（156.38トン,1000PS)は昭和54年度（昭和55年３月竣工）に建造され，

これまで，富山湾の海洋観測調査，海洋深層水調査，ホタルイカ，ベニズワイ，パイ類などの資源生態

調査，日本海沖合のいか釣り漁業の先達船としてのスルメイカ試験操業と情報提供による操業指導，サ

クラマス，クロマグロの漁場開発調査，北太平洋におけるアカイカ代替漁法調査など沿岸域から遠洋域

の数多くの調査に従事してきた。

立山丸は建造後18年が経過し，船体，機関，航海計器類及び調査機器類が老朽化，旧式化する一方，

この間に200海里体制の定着・強化，漁獲可能量制度の施行などにより，沿岸，沖合海域の漁業資源の

より科学的な資源水準の予測，評価と適正な管理措置が求められ，現立山丸では時代の要請に対応でき

ない状況となってきている。

このような状況を踏まえ，資源管理型漁業の推進，深海資源有効利用型漁業の推進等本県の漁業振興

のために必要な技術開発，調査等に対応できる各種機能を装備した最新鋭の調査船を建造する。

【実施状況】

平成８年度に（社）

平成９年９月16日

９月26日

１０月９日

１０月17日

１０月20日

１１月13日

漁船協会に委託して策定した建造仕様書等に基づき，下記の日程で実施された。

11月１４日

12月10,11日

12月19日

１２月24日

平成10年１月22,23日

３月18日

３月19日

３月26,27日

一般競争入札の公告

入札説明会の開催

入札参加申請書及び技術審査資料の提出

技術審査部会の開催(入札参加造船所の技術力の審査）

入札参加資格委員会の開催(入札参加造船所の資格確認）

入札・開札の実施

㈱カナサシ，長崎造船㈱，㈱新潟鍛工所，三井造船㈱，

三菱重工業㈱，㈱ヤマニシ，㈱若松造船の７社が応札

長崎造船㈱が794,850,000円で落札

富山県漁業指導調査船建造工事の請負仮契約の締結

工期：平成１０年10月30日

建造工事事前打合せの開催

県議会の工事請負契約締結の承認を得て，工事請負本契約の締結

（社)漁船協会と工事監督業務委託契約の締結

本工事の落札者等の公示

第１回建造会議の開催

第１回出来形検査の実施

漁船建造認可(農林水産省指令10水管第692号）

第２回建造会議の開催
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【調査・研究結果登載印刷物等】

な し
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ＸⅥ漁業振興特別対策事業

藤田大介・小善圭

【目的】

県東部沿岸域は，近年，漁獲が低迷しており，黒部川上流の出し平ダムの排砂による影響も懸念され

るため，沿岸域の漁場環境調査を実施し，今後の漁業振興策を講じるための基礎資料とする。

【方法】

(1)水質調査

黒部川河口付近の８地点（図ｌａ）で海面及び水深50ｍの海水を月１回採取し，濁度，ｐＨ，塩分，

ＤＯ及びＣＯＤを測定したほか，ＣＴＤを用いて海面～水深50ｍの水温と塩分の鉛直分布を調べた。

(2)水質連続モニタリング調査

黒部川河口から北東方向約2.6kmにある飯野定置網の水深３ｍ付近に，平成９年６月１９日から連続測

定式の観測機器を設置し，水温，塩分，クロロフィルおよび濁度を測定した。

(3)底質調査

黒部市から朝日町にかけての沿岸９定点（図１ｂ）において，年３回（５月，８月及び10月），スミ

スマッキンタイヤ採泥器を用いて海底の堆積物を採取し，水分含量，ＣＯＤ，硫化物，強熱減量（IL

550，IL850）及びベントスの種組成を調べた。また，河口周辺の５定点では，コアサンプラーを用い

て海底の堆積物を採取し，堆積層の厚さを調べたほか，各コアサンプルの鉛直断面の写真撮影を行った。

(4)岩礁生物調査

黒部市～朝日町の天然藻場と造成漁場（図１ｂ）でＳＣＵＢＡ潜水し，海藻の生育状況，有用動物の

生息状況の観察と写真撮影を行った。

【結果の概要】

(1)水質調査では，ダム排砂の後で塩分の低下，並びに濁度とＣＯＤの上昇が認められた。また，３～

４月：鉛直混合期，５～８月：表面水温の上昇に伴い高水温層が発達する成層期，９～１０月：表面水温

の低下に伴う成層解消期，１１～２月：水温低下が進み海面付近が成層化する時期，の４期を識別した。

(2)水質連続モニタリング調査では，ダムの排砂の時だけでなく，河川水の流入があった場合，通常３１

～33の水準にある塩分値が30以下に下がった。また，降雨があった場合には塩分値の低下とともに濁度

の急激な上昇が観測された。本年度は排砂期間中，濁水の流出方向が観測点に向かわなかったことから，

排砂直後の水質の変動を捉えることはできなかった。

(3)底質分析の結果，８月の調査ではいくつかの定点でＣＯＤ及び硫化物量が上昇したが，１０月には５

月の調査時と同程度まで低下した。粒度組成は若干の変動が見られたものの，ほぼ安定した値を示した。

コアサンプラーの層厚は，ダム排砂後，定点２（黒部市荒俣地先）で増加したが，排砂の堆積物を識別

することは困難であった。今年度採集したベントスは，現在，種類を同定中である。なお，昨年度採集

したベントスの同定を行ったところでは，富栄養の指標は見つからなかった。

(4)黒部市生地のテングサ群落は昨年以降，特に変化がなかったが，荒俣（黒部川河口直近）の雑海藻群

－１５８－



落は消失した。入善町飯野の造成漁場では，サザエやナマコの生息量は各々500個体以上で，ほぼ平年

並みであったが，キタムラサキウニが増加傾向を示し，12月の時点ではサンゴモ類以外の海藻は殆ど見

当たらなかった。入善町木根地先では距岸600ｍ以上，転石地帯が続いており，調査範囲の岸寄りと沖

寄りで海藻の生育が認められたが，中ほどはキサムラサキウニが優占する磯焼け状地帯であった。

田中地先では，距岸700ｍ以上，転石地帯が続いており，水深22ｍ付近（砂地との境，距岸距離約１km）

まで海藻が分布していた。朝日町宮崎では，漁港東側のイシモズク漁場，離れ岩と元屋敷のガラモ場に

Iま特に異常がなかった。元屋敷のガラモ場は海岸沿いの離岸堤から約200～250ｍの範囲であった。

【結果の報告】

現地対策協議会で報告した。結果は３カ年（平成８～10年度）の調査の終了後に取りまとめる。
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図－１調査地点

ａ：水質調査定点（●）および連続モニタリング調査点（☆）

ｂ：底質調査（●：コアサンプラー、○：スミスマツキンタイヤ）および岩礁生物調査

（★：藻場調査、＊：造成漁場）
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１職員の現員数 (平成10年３月31日現在）

－１６０－

２職員の配置 (平成10年３月31日現在）

【平成９年度職員・予算等の概要】
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総務課 １ １ １ １ １ ５
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立山丸 ３ １ ６ ３ １ 1４

栽培深層水課 １ １ ３ ２ ７ 次長、課長兼務

Iまやつき １ １ １ ３

内水面課 １ ２ １ ４

計 １ １ ３ ４ １ ８ ２ ７ ４ ４ １ １ １ 3８



３平成９年度決算

－１６１－

事 業名 決算額 備考

水産

漁業指

沿岸漁
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色
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費
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費
業
費
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費
費
費
費
費
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【平成9年度に刊行された論文・報告書等】

所 属

漁業資源課内山 勇(1997) 日本海のプリ資源.水産海洋研究61(3)，310-312.

。 武野 泰之(1998) 定置網漁業における混獲幼稚魚の適正管理に関する研究成果報告

書.

。 武野 泰之(1998) ベニズワイかにかごに設置した脱出口の効果.平成9年度富山県

水産試験場研究発表会資料，1-4.

'" 内山 勇(1998) ホタルイカ漁況予報の舞台裏.平成9年度富山県水産試験場研究

発表会資料，22-24.

'" 岡本 勇次(1998) 平成10年度冬・春季の富山湾におけるスルメイカの漁況予報.

平成9年度富山県水産試験場研究発表会資料，25・32.

栽培・深層水課藤田 大介(1997) 富山県における最近のマダイ漁獲量の傾向と年変動パターン.富

山県水産試験場研究報告，第9号，1-18.

。 藤田 大介(1997) 最近の富山県ハタハタ漁獲量の減少.富山県水産試験場研究報告，

第9号，19-34.

'" 藤田 大介(1997) 平成8年度地域特産種量産放流技術開発事業報告書.平成8年度

地域特産種量産放流技術開発事業(巻貝類グループ). 

'" 大津 順(1997) 深層水利用による冷水性魚類飼育のための効率的施設運用の研究

平成8年度結果報告書.マリノフォーラム21種苗生産システム研

究結果報告書.

。 奈倉 昇(1997) 富山県における海洋深層水利用研究.海洋深層水利用研究会ニュー

ス，第1号，第2号.

'" 大津 j順他1名(1997) 平成8年度漁場保全対策推進事業調査.平成8年度漁場保

全対策推進事業報告書.

'" 小善 圭一(1997) 平成8年度定置汚水拡散調査.平成8年度定置汚水拡散調査報告

書.

" 藤田大介(1998) Strongylocentrotid sea urchin-dominated barren grounds 

on the Sea-of-Japano Coast of Nothern Japan，Echinoderms: 

San Francisco，Mooi & Telford(eds)Balkeman，Rotterdam. 

。 藤田 大介(1998) 富山県における水産への利用.海洋深層水 '97-富山シンポジウム

講演記録集，17・22.

。 小谷口正樹(1998) 深層水取水施設の管理上の問題点.特に取水口から迷入する生物

についてー.海洋深層水 '97・富山シンポジウム講演記録集，66-68.

ク 角 祐二(1998) トヤマエピ資源の増大を目指して.平成9年度富山県水産試験場

研究発表会資料，5・12.
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